




03



04



05



06

人生を育み、 
景観に美を添える住宅

　バス後
こう

部
ぶ

広
こう

告
こく

でもおなじみの京
きょう

都
と

の注
ちゅう

文
もん

住
じゅう

宅
たく

「ＡＬＬの家
いえ

」。住
す

む人
ひと

の要
よう

望
ぼう

に合
あ

わせて一
いっ

棟
とう

一棟フルオーダーで設
せっ

計
けい

し建
けん

築
ちく

しています。家
か

具
ぐ

や扉
とびら

な
どの建

たて

具
ぐ

、キッチンなども全
すべ

てデザインし製
せい

作
さく

します。そのため年
ねん

間
かん

10
棟までしか建築できませんが、こだわりの住宅をご提

てい

供
きょう

しています。

一棟一棟こだわりの設計で
人生や暮らしと住宅建築をつなぐ

アーキテクチャーリンクライフ
（ALL）株

かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／2002年
◎従業員数／6人
◎拠点数／ �1カ所

京都市中京区寺町通御池下ル下本能寺前町522
仮店舗営業中＝京都市北区上賀茂岩ケ垣内町
98-2戸田ビル4階

　住む人の健
けん

康
こう

と、地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

の観
かん

点
てん

から
京都で生

せい

産
さん

されたヒノキ材
ざい

をふんだんに
使
し

用
よう

しています。木
もく

材
ざい

を輸
ゆ

送
そう

する時
とき

に発
はっ

生
せい

する CO2（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

）の削
さく

減
げん

を証
しょう

明
めい

する「ウッドマイレージCO2京都の木
き

認
にん

証
しょう

書
しょ

」を全
ぜん

戸
こ

で取
しゅ

得
とく

しています。

京都府内産木材を使い CO2 削減に貢献

きめ細やかな打ち合わせを重ね、お客さまの理想を形にします建具や家具は厳選した材料を使用し1棟ごとにデザイン

上質な空間をデザインしワンストップで施工

建設業

アーキテクチャーリンク
ライフ（ALL）株式会社

　Architecture
（建築） Link（つな
ぐ） Life（人

じん

生
せい

・生
せい

活
かつ

・命
いのち

）。「お客
きゃく

さ
まの人生や暮

く

らし
と住宅建築をつな
ぐことが私

わたし

たちの
使
し

命
めい

」という思
おも

い
を込

こ

めた社
しゃ

名
めい

です。住宅というのは街
まち

並
な

みの一
いち

部
ぶ

として存
そん

在
ざい

し、家
か

族
ぞく

の暮ら
しを育

はぐく

む人生の器
うつわ

だと思います。住む
ほどに愛

あい

着
ちゃく

が増
ま

し、暮らしが豊
ゆた

かに熟
じゅく

成
せい

されますように。景
けい

観
かん

に美
うつく

しさを添
そ

え、京都の街並みになじみますよう
に。そんな願

ねが

いが私たちの家づくりの
軸
じく

になっています。 
　一

ひと

人
り

一人のお客さまと向
む

き合
あ

いなが
ら、完

かん

全
ぜん

に自
じ

由
ゆう

なスタイルで自
じ

社
しゃ

設計
し、自社で現

げん

場
ば

の管
かん

理
り

を行
おこな

い、引
ひ

き渡
わた

し後
ご

のメンテナンス（保
ほ

守
しゅ

）まで責
せき

任
にん

を持
も

ってご対
たい

応
おう

するのが私たちの家づ
くりです。本

ほん

物
もの

の素
そ

材
ざい

にこだわり、伝
でん

統
とう

的
てき

な美
び

に現
げん

代
だい

的な感
かん

性
せい

を加
くわ

え、職
しょく

人
にん

の技
わざ

を駆
く

使
し

して、住宅を設計し建築し
ています。
　本

ほん

能
のう

寺
じ

会
かい

館
かん

に事
じ

務
む

所
しょ

を開
かい

設
せつ

して今
こ

年
とし

で 22 年
ねん

目
め

を迎
むか

えます。振
ふ

り返
かえ

ればた
くさんのお客さまやスタッフ、職人た
ちと共

とも

に、数
かず

々
かず

の物
もの

語
がたり

を紡
つむ

いできまし
た。それら全てが私たちの誇

ほこ

りであり
財
ざい

産
さん

です。これからも技を磨
みが

き、感性
を研

と

ぎ澄
す

まし、新
あら

たな物語を生
う

み出
だ

し
ていきたいと思います。

アーキテクチャーリンクライフ
（ALL）株式会社 代表取締役

篠
し の

田
だ

 潤
じゅん

さん
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　 2021年
ねん

からテスト展
てん

開
かい

している「エ
コパック」は、ビールの缶

かん

の上
うえ

だけを固
こ

定
てい

するエコな紙
かみ

資
し

材
ざい

です。当
とう

社
しゃ

のこれまで
の資材と比

くら

べ、缶500mlのパックでは紙
の面

めん

積
せき

を 81％も節
せつ

約
やく

しています。昨
さく

年
ねん

か
ら本

ほん

格
かく

展
てん

開
かい

しました。

◎設立／1949年
◎従業員数／ 4,225 人 （酒類事業連結）
◎�拠点数／ビール工場6カ所※2023年 3月現在

京滋統括支社＝京都市下京区烏丸通四条
下ル水銀屋町 612

　アサヒビールはビール類
るい

、ビール類以
い

外
がい

の酒
しゅ

類（洋
よう

酒
しゅ

、ワイン、焼
しょう

酎
ちゅう

など）
およびアルコールテイスト飲

いん

料
りょう

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

しています。各
かく

カテゴリーにお
いて、幅

はば

広
ひろ

い商
しょう

品
ひん

ラインアップを持
も

ち、お客
きゃく

さまの多
た

様
よう

なニーズにお応
こた

えし
ています。

紙の使用面積を約 8 割削減した「エコパック」

　アサヒビールは
水
みず

・麦
むぎ

・ホップな
ど自然の恵みを使

つか

っ て 商 品 を つ く
り、お客さまの生

せい

活
かつ

をより潤
うるお

いのあ
るものにできるよ
う努

つと

めています。
つまり、豊

ゆた

かな地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

が根
こん

底
てい

にある
ことで、私

わたし

たちの仕
し

事
ごと

は成
な

り立
た

つので
す。
　アサヒビールではグリーン電力を使

つか

った商品づくりをはじめ、工
こう

場
じょう

を中
ちゅう

心
しん

とした再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの活用や省
しょう

エネ、「エコパック」のように限
かぎ

りある
資
し

源
げん

を大
たい

切
せつ

にした環境負
ふ

荷
か

の少
すく

ない容
よう

器
き

包
ほう

装
そう

の取
と

り組
く

みに力
ちから

を入
い

れていま
す。アサヒグループ全

ぜん

体
たい

でも地球環境
に優

やさ

しい取り組みにチャレンジしてい
ます。捨

す

ててしまうパンの耳
みみ

やコーヒ
ー豆

まめ

などを使
つか

ったクラフトビールや、
野
や

球
きゅう

選
せん

手
しゅ

が練
れん

習
しゅう

や試
し

合
あい

で使って折
お

れて
しまったバットなどを原

げん

料
りょう

にしたエコ
カップ「森

もり

のタンブラー」などを開
かい

発
はつ

し、皆
みな

さんが楽
たの

しみながら環境負荷を
低
てい

減
げん

できるよう提
てい

案
あん

しています。
　伝

でん

統
とう

ある美
うつく

しい街
まち

京
きょう

都
と

を、未
み

来
らい

を担
にな

う子
こ

どもたちにより健
けん

全
ぜん

に引
ひ

き継
つ

ぐた
めにアサヒビールは事

じ

業
ぎょう

を通
とお

して、環
境を守

まも

る活
かつ

動
どう

に積
せっ

極
きょく

的に取り組みま
す。そして、私たちが掲

かか

げるビジョン
「すべてのお客さまに、 最

さい

高
こう

の明
あし

日
た

を。」の達
たっ

成
せい

を目
め

指
ざ

します。

豊かな社会を次世代へ飲料メーカー アサヒビール株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

多様な商品づくりと環境への取り組みで
豊かな社会の実現に貢献する

エコな電力を活用して商品を製造
　2009年に食

しょく

品
ひん

業
ぎょう

界
かい

で初
はじ

めて商品の
製造に「グリーン電

でん

力
りょく

」の活
かつ

用
よう

を始
はじ

めま
した。当

とう

社
しゃ

は主
おも

に木
もく

材
ざい

チップなどの自
し

然
ぜん

の恵
めぐ

みを燃
ねん

料
りょう

としたバイオマス発
はつ

電
でん

などでつくられた電力を活用していま
す。

近畿圏京滋支社長
市
い ち

野
の

 周
しゅう

平
へ い

さん

本社ビル本社ビル
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和の心をもって、
世界の平和を祈る

　石清水八幡宮は、平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

初
はじ

めの860（貞
じょう

観
がん

2）年
ねん

に、京
きょう

の都
みやこ

を護
まも

るために
創
そう

建
けん

された国
こっ

家
か

鎮
ちん

護
ご

の神
じん

社
じゃ

です。創建以
い

来
らい

千
せん

年以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

があり、朝
ちょう

廷
てい

、武
ぶ

家
け

をはじめ、多
おお

くの人
ひと

々
びと

から信
しん

仰
こう

を集
あつ

めてきました。今
いま

も厄
やく

除
よけ

開
かい

運
うん

の神社として
有
ゆう

名
めい

であり、年
ねん

間
かん

を通
とお

して多くの参
さん

拝
ぱい

者
しゃ

が訪
おとず

れます。

千年の時を超え、日本の心を守り伝える

神社 石
いわ

清
し

水
みず

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

◎創建年／ 860（貞観 2）年
◎創健者／行教和尚
◎所蔵文化財数／�国宝…御本殿本社10棟
　�重要文化財…建造物 9棟・他多数

京都府八幡市八幡高坊 30

　神社にご奉
ほう

仕
し

する神
しん

職
しょく

の一
いち

日
にち

は、朝
あさ

、御
ご

本
ほん

殿
でん

にて大
おお

祓
はらえの

詞
ことば

と呼
よ

ばれる祝
のり

詞
と

を
皆
みな

で読
よ

み上
あ

げ、境
けい

内
だい

の清
せい

掃
そう

から始
はじ

まります。その後
ご

、ご祈
き

祷
とう

を行
おこな

い、お札
ふだ

や
お守

まも

りを参拝者に授
じゅ

与
よ

する仕
し

事
ごと

もあります。祭
さい

典
てん

日
び

には、神職全
ぜん

員
いん

が装
しょう

束
ぞく

を
着
き

て、御
ご

神
しん

前
ぜん

にて神
しん

事
じ

のご奉仕を行います。
　多

た

岐
き

にわたりますが、最
もっと

も大
たい

切
せつ

な仕事は、伝
でん

統
とう

ある神事を未
み

来
らい

へと継
けい

承
しょう

し
ていくことです。

伝統ある神事を未来へ継承していく

伝統にのっとったたくさんの神事

　世
せ

界
かい

へ目
め

を向
む

け
れば、戦

せん

争
そう

の勃
ぼっ

発
ぱつ

や自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

の発
はっ

生
せい

など、心
こころ

を痛
いた

める
出
で

来
き

事
ごと

が数
かず

多く起
お

こっています。ま
た国

こく

内
ない

では、SNS
（会

かい

員
いん

制
せい

交
こう

流
りゅう

サイ
ト）などでの誹

ひ

謗
ぼう

中
ちゅう

傷
しょう

によって、尊
とうと

い
命
いのち

が失
うしな

われる事
じ

件
けん

も毎
まい

年
とし

起
お

きていま
す。
　この困

こん

難
なん

な時代の中
なか

で、神職として
何
なに

かでき得
う

ることはないかと考
かんが

え、改
あらた

めて日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の精
せい

神
しん

でもある他
た

者
しゃ

を思
おも

いやり共
とも

に協
きょう

力
りょく

して生
い

きていく「和
わ

の
心」の大切さを、世界へ発

はっ

信
しん

していく
時
とき

であると思うのであります。自然災
害が発生した時に、皆

みな

で助
たす

け合
あ

い励
はげ

ま
し合う日本人

じん

の姿
すがた

は、まさに「和の心」
の実

じっ

践
せん

であり、世界中
じゅう

の人々が称
しょう

賛
さん

し、見
み

習
なら

うべき国
こく

民
みん

であるとして高
たか

く
評
ひょう

価
か

されています。
　他

た

国
こく

への侵
しん

略
りゃく

や昨
さっ

今
こん

の SNS での誹
謗中傷も、人々の他者への攻

こう

撃
げき

心
しん

、す
なわち他者を軽

けい

視
し

して、自
じ

分
ぶん

さえ良
よ

け
ればそれでよい、という独

どく

善
ぜん

的
てき

な心に
端
たん

を発
はっ

していると思います。
　今

いま

こそ他者への思いやりや優
やさ

しさ
を、神

しん

道
とう

の精神である「和の心」と共
に発信し、世界平

へい

和
わ

を希
き

求
きゅう

していきた
いと強

つよ

く願
ねが

っております。

石清水八幡宮

五節供参進

幣殿

石清水八幡宮
宮司

田
た

中
な か

 恆
つ ね

清
き よ

さん
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人々の豊かな生活を
支え続ける

　上原成商事株式会社は、生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

なあらゆる資
し

源
げん

をお客
きゃく

さまのニーズ
に合

あ

わせてお届
とど

けする「生活産
さん

業
ぎょう

商
しょう

社
しゃ

」です。生活に欠
か

かせないエネルギ
ー・建

けん

設
せつ

資
し

材
ざい

の販
はん

売
ばい

に加
くわ

え、「ガソリンスタンド」を二
に

十
じゅう

数
すう

店
てん

舗
ぽ

運
うん

営
えい

し、地
ち

域
いき

の人
ひと

たちのカーライフをサポートしています。

創業 80 年以上の実績と、安心・安定の
供給体制でお客さまの懸け橋となる

エネルギー
生活産業商社

上
うえ

原
はら

成
せい

商
しょう

事
じ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1943（昭和 18）年
◎従業員数／366人（グループ会社含め）
◎拠点数／国内 16カ所

京都市中京区車屋町通御池上ル塗師屋町
344番地

　当
とう

社
しゃ

の前
ぜん

身
しん

は肥
ひ

料
りょう

商
しょう

から始
はじ

まりま
したが、今は建設
資材やエネルギー
などいつも人々の
生活に欠かすこと
のできない商品を
扱
あつか

う生活産業商社
です。創

そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

変
か

わらずこだわってい
ることは、人々の生活や産業の発

はっ

展
てん

の
源
みなもと

となる商品を提供し続
つづ

け、人々の豊
ゆた

かな生活の基
き

礎
そ

を支
ささ

え続けることです。
　歴

れき

史
し

の中
なか

で戦
せん

争
そう

や、自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

、景
けい

気
き

の
変
へん

動
どう

、感
かん

染
せん

症
しょう

などさまざまな環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

がありましたが、人々がより豊かな
生活を求

もと

める限
かぎ

り、当社はいつもそれ
らの要

よう

因
いん

に左
さ

右
ゆう

されることなく常
つね

に安
あん

定
てい

成
せい

長
ちょう

を続けることができました。
　当社が提供した建設資材で建

たて

物
もの

や道
路ができて住

す

み良
よ

い町
まち

が作
つく

られ、当社
が提供したエネルギーで人々が活

かつ

躍
やく

し
ている姿

すがた

を見
み

ると、少
すこ

し誇
ほこ

らしい気
き

持
も

ちが湧
わ

くとともにこの仕事をしていて
良かったと思

おも

います。
　決

けっ

して目
め

立
だ

つ会
かい

社
しゃ

ではないけれど、
景気に左右されることなくいつも世

よ

の
中から必要とされる会社、そして何

なに

よ
り当社が一

いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

にしていることは「何
なん

歳
さい

になっても自
じ

分
ぶん

の能
のう

力
りょく

を発
はっ

揮
き

できて、
楽
たの

しく働
はたら

ける会社」であることです。町
の皆

みな

さんのおかげさまで当社が成
な

り立
た

っていることが実
じっ

感
かん

できる、そんな会
社をこれからも目

め

指
ざ

していきます。

　ビルや道
どう

路
ろ

・橋
はし

や家
いえ

などの建設に必要な資材や機
き

器
き

を手
て

配
はい

し、工
こう

事
じ

を手
て

伝
つだ

います。私
わたし

たちは「現
げん

場
ば

」のことを大
だい

事
じ

にして人
ひと

々
びと

から信
しん

頼
らい

されていま
す。可

か

能
のう

な限
かぎ

り建設現場に足
あし

を運
はこ

び、技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

の考
かんが

えを聞
き

き、仕
し

事
ごと

に生
い

かし
ています。

　脱
だつ

炭
たん

素
そ

の時
じ

代
だい

、ガソリンは電
でん

気
き

や水
すい

素
そ

に代
か

わっても、車
くるま

がなくなることは
ありません。車の販売・車

しゃ

検
けん

・洗
せん

車
しゃ

・
タイヤ・自

じ

動
どう

車
しゃ

保
ほ

険
けん

など、車に関
かか

わる
商
しょう

品
ひん

やサービスを提
てい

供
きょう

する「車のコン
ビニ」として、進

しん

化
か

を遂
と

げています。

品質管理・配送力・そして向上心で、現代の街づくりを支えます。

ガソリンスタンドは「車のコンビニ」へ

上原成商事株式会社 
代表取締役社長

上
う え

原
は ら

 晋
し ん

作
さ く

さん
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◎一般財団法人 今日庵
◎一般社団法人 茶道裏千家淡交会
◎学校法人 裏千家学園

京都市上京区小川通寺之内上ル本法寺前
町 613番地

　千
せんの

利
り

休
きゅう

が大
たい

成
せい

した「茶
ちゃ

道
どう

」の継
けい

承
しょう

と発
はっ

展
てん

に尽
じん

力
りょく

しています。お茶
ちゃ

を点
た

て、味
あじ

わうだけではなく、季
き

節
せつ

の移
うつ

ろいを取
と

り入
い

れた菓
か

子
し

や料
りょう

理
り

、花
はな

や器
うつわ

などのし
つらいまで、あらゆる生

せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

を体
たい

現
げん

しているのが茶道です。日
に

本
ほん

の心
こころ

であ
る茶道の普

ふ

及
きゅう

を通
つう

じて、日本文化の発展を担
にな

っています。

受け継がれる
茶の湯の心

茶道文化 裏
うら

千
せん

家
け

今
こん

日
にち

庵
あん

「茶の湯に出会う、日本に出会う」

　お茶を楽
たの

しくいただくのが本
ほん

来
らい

の茶
道。亭

てい

主
しゅ

（もてなす人
ひと

）も客
きゃく

も互
たが

いに思
おも

い
やりを持

も

って、一
いち

度
ど

限
かぎ

りの茶
ちゃ

会
かい

に臨
のぞ

みま
す。そのために必

ひつ

要
よう

な作
さ

法
ほう

や立
た

ち居
い

振
ふ

る
舞
ま

いを学
まな

べる教
きょう

室
しつ

を、日本各
かく

地
ち

だけでな
く世

せ

界
かい

各
かっ

国
こく

で開
ひら

いています。

「一期一会（いちごいちえ）」の心で一服を楽しむために

日本の心を親子で学ぶ「和の学校」
　十

じゅう

五
ご

代
だい

前
ぜん

家
いえ

元
もと

・千
せん

玄
げん

室
しつ

大
だい

宗
そう

匠
しょう

が提
てい

唱
しょう

さ
れ、日本人

じん

の心の文化を親
おや

子
こ

で学ぶ「和
わ

の学
がっ

校
こう

」を開
かい

校
こう

しています。お茶の点て
方
かた

・いただき方だけではなく、茶道を通
じて互いに心を通

かよ

わせながら、伝
でん

統
とう

的
てき

な礼
れい

儀
ぎ

作法や生活習
しゅう

慣
かん

を学びます。

裏千家ロゴマーク

裏千家十六代家元
千
せ ん

 宗
そ う

室
し つ

さん

稽古風景（裏千家学園）

茶道を通じ、日本の心を伝える

　裏千家は、千利
休の孫

まご

にあたる千
家三

さん

代元
げん

伯
ぱく

宗
そう

旦
たん

の
四
よん

男
なん

仙
せん

叟
そう

宗室が今
日庵として道

どう

統
とう

を
継
つ

いだことに始
はじ

ま
ります。
　日本の総

そう

合
ごう

文化
である茶道の精

せい

神
しん

を千利休は「和
わ

敬
けい

清
せい

寂
じゃく

」という言
こと

葉
ば

で示
しめ

しました。以
い

来
らい

450 年
ねん

にわたり、各
かく

時
じ

代
だい

に生
い

きる人
ひと

々
びと

がその精神を守
まも

りつつ、それぞれの
「今

いま

」にかなう茶の湯
ゆ

の姿
すがた

を模
も

索
さく

して
きました。例

たと

えば、裏千家十
じゅう

一
いち

代玄
げん

々
げん

斎
さい

は、1872 年の京
きょう

都
と

博
はく

覧
らん

会
かい

において
海
かい

外
がい

からの来
らい

訪
ほう

者
しゃ

をもてなすために
「点

てん

茶
ちゃ

盤
ばん

」を考
こう

案
あん

。椅
い

子
す

とテーブルの
「立

りゅう

礼
れい

」式
しき

のスタイルは、今では広
ひろ

く親
した

しまれています。また明
めい

治
じ

末
まつ

には十三
代圓

えん

能
のう

斎
さい

が保
ほ

健
けん

衛
えい

生
せい

の観
かん

点
てん

から濃
こい

茶
ちゃ

の
飲
の

み回
まわ

しを避
さ

ける「各
かく

服
ふく

点
だて

」を考案。こ
れらの創

そう

意
い

工
く

夫
ふう

は、現
げん

代
だい

のコロナ禍
か

に
おいても生

い

かされています。 
　2013 年より 20 年にかけ約

やく

170 年
ぶりに重

じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

「裏千家住
じゅう

宅
たく

（茶
ちゃ

室
しつ

を含
ふく

む）」の大
だい

規
き

模
ぼ

な保
ほ

存
ぞん

修
しゅう

理
り

工
こう

事
じ

が
行
おこな

われました。
　裏千家では、先

せん

人
じん

から受
う

け継いだ伝
統を大

たい

切
せつ

に守り伝
つた

えるとともに、学校
茶道を通

とお

して若
わか

い茶の湯者
しゃ

の育
いく

成
せい

に努
つと

めています。これからも時代にこれからも時代に即即
そくそく

したした
茶の湯を茶の湯を実実

じっじっ

践践
せんせん

していきます。していきます。
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◎創業年／ 1942年
◎従業員数／ 1,030 人
◎店舗数／国内 50店舗

本社＝京都市北区小山西花池町 1-1

　京
きょう

都
と

を中
ちゅう

心
しん

に書店事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

している大垣書店。近
きん

年
ねん

では書店という枠
わく

組
ぐ

みを超
こ

えた創
そう

造
ぞう

活
かつ

動
どう

を通
とお

して地
ち

域
いき

の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

しています。2021年
ねん

秋
あき

に開
かい

業
ぎょう

した「堀
ほり

川
かわ

新
しん

文
ぶん

化
か

ビルヂング」は、書店だけでなくアートギャラリーやカフ
ェを併

へい

設
せつ

し、文化を継
けい

承
しょう

し、創
つく

り出
だ

す場
ば

となっています。

「夢」のある未来とは書店 大
おお

垣
がき

書
しょ

店
てん

グループ

書店の枠組みを超え、文化の継承と
発展を担う魅力ある場所づくり

　創
そう

業
ぎょう

80周
しゅう

年を超えた京都生
う

まれの大
垣書店。現

げん

在
ざい

、北
ほっ

海
かい

道
どう

から広
ひろ

島
しま

まで国
こく

内
ない

に 50店
てん

舗
ぽ

を展開しています。身
み

近
ぢか

な「本
ほん

屋
や

さん」から広
ひろ

がるさまざまな創造活動
を応

おう

援
えん

し、これからも地域の皆
みな

さまに必
ひつ

要
よう

とされる魅
み

力
りょく

ある書店であり続
つづ

けます。

百年書店を目指して

読書マラソン
　大垣書店では毎

まい

年
とし

夏
なつ

休
やす

みに小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を対
たい

象
しょう

とした「読
どく

書
しょ

マラソン」を開
かい

催
さい

し
ています。参

さん

加
か

登
とう

録
ろく

すると、感
かん

想
そう

カード
を提

てい

出
しゅつ

するたびにスタンプがもらえま
す。子

こ

どもたちが楽
たの

しんで参加できる
読書推

すい

進
しん

活動を目
め

指
ざ

しています。

2021年秋に開業した「堀川新文化ビルヂング」

大垣書店グループ　
代表取締役

大
お お

垣
が き

 守
も り

弘
ひ ろ

さん

　世
せ

界
かい

では紛
ふん

争
そう

や
国
くに

同
どう

士
し

の権
けん

力
りょく

争
あらそ

い
がいまだに続いて
います。子どもた
ちが夢

ゆめ

を持
も

てる社
しゃ

会
かい

・未
み

来
らい

とはどの
ようなものなので
しょうか。資

し

源
げん

は
有
ゆう

限
げん

であり、命
いのち

は永
えい

遠
えん

でないことは明
あき

らかであるにもかかわらず、人
にん

間
げん

の欲
よく

望
ぼう

はとどまるところを知
し

りません。
　高

こう

齢
れい

化
か

社会を目
ま

の当
あ

たりにし、いよ
いよリミットが迫

せま

っていると感
かん

じるの
は私

わたし

だけでしょうか。持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社会
を目指すことが叫

さけ

ばれて久
ひさ

しい今
こん

日
にち

で
すが、その取

と

り組
く

みの加
か

速
そく

度
ど

を上
あ

げて
いかなければならないでしょう。気

き

候
こう

変
へん

動
どう

やエネルギー問
もん

題
だい

をはじめ、社会
課
か

題
だい

が山
やま

積
づ

みになっている現在、共
とも

に
知
ち

恵
え

を絞
しぼ

り、考
かんが

え、仲
なか

間
ま

と一
ひと

つ一つ解
かい

決
けつ

していくしか未来の道
みち

は開
ひら

けないと
感じています。「真

しん

の幸
こう

福
ふく

とは何
なに

か」立
たち

場
ば

・年
ねん

齢
れい

を超えて答
こた

えを出
だ

すことは簡
かん

単
たん

ではありませんが、互
たが

いの立場で考
える契

けい

機
き

を京都から発
はっ

信
しん

し、夢を持て
る社会を作

つく

っていくことがわれわれの
役
やく

目
め

であり責
せき

任
にん

だと感じます。目
もく

標
ひょう

の
大
だい

小
しょう

にかかわらず、実
じつ

現
げん

したいことを
明
めい

確
かく

に捉
とら

え、そのために何をすべき
か、何ができるのかを見

み

つけることが
大
たい

切
せつ

です。さまざまな学
まな

びの機
き

会
かい

を逃
のが

さず、豊
ゆた

かな夢のある社会を築
きず

きたい
と願

ねが

ってやみません。
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　生鮮食
しょく

品
ひん

や花
か

き
（切

き

り花
ばな

）などの
輸
ゆ

出
しゅつ

入
にゅう

に特
とっ

化
か

した
商社のわが社

しゃ

は、
2023 年

ねん

に、創
そう

業
ぎょう

50 年を迎
むか

えまし
た。創

そう

業
ぎょう

者
しゃ

の米
よね

田
だ

多
た

智
ち

夫
お

代
だい

表
ひょう

取
とり

締
しまり

役
やく

会
かい

長
ちょう

から、バトンを受
う

けて社
しゃ

長
ちょう

に就
しゅう

任
にん

した私は、取
とり

引
ひき

先
さき

の多
おお

い北
ほく

欧
おう

、東
とう

南
なん

ア
ジア各

かっ

国
こく

を視
し

察
さつ

し、商
しょう

談
だん

を重
かさ

ねてきま
した。ロシアのウクライナ侵

しん

攻
こう

をはじ
め激

げき

動
どう

する世界の政
せい

治
じ

、経
けい

済
ざい

、社
しゃ

会
かい

の
実
じつ

情
じょう

を目
ま

の当
あ

たりにし、あらためて企
き

業
ぎょう

リーダーの 1 人
り

として、混
こん

迷
めい

の時
じ

代
だい

を生
い

き抜
ぬ

き、消
しょう

費
ひ

者
しゃ

に安
あん

定
てい

的
てき

に商品を
提
てい

供
きょう

する使命を再
さい

認
にん

識
しき

しました。
　戦

せん

争
そう

とコロナ禍
か

の影
えい

響
きょう

もあって、エ
ネルギーをはじめ穀

こく

物
もつ

、食品などの価
か

格
かく

が上
じょう

昇
しょう

、消費に対
たい

する意
い

識
しき

を冷
ひ

え込
こ

ませました。わが社は、主力の一
ひと

つで
あるノルウェーサーモンの一

いち

部
ぶ

をウク
ライナで加

か

工
こう

していますが、難
なん

局
きょく

を乗
の

り越
こ

えて輸入量
りょう

は前
ぜん

年
ねん

を上
うわ

回
まわ

り、輸出
面
めん

ではシンガポールに販
はん

売
ばい

拠
きょ

点
てん

を新
しん

設
せつ

、東南アジア最
さい

大
おお

手
て

のスーパーとの
取引を本

ほん

格
かく

化
か

させ、増
ぞう

収
しゅう

増
ぞう

益
えき

を維
い

持
じ

し
ました。商社の資

し

産
さん

は人
じん

材
ざい

です。性
せい

別
べつ

、
国
こく

籍
せき

を問
と

わず人材を育
いく

成
せい

し、混迷する
世界の市

し

場
じょう

動
どう

向
こう

をチェックしながら、
商
しょう

材
ざい

の開
かい

拓
たく

に果
か

敢
かん

に挑
ちょう

戦
せん

していきたい
と考

かんが

えています。

混迷の世界市場に挑戦する

　オーシャン貿易は、サーモンなどの生
せい

鮮
せん

品
ひん

を扱
あつか

う専
せん

門
もん

商
しょう

社
しゃ

です。私
わたし

たち
は世

せ

界
かい

中
じゅう

のおいしい食
しょく

材
ざい

・美
うつく

しい生
せい

花
か

を探
さが

し続
つづ

けています。生
せい

産
さん

者
しゃ

さまが
真
ま

心
ごころ

を込
こ

めて作
つく

られた、味
あじ

や香
かお

り、色
いろ

合
あ

いも美しい生鮮品を、新
しん

鮮
せん

な状
じょう

態
たい

でお客
きゃく

さまへお届
とど

けすることが、私たちの使
し

命
めい

です。

おいしい食材を生産地から届ける
生鮮品の専門商社

オーシャン貿
ぼう

易
えき

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／1973年
従業員数／53人（2024年 4月時点）
拠点数／国内2カ所、海外4カ所

京都市中京区六角通烏丸東入堂之前町254 
WEST18 4階

　主
しゅ

力
りょく

商
しょう

品
ひん

のオーロラサーモンは、世界
で初

はじ

めて北
ほっ

極
きょく

圏
けん

で養
よう

殖
しょく

されたサーモンで
す。冷

つめ

たい海
うみ

で育
そだ

った上
じょう

品
ひん

な味わいのサ
ーモンは日

に

本
ほん

中で愛
あい

されています。日本
に輸

ゆ

入
にゅう

されるサーモンの、約
やく

25%を当
とう

社
しゃ

が輸入しています。

輸入量は１週間でおすし１千万貫分！

将来も安心安全な魚を食べられるように

農水産物
卸販売

オーシャン貿易株式会社 
代表取締役社長

金
か ね

子
こ

 直
な お

樹
き

さん

　ASC/MSC 認
にん

証
しょう

をご存
ぞん

じですか？
環
かん

境
きょう

に優
やさ

しく、適
てき

切
せつ

に管
かん

理
り

された持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な養殖業
ぎょう

や漁
ぎょ

業
ぎょう

に与
あた

えられる国
こく

際
さい

認証です。当社では、水
すい

産
さん

資
し

源
げん

を未
み

来
らい

に残
のこ

すために ASC/MSC 認証商品の
取
と

り扱いを増
ふ

やしています。 MSC-C-53495

ASC-C-00333
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ヨーゼフ・アロイス・
シュンペーター

　1845年
ねん

、諸
しょ

国
こく

和
わ

紙
し

問
どん

屋
や

として創
そう

業
ぎょう

。背
はい

景
けい

には竹
たけ

屋
や

からの事
じ

業
ぎょう

転
てん

換
かん

という革
かく

新
しん

がありました。時
じ

代
だい

を先
さき

取
ど

る新
しん

進
しん

気
き

鋭
えい

の精
せい

神
しん

で、紙
かみ

を素
そ

材
ざい

ではなく「メディ
ア」や「コミュニケーションツール」と捉

とら

え、地
ち

域
いき

情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

事業（メディア事
業）や教

きょう

育
いく

支
し

援
えん

事業（リテラシー事業）へと展
てん

開
かい

しています。

時代の先を行くイノベーションの精神で
紙販売から事業領域を拡大！

メディア創造 柿
かき

本
もと

商
しょう

事
じ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／1845年
◎従業員数／38人

本社＝京都市中京区寺町通二条上ル常盤
木町 54

　1からではなく、0から新
あら

たなビジネスモデルを創
つく

り出
だ

しています。地域
情報を発信し活

かっ

性
せい

化
か

することを目
もく

的
てき

としてスタートした「御
ご

酒
しゅ

印
いん

帳
ちょう

プロジェ
クト」。全

ぜん

国
こく

の酒
さか

蔵
ぐら

に参
さん

加
か

していただき、御
ご

朱
しゅ

印
いん

帳
ちょう

ならぬ「御酒印帳Ⓡ」とし
てお酒

さけ

のラベルをもらうことができるプロジェクトです。
　こういった新

あたら

しい取
と

り組
く

みができるのも30数
すう

名
めい

という少
しょう

数
すう

精
せい

鋭
えい

で一
ひと

人
り

三
さん

役
やく

以
い

上
じょう

の仕
し

事
ごと

に従
じゅう

事
じ

しているからなのです。

　未
み

来
らい

を担
にな

う若
わか

者
もの

に必
ひつ

要
よう

なコミュニケーション能
のう

力
りょく

には、手
て

書
が

き文
ぶん

化
か

による創
そう

造
ぞう

力
りょく

・思
し

考
こう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

が絶
ぜっ

対
たい

不
ふ

可
か

欠
けつ

です。そのために「言
こと

の葉
は

講
こう

座
ざ

」作
さく

文
ぶん

添
てん

削
さく

もスタートしました。そして年4回
かい

『F
フューチャー

UTURE V
ビジョン

ISION』
という教育情

じょう

報
ほう

誌
し

も刊
かん

行
こう

。誰
だれ

でも参
さん

加
か

できます。自
じ

分
ぶん

を表
ひょう

現
げん

する能力を
向上させる一

いち

役
やく

を担っています。

少数精鋭で新たなビジネスモデルを創出

未来を担う若者を育むリテラシー事業

　私
わたし

が19歳
さい

の頃
ころ

、
経
けい

済
ざい

学
がく

の巨
きょ

人
じん

シュ
ンペーターの大

たい

著
ちょ

と巡
めぐ

り合
あ

う機
き

会
かい

が
あり、日

ひ

々
び

その著
ちょ

書
しょ

に没
ぼっ

頭
とう

していき
ました。当

とう

時
じ

、彼
かれ

の学
がく

説
せつ

を十
じゅう

分
ぶん

理
り

解
かい

できたかというと甚
はなは

だ疑
ぎ

問
もん

ですが、50
年たった今

いま

、彼の著書を改
あらた

めて読
よ

むと
すらすら頭

あたま

の中
なか

に入
はい

ってきます。
　80 年

ねん

前
まえ

の彼の経
けい

済
ざい

学
がく

的
てき

予
よ

言
げん

は、まさ
に現

げん

在
ざい

の世
せ

界
かい

観
かん

を映
うつ

し出
だ

しています。
　悩

なや

み多
おお

き若者にとって、学
がく

問
もん

する、
学
がく

修
しゅう

することは時
とき

に苦
くる

しく、投
な

げ出
だ

し
たくなることもある。当時を振

ふ

り返
かえ

る
と私もそうだったと思

おも

います。しかし、
「継

けい

続
ぞく

は力
ちから

なり」とは真
しん

理
り

なのです。
　社

しゃ

会
かい

に出
で

て、毎
まい

日
にち

仕
し

事
ごと

に追
お

われ、多
た

忙
ぼう

な日々の中で結
けっ

婚
こん

相
あい

手
て

を見
み

つけ、家
か

庭
てい

ができ、子
こ

どもが生
う

まれるとより一
いっ

層
そう

忙
いそが

しくなり、自分自
じ

身
しん

の時
じ

間
かん

が持
も

ち
づらくなる。そして、仕

し

事
ごと

上
じょう

の人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

でストレスもたまります。
　毎日じゃなくてもいい。何

なに

か思いつ
いた時に書

しょ

物
もつ

を引
ひ

っ張
ぱ

り出してくれば
いい。すると、年

とし

とともに理
り

解
かい

力
りょく

は増
ま

し、若
わか

い時に分
わ

からなかった事
こと

柄
がら

が納
なっ

得
とく

のいく答
こた

えとなって出
で

てきます。
　好

す

きなことを仕事にしなさい。そう
すれば、どんな苦

く

境
きょう

でも乗
の

り越
こ

えられ
る。全

まっと

うすること。それが人
じん

生
せい

におけ
る Identity なのだから！

（左上から時計回りに）地域情報発信事業「御酒印帳Ⓡ」／和紙ショップ「紙司柿本」／リテラシー事業「言の葉講座作文添
削」と『FUTURE VISION』、紙マテリアル事業（月間 1万トン以上の販売実績）

柿本商事株式会社
代表取締役会長

柿
か き

本
も と

 新
し ん

也
や

さん
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女性を支える
ホームドクターを目指して

　京
きょう

都
と

下
しも

鴨
がも

の地
ち

で1953年
ねん

から3代
だい

続
つづ

く産婦人科。出
しゅっ

産
さん

育
いく

児
じ

は女
じょ

性
せい

だけの役
やく

割
わり

ではなく、いまやパパが出産立
た

ち会
あ

いをし、育児も共
きょう

同
どう

で行
おこな

うのが当
あ

たり
前
まえ

に！男
だん

女
じょ

共
とも

に新
あたら

しい命
いのち

を大
たい

切
せつ

に育
はぐく

みましょう。あらゆる年
ねん

代
だい

の女性が健
けん

康
こう

に活
かつ

躍
やく

できるよう、気
き

軽
がる

に相
そう

談
だん

できるホームドクターを目
め

指
ざ

しています。

妊娠・出産から「女性のヘルスケア」まで
女性の心身の健康をサポートする

医療、福祉

医
い

療
りょう

法
ほう

人
じん

 仁
じん

愛
あい

会
かい

川
かわ

村
むら

産
さん

婦
ふ

人
じん

科
か

◎創業年／ 1953年
◎従業員数／ 63人
◎拠点数／ 1カ所

京都市左京区下鴨高木町 40番地

　月
げっ

経
けい

痛
つう

や月経前
まえ

に涙
なみだ

が出
で

たりイライラ
したり…それはホルモンの仕

し

業
わざ

です。適
てき

切
せつ

な治
ち

療
りょう

で症
しょう

状
じょう

を和
やわ

らげることができま
す。女性ヘルスケアを専

せん

門
もん

とする女
じょ

医
い

も
いますので安

あん

心
しん

して相談できます。子
し

宮
きゅう

頸
けい

がんワクチンもお勧
すす

めしています。

女性特有の悩みや不調にも対応

ベビーと家族が快適に過ごせるように

　産婦人科という
と妊

にん

娠
しん

してから行
い

くところというイ
メージがあるかと
思
おも

いますが、実
じつ

は
診
しん

療
りょう

範
はん

囲
い

は多
た

岐
き

に
わたります。例

たと

え
ば月経の痛

いた

みや、
月経前に気

き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んだり、体
からだ

がだ
るくなることはありませんか？それら
の症状は月経困

こん

難
なん

症
しょう

や PMS（月経前
ぜん

症
しょう

候
こう

群
ぐん

）と呼
よ

ばれ、産婦人科で治療が可
か

能
のう

です。月経痛を我
が

慢
まん

して放
ほう

っておく
と将

しょう

来
らい

、子宮内
ない

膜
まく

症になるリスクが増
ふ

えるといわれています。大切な試
し

合
あい

や
試
し

験
けん

のときに月経の痛みでベストパフ
ォーマンスが出

だ

せない、ということが
ないように月経をコントロールするこ
ともできるようになってきました。
　また、若

じゃく

年
ねん

化
か

が進
すす

む子宮頸がんは、
その原

げん

因
いん

となるヒトパピローマウイル
ス（HPV）の感

かん

染
せん

を防
ふせ

ぐ HPV ワクチン
で予

よ

防
ぼう

できる病
びょう

気
き

です。中
ちゅう

学
がく

1 年
ねん

から
高
こう

校
こう

1 年の方
かた

は 9 価
か

ワクチンを無
む

料
りょう

で
受
う

けられるようになりました。
　思

し

春
しゅん

期
き

から老
ろう

年
ねん

期にわたり、女性特
とく

有
ゆう

のこころと体の不
ふ

調
ちょう

を、個
こ

々
こ

の希
き

望
ぼう

や体
たい

質
しつ

に合
あ

わせて予防・ケアする「女
性ヘルスケア」は、生

しょう

涯
がい

において健康
な生

せい

活
かつ

を送
おく

る上
うえ

で重
じゅう

要
よう

になる考
かんが

え方
かた

の
一
ひと

つです。当
とう

院
いん

では「女性ヘルスケア」
外
がい

来
らい

を設
もう

け、すべての女性を支
ささ

えるか
かりつけ医を目指しています。

家族と一緒に泊まれる入院室があります屋上テラス

生後 3日目のニューボーンフォト（院内撮影）

医療法人 仁愛会
川村産婦人科 副院長

川
か わ

村
む ら

 明
あ け

緒
お

さん

女性ヘルスケア外来
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全
ぜん

国
こく

天
てん

満
まん

宮
ぐう

総
そう

本
ほん

社
しゃ

　
北

きた

野
の

天
てん

満
まん

宮
ぐう

　学
がく

問
もん

の神
かみ

様
さま

として崇
すう

敬
けい

される菅
すが

原
わら

道
みち

真
ざね

公
こう

をお祀
まつ

りする「天
てん

神
じん

さま」の総
本社。受

じゅ

験
けん

生
せい

や修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

生が全国各
かく

地
ち

から参
さん

拝
ぱい

する神
じん

社
じゃ

であるとともに、
国
こく

宝
ほう

や重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

の社
しゃ

殿
でん

を継
けい

承
しょう

し、千
せん

年
ねん

以
い

上
じょう

にわたり人
ひと

々
びと

の祈
いの

りが捧
ささ

げら
れ、京

きょう

都
と

の文
ぶん

化
か

が育
はぐく

まれてきた神社です。

学問の神様・菅原道真公をお祀りする
「天神さま」の総本社

参拝の若者たちに
贈ることば

　神
しん

職
しょく

は神様へのおまつり（神
しん

事
じ

）をご奉
ほう

仕
し

することを最
もっと

も重
じゅう

要
よう

なお務
つと

め
としています。そして神社に残

のこ

される歴
れき

史
し

的
てき

な文化財、伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

を守
まも

り、
次
じ

世
せ

代
だい

につないでいくための取
と

り組
く

みや、参拝者
しゃ

や崇敬者、地
ち

域
いき

の方
かた

々
がた

な
ど、人々の願

ねが

いを神様に捧げるために、日
ひ

々
び

、祭
さい

典
てん

やご祈
き

祷
とう

をご奉仕して
います。

歴史と伝統を重んじ、神様に祈りを捧げる

京都で最も身近な神様は「天神さま」
　京都では毎

まい

月
つき

25日
にち

を「天神さんの日
ひ

」
と呼

よ

びます。また天神さまは学問の神
様として信

しん

仰
こう

され、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の寺
てら

子
こ

屋
や

には必
かなら

ず天神さまが祀られました。古
ふる

くから天神さまは人々にとって最も身
み

近
ぢか

な神様として親
した

しまれています。

◎創建年／ 947（天暦元）年
◎御祭神／菅原道真公（845～ 903年）
◎現御本殿（国宝）造営／
　豊臣秀頼公（1607年）

京都市上京区馬喰町

神社

全国 1万社を数える「天神さま」の総本社。千年にわたる天神信仰の歴史と文化を今に伝える

　年 4 回
かい

発
はっ

行
こう

され
る当

とう

宮
ぐう

の社
しゃ

報
ほう

「天
満宮」では、著

ちょ

名
めい

な学
がく

者
しゃ

・文化人
じん

の
先
せん

生
せい

方
がた

と対
たい

談
だん

する
欄
らん

があり、最
さい

後
ご

に
「参拝の若

わか

者
もの

に贈
おく

ることば」を尋
たず

ね
ています。すると「何

なに

か目
もく

標
ひょう

を立
た

て、
それに向

む

かって日
ひ

々
び

努
ど

力
りょく

せよ」「日
にっ

本
ぽん

に住
す

んでいる幸
しあわ

せをかみしめよ」「悪
わる

いことがあっても気
き

持
も

ちの持
も

ち方
かた

で変
か

えられる」など、経
けい

験
けん

を基
もと

にした素
す

晴
ば

らしい言
こと

葉
ば

が返
かえ

ってきます。
　菅原道真公（菅

かん

公
こう

）は、無
む

実
じつ

の罪
つみ

に
より大

だ

宰
ざい

府
ふ

に流
なが

され亡
な

くなられまし
た。しかしどんな不

ふ

遇
ぐう

な状
じょう

況
きょう

であって
も、正

しょう

直
じき

な心
こころ

で研
けん

さんを積
つ

み、多
おお

くの
優
すぐ

れた詩
しい

歌
か

も残
のこ

されました。今
いま

や菅公
を祀る天神さんは全国で 1 万

まん

社
しゃ

を超
こ

えます。今
こ

年
とし

、流
りゅう

通
つう

する新
しん

1 万円
えん

札
さつ

の
顔
かお

、渋
しぶ

澤
さわ

栄
えい

一
いち

翁
おう

は、無実の罪を仕
し

組
く

ん
だ藤

ふじ

原
わら

時
とき

平
ひら

と菅公を対
たい

比
ひ

し、「今、時
平を評

ひょう

価
か

する者
もの

はいないが、菅公は
文
ぶん

学
がく

の神となり、小
ちい

さな子
こ

どもでさ
え天満宮の名

な

を知
し

らぬものはいない」
として「菅公をもって真

しん

の成
せい

功
こう

者
しゃ

」と
書
か

いています。

北野天満宮 宮司
橘
たちばな

 重
し げ

十
と

九
く

さん

修学旅行の聖地
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「ステキな大人が増える
未来をつくる」企業として

　1975年
ねん

に進
しん

学
がく

塾
じゅく

として創
そう

業
ぎょう

し、現
げん

在
ざい

は全
ぜん

国
こく

に 300カ
か

所
しょ

以
い

上
じょう

の学
がく

習
しゅう

塾が
あります。保

ほ

育
いく

園
えん

や英
えい

会
かい

話
わ

教
きょう

室
しつ

、日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

、高
こう

齢
れい

者
しゃ

施
し

設
せつ

など、幅
はば

広
ひろ

い年
ねん

齢
れい

の人
ひと

々
びと

をさまざまなサービスで支
ささ

えています。一
ひと

人
り

一人を大
たい

切
せつ

に寄
よ

り添
そ

い、「ステキな大
おと

人
な

が増
ふ

える未
み

来
らい

をつくる」ことを目
め

指
ざ

す会社です。

子どもから大人まで人の一生に関わり
さまざまなサービスで支える

総合教育
サービス

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

京
きょう

進
しん

◎創業年／1975年
◎�従業員数／2,180人（正社員、グループ計）　
※2023年 5月時点
◎�拠点数／ �519事業所（関連団体含む、

2024年 1月時点）

京都市下京区烏丸通五条下ル大坂町382-1

　外
がい

国
こく

人
じん

留
りゅう

学
がく

生
せい

のための日本語学校を国
こく

内
ない

で10校、海
かい

外
がい

で1校運
うん

営
えい

しています。
3,000 人

にん

を超
こ

える留学生数
すう

は国内最
さい

大
だい

級
きゅう

の規
き

模
ぼ

です。日本の大
だい

学
がく

や大学院
いん

への
進学を目指す学生も多

おお

く、国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

で活
かつ

躍
やく

する人
じん

材
ざい

がたくさん育
そだ

っています。

国内最大級 3,000 人が学ぶ日本語学校

世界の子どもたちに学びを

　京進グループは
学習塾として創業
し、まもなく 50
周
しゅう

年を迎
むか

えます。
創業以

い

来
らい

、学習塾
のみならず、英会
話、保育、介

かい

護
ご

、
外国人への日本語

教育と就
しゅう

労
ろう

支
し

援
えん

など、「ひとりひとりを
大切に」という考

かんが

え方
かた

を土
ど

台
だい

に事
じ

業
ぎょう

を
行
おこな

ってきました。日
ひ

々
び

の事業活
かつ

動
どう

にお
いては、「感

かん

謝
しゃ

、謙
けん

虚
きょ

、誠
せい

実
じつ

、利
り

他
た

」の
四
よっ

つの精
せい

神
しん

をもって活動したいと考え
ています。この四つは、日本人が大切
にしてきた文

ぶん

化
か

であり、最
さい

近
きん

では日本
を訪

おとず

れる外国人やスポーツの国際試
し

合
あい

の際
さい

に驚
おどろ

かれる日本人の姿
し

勢
せい

です。こ
の精神を、教育を通

とお

して受
う

け継
つ

ぎ、次
つぎ

の世
せ

代
だい

へつなげていくのは当
とう

社
しゃ

グルー
プの使

し

命
めい

だとも考えています。7 千
せん

人
以上のグループ従

じゅう

業
ぎょう

員
いん

をはじめ、グル
ープに関

かか

わる全
すべ

ての方
かた

々
がた

に、この精神
を大切にしてもらうことができれば、
世
よ

の中
なか

の一人一人を大切にする、あた
たかな気

き

持
も

ちの輪
わ

を広
ひろ

げていけるので
はないかと考えます。平

へい

和
わ

を愛
あい

する日
本が、世

せ

界
かい

のリーダーの一
いち

翼
よく

を担
にな

うた
め、私

わたし

たちは、このような価
か

値
ち

観
かん

で企
き

業
ぎょう

活動を展
てん

開
かい

し続
つづ

けていくつもりです。
グループビジョンでうたう「ステキな大
人が増える未来をつくる」企業として、
これからも一人一人を大切に人の一

いっ

生
しょう

に寄り添っていきたいと思います。

株式会社京進　
代表取締役社長

立
た ち

木
き

 康
や す

之
ゆ き

さん

一人一人を大切に人々に寄り添います

　京進では、ミャンマーの耳
みみ

の不
ふ

自
じ

由
ゆう

な子
こ

どもたちが通
かよ

う学校に1999年か
ら寄

き

付
ふ

を続
つづ

けてきました。校
こう

舎
しゃ

や教
きょう

育
いく

設
せつ

備
び

など、さまざまなものが整
せい

備
び

さ
れ、子どもたちの自

じ

立
りつ

の夢
ゆめ

や学
まな

びを支
えています。
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忘れ去られた言葉？
忘れ去られた文化？

　「PAX MUNDI PER LINGUAS－言
げん

語
ご

を通
とお

して世
せ

界
かい

の平
へい

和
わ

を－」を建
けん

学
がく

の
精
せい

神
しん

に 1947年
ねん

創
そう

立
りつ

。異
い

文
ぶん

化
か

理
り

解
かい

や異文化摩
ま

擦
さつ

解
かい

消
しょう

を目
め

指
ざ

す外国語学
がく

部
ぶ

と、
地
ち

球
きゅう

規
き

模
ぼ

の課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

を目指す国
こく

際
さい

貢
こう

献
けん

学部の2学部体
たい

制
せい

。どんな人
ひと

とも協
きょう

力
りょく

関
かん

係
けい

を構
こう

築
ちく

できる「多
た

文化共
きょう

生
せい

実
じつ

現
げん

力
りょく

」を携
たずさ

えた人
じん

材
ざい

を養
よう

成
せい

します。

国と国、人と人を結ぶ
世界の懸け橋として活躍する人材の育成

大学 学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 京
きょう

都
と

外
がい

国
こく

語
ご

大
だい

学
がく

◎設立／ 1947年
◎学生数／ 4,416 人（大学・短期大学）

京都市右京区西院笠目町 6

　新
あたら

しいことの到
とう

来
らい

を敏
びん

感
かん

に察
さっ

知
ち

し、先
さき

取
ど

りする「走
はし

り」という表
ひょう

現
げん

に魅
み

了
りょう

され
ています。異文化を深

ふか

く理解するには、
「言語」だけでなく、人

ひと

々
びと

の歴
れき

史
し

や伝
でん

統
とう

、
習
しゅう

慣
かん

、感
かん

性
せい

、思
し

考
こう

、感
かん

情
じょう

など、文化を形
けい

成
せい

するものに対
たい

する理解が重
じゅう

要
よう

です。

　京都外大には約
やく

45 カ国もの国
くに

・地
ち

域
いき

から留
りゅう

学
がく

生
せい

が集
あつ

まり、キャンパスに
は世界が凝

ぎょう

縮
しゅく

されています。年
ねん

齢
れい

も立
たち

場
ば

も国
こっ

境
きょう

も関
かん

係
けい

なく、気
き

軽
がる

に話
はな

せる。
たくさん話して、たくさん笑

わら

える環
かん

境
きょう

が魅
み

力
りょく

です。

「走り」―日本人の時間感覚を体現

「世界とつながるキャンパスライフ」

授業風景

京都外国語大学・
京都外国語短期大学 学長

小
お

野
の

 隆
た か

啓
ひ ろ

さん

国際貢献学部グロバール観光学科教授 戴 智軻

　自
じ

動
どう

運
うん

転
てん

の車
くるま

、
人のように言

こと

葉
ば

を
使
し

用
よう

している（よ
うに見

み

える）生
せい

成
せい

AI（人
じ

工
んこう

知
ち

能
のう

）の
時
じ

代
だい

、どれだけの
人が「向

む

こう三
さん

軒
げん

両
りょう

隣
どなり

」という言葉
を聞

き

いたことがあり、この言葉の意
い

味
み

を知
し

っているだろう？子
こ

どもの頃
ころ

、家
いえ

の前
まえ

の道
みち

掃
そう

除
じ

をする時
とき

、父
ちち

は「向こう
三軒両隣って言

い

うんだよ」と、自
じ

分
ぶん

の
家の両隣と道

どう

路
ろ

の向かいの家の両隣の
範
はん

囲
い

を最
さい

低
てい

でも掃除するのだと教
おし

えて
くれた。両隣の家と向かいの 3 軒の家
が同

おな

じようにすると、家の前
まえ

の道は 6
回
かい

掃除されることになる。引
ひ

っ越
こ

して
きた時は向こう三軒両隣にあいさつを
すればいい。マンションなら、両隣と
上
じょう

下
げ

階
かい

の部
へ

屋
や

にあいさつに行
い

けばい
い。こうすることで新しい最

さい

小
しょう

の生
せい

活
かつ

圏
けん

に溶
と

け込
こ

むことができる。それによ
り、住

す

んでいる人のことが分
わ

かり、近
きん

所
じょ

トラブルを未
み

然
ぜん

に防
ふせ

ぎ、災
さい

害
がい

時
じ

はお互
たが

いを助
たす

け合
あ

うことができる。向こう三
軒両隣の見

み

方
かた

を、言葉による話し合い
を、グローバル社会で実

じっ

行
こう

すれば、国際
紛
ふん

争
そう

も生
しょう

じなくなるだろう。この忘
わす

れ
去
さ

られた（？）言葉・文化である向こう
三軒両隣を私

わたし

たちが思
おも

い出
だ

せば、身
み

近
ぢか

な生活に平
へい

穏
おん

が訪
おとず

れ、国際社会におい
て、教

きょう

育
いく

でそれが根
ね

付
づ

けば、平和の光
ひかり

が
見えてくるのではないだろうか。
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◎創業年／1877（明治10）年
◎従業員数／ �80人

京都市南区吉祥院石原堂ノ後西町7番地

　当
とう

社
しゃ

は明
めい

治
じ

10 年
ねん

創
そう

業
ぎょう

のかつお節、削
けず

り節メーカーです。全
ぜん

国
こく

約
やく

5 千
せん

店
てん

以
い

上
じょう

のお客
きゃく

さまから支
し

持
じ

され、花
はな

かつお、各
かく

種
しゅ

削り節、だし昆
こん

布
ぶ

を和
わ

食
しょく

店
や麺

めん

類
るい

店をはじめラーメン店、中
ちゅう

華
か

料
りょう

理
り

店、ホテル、レストランなどの飲
いん

食
しょく

店や液
えき

体
たい

だしメーカーに提
てい

供
きょう

し日
に

本
ほん

の食を支
ささ

える会
かい

社
しゃ

です。

世界をおいしく京
きょう

都
と

鰹
かつお

節
ぶし

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

かつお節と昆布で京のだし文化を支え
「おいしい」「楽しい」「幸せ」を演出

　75周
しゅう

年を迎
むか

え全
ぜん

社
しゃ

員
いん

がだしのプロを
目
もく

標
ひょう

に、お客さまに信
しん

頼
らい

され、だしに関
かん

して一
いち

番
ばん

に選
えら

ばれる会社を目
め

指
ざ

していま
す。毎

まい

月
つき

24日
か

を「節（2
フ

4
シ

）の日
ひ

」として、
だしの試

し

飲
いん

も兼
か

ねて創業地
ち

である中
なか

京
ぎょう

営
えい

業
ぎょう

所
しょ

で展
てん

示
じ

販
はん

売
ばい

会
かい

を開
かい

催
さい

しています。

「だし」のプロとして

だしの普及活動
　本

ほん

社
しゃ

にだし取
と

りのテストキッチンを
設
もう

けて、プロや一
いっ

般
ぱん

の方
かた

にだし取り教
きょう

室
しつ

を開催しています。また全国の学
がっ

校
こう

でだしの取り方
かた

やだしについての勉
べん

強
きょう

会を行
おこな

い、食
しょく

育
いく

活
かつ

動
どう

にも力
ちから

を入
い

れてい
ます。

食品メーカー

　1877（ 明 治
10）年の創業以

い

来
らい

、京都でかつお
節と昆布を取り扱

あつか

い、関
かん

西
さい

風
ふう

だしの
開
かい

発
はつ

に長
なが

年
ねん

携
たずさ

わっ
ています。1949
年に法

ほう

人
じん

を設
せつ

立
りつ

し
た当

とう

時
じ

は、京都の麺類、和食店を中
ちゅう

心
しん

に主
おも

にかつお節、昆布を提供してまい
りました。1970 年代

だい

に外
がい

食
しょく

産
さん

業
ぎょう

が盛
さか

んになり、弊
へい

社も全国各
かく

地
ち

の展示会に
出
しゅっ

展
てん

、関西の削り節と昆布の普
ふ

及
きゅう

活動
にまい進

しん

してまいりました。弊社は
「京のだし文

ぶん

化
か

」を大
たい

切
せつ

に培
つちか

っていく
という理

り

念
ねん

の下
もと

、産
さん

地
ち

との信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を
築
きず

き、良
りょう

質
しつ

な原
げん

材
ざい

料
りょう

を吟
ぎん

味
み

し京の味
あじ

を
全国に届

とど

けてきました。われわれが食
を提供する意

い

味
み

は、単
たん

なる食
しょく

材
ざい

の提供
だけでなく、お客さまが「おいしい」

「楽
たの

しい」「幸
しあわ

せ」などを肌
はだ

で感
かん

じてい
ただくシーンを演

えん

出
しゅつ

する大切な仕
し

事
ごと

だ
と思

おも

っています。2013 年に和食がユ
ネスコ無

む

形
けい

文化遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

され、国
こく

内
ない

外
がい

から多
おお

くの観
かん

光
こう

客が訪
おとず

れ、和食の人
にん

気
き

が高
たか

まっています。弊社では国
こく

際
さい

部
ぶ

を創
そう

設
せつ

し、海
かい

外
がい

、主に北
ほく

米
べい

、東
とう

南
なん

アジア
での販

はん

路
ろ

拡
かく

大
だい

に努
つと

めています。家
か

庭
てい

用
よう

では毎月 24 日を「節（24）の日」と銘
めい

打
う

って10年前
まえ

から中京営業所で直
ちょく

接
せつ

販
売を実

じっ

施
し

しだしの普及の啓
けい

発
はつ

活動をし
ています。どうか皆

みな

さま「京のだし」の
うま味

み

をじっくりとご堪
たん

能
のう

ください。

ジャパンフードセレクション 2023年 9月グランプリ受賞／京の出会いだしパック 家庭用だしパックとして大好評発売中

京都鰹節株式会社
代表取締役会長

志
し

村
む ら

 雅
ま さ

之
ゆ き

さん

だし勉強会の様子
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正面玄関前に設置障がい者スポーツを応援する自動販売機

障がい者スポーツを応援

医療法人 啓信会
京都きづ川病院

◎開設／ 1980年
◎従業員数／ 700人

京都府城陽市平川西六反 26-1

　医療法人啓信会は京都市
し

の京都四
し

条
じょう

診
しん

療
りょう

所
じょ

と城
じょう

陽
よう

市の京都きづ川病院を
核
かく

とした施
し

設
せつ

群
ぐん

から成
な

り立
た

っています。両
りょう

病院は、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

の要
よう

請
せい

に応
こた

え
て開

かい

設
せつ

され、時
じ

代
だい

とともに発
はっ

展
てん

してきました。医療・介
かい

護
ご

は、地域社会と
一
いっ

体
たい

となり、地域のニーズにきめ細
こま

かく、素
す

早
ばや

く応えることが大
たい

切
せつ

です。

人口減少する地域社会と
ヘルスケア

医
い

療
りょう

法
ほう

人
じん

 啓
けい

信
しん

会
かい

京
きょう

都
と

きづ川
がわ

病
びょう

院
いん

切れ目のない医療と介護で
地域社会のニーズに応える

　患
かん

者
じゃ

さま、利
り

用
よう

者
しゃ

さまの症
しょう

状
じょう

や状
じょう

態
たい

に
合
あ

わせて、急
きゅう

性
せい

期
き

から慢
まん

性期・在
ざい

宅
たく

医療
までさまざまな段

だん

階
かい

の医療と介護施設
でのケアを行

おこな

っており、切
き

れ目
め

のない一
体的

てき

な療
りょう

養
よう

環
かん

境
きょう

を提
てい

供
きょう

する「リエゾンヘ
ルスケアシステム」を構

こう

築
ちく

しています。

一人一人の状態に応じた医療・介護

医療、福祉

　始
はじ

まりは 25 年
ねん

前
まえ

の老
ろう

人
じん

保
ほ

健
けん

施設
開設でした。私

わたし

た
ち医療法人「啓信
会」は地域の要請
を受

う

け 1985 年、
城陽市に京都きづ
川病院を開設して

以
い

来
らい

医療事
じ

業
ぎょう

を行ってきましたが、
90 年代

だい

に地域社会は低
てい

成
せい

長
ちょう

となり、
人
じん

口
こう

減
げん

少
しょう

へと変
へん

化
か

しました。環境の変
化に戸

と

惑
まど

いながらも、まず老人保健施
設を開設しました。99 年当

とう

時
じ

の城陽
市の人口の動

どう

向
こう

は、ベッドタウンとし
て栄

さか

えた昭
しょう

和
わ

の時代の人口集
しゅう

中
ちゅう

世
せ

代
だい

が、地域の高
こう

齢
れい

化
か

率
りつ

を全
ぜん

国
こく

平
へい

均
きん

に押
お

し
上
あ

げ、さらに追
お

い越
こ

す勢
いきお

いでありまし
た。介護が必

ひつ

要
よう

な高齢者だけではなく
治
ち

療
りょう

後
ご

すぐに自
じ

宅
たく

へと帰
かえ

れない高齢者
も増

ぞう

加
か

し、病
びょう

気
き

の治療には医療と介護
の連

れん

携
けい

が欠
か

かせなくなり、病気の発
はっ

症
しょう

から回
かい

復
ふく

、リハビリや長
ちょう

期
き

の治療とい
ったそれぞれの段階の医療、在宅医療
から介護ケアへと流

なが

れを持
も

った一体的
なヘルスケアシステム（医療制

せい

度
ど

）が
必要となりました。当時はまだ「地域
医療構

こう

想
そう

」という概
がい

念
ねん

はありませんで
したが、われわれは城陽市を中

ちゅう

心
しん

とし
た地域に対

たい

して適
てき

切
せつ

な医療と介護提供
体
たい

制
せい

の構築を目
め

指
ざ

したのです。いま国
くに

では医療と介護の連携がうたわれてい
ますが、分

わ

けてはいけません、一体的
に運

うん

用
よう

すべきだと考
かんが

えています。

京都きづ川病院
理事長

中
な か

野
の

 博
ひ ろ

美
み

さん
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◎創立年／ 1977年
◎学生数／ �21,994 人�

�（学部、大学院、通信教育）�
※ 2023年 5月１日現在

京都市左京区北白川瓜生山 2-116

　京都芸術大学は「藝
げい

術
じゅつ

立
りっ

国
こく

」を理
り

念
ねん

に、芸術を学
まな

んだ学
がく

生
せい

の力
ちから

で、日
に

本
ほん

を、そして世
せ

界
かい

をより良
よ

く変
か

えることを目
め

指
ざ

しています。1977年
ねん

に京都
芸術短

たん

期
き

大学として発
ほっ

足
そく

し、2017年に開
かい

学
がく

40 周
しゅう

年
ねん

を迎
むか

えました。10学
がっ

科
か

24 コースからなる国
こく

内
ない

最
さい

大
だい

規
き

模
ぼ

の芸術大学です。

芸術は未来社会の希望の灯大学

学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 瓜
う

生
りゅう

山
やま

学
がく

園
えん

京
きょう

都
と

芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

芸術を通じ、日本、そして世界を
より良く変えることを目指す大学

　「芸術で平
へい

和
わ

な社
しゃ

会
かい

をつくる」ことに本
ほん

気
き

で取
と

り組
く

んでいます。政
せい

治
じ

、経
けい

済
ざい

、宗
しゅう

教
きょう

でさえも、争
あらそ

いの原
げん

因
いん

は競
きょう

争
そう

の中
なか

にいるから。しかし、芸術だけ
は違

ちが

います。人
にん

間
げん

として個
こ

性
せい

を発
はっ

揮
き

し、表
ひょう

現
げん

できることを実
じっ

践
せん

する。絵
え

や
音
おん

楽
がく

だけでなく、人
ひと

に対
たい

する思
おも

いやりや愛
あい

することを他
ひと

人に伝
つた

える行
こう

為
い

は、すべて芸術であると教
おし

えています。京都にはそれを気
き

付
づ

かせてくれる
文
ぶん

化
か

があるのです。

芸術で平和な社会をつくる

市民とともに、次の時代のことを考える
　京都で活

かつ

躍
やく

されている方
かた

々
がた

を招
まね

いて、
「京都学

がく

」という講
こう

演
えん

や授
じゅ

業
ぎょう

を毎
まい

年
とし

行
おこな

っ
ています。学生はもちろん、広

ひろ

く市
し

民
みん

の
方々も受

じゅ

講
こう

が可
か

能
のう

です。みんなで一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えて、次
つぎ

の時
じ

代
だい

に必
ひつ

要
よう

なことを見
み

つける大
たい

切
せつ

な活
かつ

動
どう

です。

　 京 都 芸 術 大 学
は、学生一

ひと

人
り

一
ひと

人
り

が、自
じ

分
ぶん

の感
かん

性
せい

や
思いを作

さく

品
ひん

に託
たく

し
て表現する力を身

み

に付
つ

けることを目
指している大学で
す。そして、その

力を社会のいろいろな場
ば

で発揮するこ
とができるようサポートしています。
　芸術を通

とお

して世界とつながることに
も力を入

い

れており、本
ほん

学
がく

は、アメリカ
合衆国、イギリス、フランス、イタリ
ア、ドイツ、スイス、オーストリア、
チェコ、スウェーデン、フィンランド、
韓
かん

国
こく

、台
たい

湾
わん

など、世界 12 カ国
こく

、22 の
大学と交

こう

換
かん

留
りゅう

学
がく

協
きょう

定
てい

を結
むす

んでいます。
異
い

国
こく

の芸術文化に直
ちょく

接
せつ

触
ふ

れる体
たい

験
けん

を通
つう

じて、自分の心
こころ

に一
いち

番
ばん

響
ひび

くアートを発
はっ

見
けん

する、それは学生時代ならではのチ
ャレンジです。
　芸術の世界は多

た

彩
さい

です。本学では、
日本画

が

や油
あぶら

絵
え

を描
か

くこと、生
き

地
じ

の織
お

り
や染

そ

めの技
ぎ

術
じゅつ

を学ぶこと、イラストや
漫
まん

画
が

を発
はっ

表
ぴょう

すること、アニメーション
を作

つく

ること、演
えん

劇
げき

を学び劇
げき

場
じょう

で上
じょう

演
えん

し
たり、映

えい

画
が

製
せい

作
さく

に取り組むこと、小
しょう

説
せつ

を書
か

くことなど、さまざまな芸術表現
を学ぶことができます。こうした表現
する技術とともに、人間とは何

なに

か、芸
術とは何か、という学びの原

げん

点
てん

となる
考え方

かた

をしっかりと身に付けて、社会
に巣

す

立
だ

ってほしいと願
ねが

っています。

京都芸術大学
学長

吉
よ し

川
か わ

 左
さ

紀
き

子
こ

さん

撮影：表恒匡



21

未来社会の価値を
創造する人材育成

　将
しょう

来
らい

の社
しゃ

会
かい

を担
にな

って立
た

ち国
こく

際
さい

社会で活
かつ

躍
やく

できる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

を建
けん

学
がく

の精
せい

神
しん

に掲
かか

げ、天
てん

文
もん

学
がく

の第
だい

一
いち

人
にん

者
しゃ

であった荒
あら

木
き

俊
とし

馬
ま

によって創
そう

設
せつ

されました。京都・上
かみ

賀
が

茂
も

のワンキャンパスに約
やく

1万
まん

5千
せん

人
にん

の学
がく

生
せい

が集
つど

い、人
ひと

と人、学
がく

問
もん

と社会・企
き

業
ぎょう

・
自
し

然
ぜん

、京都と日
に

本
ほん

・世
せ

界
かい

を結
むす

び、社会に新
あたら

しい価
か

値
ち

を生
う

み出
だ

し続
つづ

けています。

さまざまな学部・大学院などが連携して
将来の社会を担う人材を育成する

大学 京
きょう

都
と

産
さん

業
ぎょう

大
だい

学
がく

◎創立年／1965年
◎学生数／ �15,487人�

※ 2024年 5月1日現在

京都市北区上賀茂本山

　神
こう

山
やま

天文台
だい

では、高
こう

性
せい

能
のう

な天文観
かん

測
そく

装
そう

置
ち

の開
かい

発
はつ

や欧
おう

州
しゅう

宇
う

宙
ちゅう

機
き

関
かん

の彗
すい

星
せい

探
たん

査
さ

計
けい

画
かく

への参
さん

加
か

などの最
さい

先
せん

端
たん

の研
けん

究
きゅう

を実
じっ

施
し

しています。また、博
はく

物
ぶつ

館
かん

のように常
じょう

設
せつ

・企
き

画
かく

展
てん

や天
てん

体
たい

観
かん

望
ぼう

会
かい

など誰
だれ

でも参加
できるイベントを開

かい

催
さい

しています。 

学外に開かれた天文学の研究拠点

全国で活躍するクラブ

　現
げん

代
だい

社会は物
もの

や
情
じょう

報
ほう

があふれ、豊
ゆた

かで便
べん

利
り

になった
一
いっ

方
ぽう

で、将来への
不
ふ

安
あん

が増
ま

している
ように感

かん

じます。
人
ひと

々
びと

は未
み

来
らい

の社会
に活

かっ

気
き

を与
あた

える人
材を求

もと

めているのではないでしょうか。
　京都産業大学は 10 学

がく

部
ぶ

・10 大学院
いん

研究科
か

、７研究所
じょ

、神山天文台、図
と

書
しょ

館などを一
ひと

つのキャンパスに集
しゅう

約
やく

した
総
そう

合
ごう

大学です。キャンパスでは、専
せん

門
もん

分
ぶん

野
や

の異
こと

なる学部・大学院が連
れん

携
けい

して、
社会問

もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

に向
む

けた研究を行
おこな

って
います。特

とく

に、優
すぐ

れた研究は研究所を
設
せっ

置
ち

して推
お

し進
すす

めています。神山宇宙
科
か

学
がく

研究所やタンパク質
しつ

動
どう

態
たい

研究所な
どの研究施

し

設
せつ

では、世界に誇
ほこ

る高
たか

いレ
ベルの研究を行っており、その成

せい

果
か

を
世界的

てき

な権
けん

威
い

のある学
がく

術
じゅつ

誌
し

に発
はっ

表
ぴょう

して
います。
　京都産業大学では、社会問題を解決
して、明

あか

るい未来をつくるという目
もく

的
てき

に向
む

けて、さまざまなアプローチから
学
まな

ぶことができます。社会の課
か

題
だい

解決
に取

と

り組
く

み、将来の社会を担って立つ
人材を育成していきます。

関西学生選手権大会で男子バスケットボール部が優勝京都 FAカップ 2024でサッカー部が優勝

� 写真提供／京産大アスレチック

京都産業大学
学長

黒
く ろ

坂
さ か

 光
あきら

さん
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◎創立年／ 1923（大正 12）年
◎役職員数／ 1,549 人
◎店舗数／95店舗※2024年3月31日現在

本店＝京都市下京区四条通柳馬場東入立
売東町 7番地

　京都信用金庫は、京都・滋
し

賀
が

・北
きた

大
おお

阪
さか

を営
えい

業
ぎょう

地
ち

域
いき

として、会
かい

員
いん

・地域の
皆
みな

さま、そして地域社
しゃ

会
かい

の発
はっ

展
てん

に寄
き

与
よ

することを基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

としている協
きょう

同
どう

組
そ

織
しき

金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

です。「コミュニティ・バンク」としてお客
きゃく

さまの思
おも

いに寄
よ

り
添
そ

い、人
ひと

と人、事
じ

業
ぎょう

と事業をつなげ夢
ゆめ

の実
じつ

現
げん

を応
おう

援
えん

しています。

手間ひまをかける経営金融業 京
きょう

都
と

信
しん

用
よう

金
きん

庫
こ

寄り添う　つなげる
「コミュニティ・バンク」

　職
しょく

員
いん

全
ぜん

員
いん

が、コミュニケーション豊
ゆた

か
な社

しゃ

内
ない

風
ふう

土
ど

を大
たい

切
せつ

にし、地域に豊かなコ
ミュニティーを育

はぐく

む「コミュニティマネ
ージャー」として、「ご事業やくらしの課

か

題
だい

、地域社会の課題を解
かい

決
けつ

する金融」を
実
じっ

践
せん

しています。

職員全員がコミュニティマネージャー

ブランドネーム「コミュニティ・バンク京信」
　当

とう

金庫は 2023 年
ねん

 9 月
がつ

に創
そう

立
りつ

 100 
周
しゅう

年を迎
むか

え、新
あら

たな時
じ

代
だい

に向
む

けてさら
なる進

しん

化
か

を続
つづ

けるためブランドネーム
を制

せい

定
てい

しました。これまでの活
かつ

動
どう

とそ
の理念を次

じ

世
せ

代
だい

へと継
けい

承
しょう

すべく、その
歩
あゆ

みを進
すす

めてまいります。

おせっかいバンカーのイメージポスター

京都信用金庫
理事長

榊
さかき

田
だ

 隆
た か

之
ゆ き

さん

　2023 年に「手
て

間
ま

ひまをかける経
けい

営
えい

」という本
ほん

が出
しゅっ

版
ぱん

されました。法
ほう

政
せい

大
だい

の高
たか

田
だ

朝
あさ

子
こ

教
きょう

授
じゅ

に 3 年にわたっ
て京都信用金庫を
取
しゅ

材
ざい

いただき、書
か

かれた本です。なぜ私
わたし

たちが「日
に

本
ほん

一
いち

コミュニケーション豊かな会
かい

社
しゃ

」を目
め

指
ざ

すのか ? VUCA( 変
へん

動
どう

性
せい

、不
ふ

確
かく

実
じつ

性、
複
ふく

雑
ざつ

性、曖
あい

昧
まい

性 ) と言
い

われる時代にお
いてどのような組織を作

つく

るべきなのか
? といった内

ない

容
よう

が分
わ

かりやすく書かれ
ています。当金庫がなぜノルマ（一

いっ

定
てい

期
き

間
かん

内
ない

に達
たっ

成
せい

すべき仕
し

事
ごと

量
りょう

や数
すう

値
ち

目
もく

標
ひょう

）を撤
てっ

廃
ぱい

し、「分
ぶん

散
さん

型
がた

組織」「自
じ

律
りつ

型
人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

」「対
たい

話
わ

型経営」に取
と

り組
く

む
のか ?「分散型組織」や「自律型人材の
育成」とは、トップだけではなく、社

しゃ

員
いん

一
ひと

人
り

一人が自
じ

分
ぶん

事
ごと

として物
もの

事
ごと

を考
かんが

え、お客さま目
め

線
せん

に立
た

って意
い

思
し

決
けっ

定
てい

を
行
おこな

うこと。「対話型経営」とは、組織内
のコミュニケーションを大切にし、対
話を通

つう

じてお互
たが

いが理
り

解
かい

し合
あ

い、協
きょう

働
どう

して仕事を進めること。このスタイル
こそが新

あたら

しい時代に求
もと

められる企
き

業
ぎょう

経
営の在

あ

り方
かた

だと考
かんが

えているからです。
お客さまの喜

よろこ

びの声
こえ

を自
みずか

らの喜びとす
る企業風土を大切にし、「コミュニテ
ィ・バンク京

きょう

信
しん

」として、地域社会に
おける新たな価

か

値
ち

の創
そう

造
ぞう

と豊かなコミ
ュニティーの実現に取り組みます。  



23

◎創立年／ 1968年
◎学生数／ �4,235 人�

（2024年 5月 1日現在）

京都市左京区岩倉木野町 137

　京都精華大学は「表
ひょう

現
げん

で世
せ

界
かい

を変
か

える人
ひと

」を育
そだ

てる大学です。1968年
ねん

に創
そう

立
りつ

し、国
こく

際
さい

文
ぶん

化
か

学
がく

部
ぶ

、メディア表現学部、芸
げい

術
じゅつ

学部、デザイン学部、
マンガ学部の 5つの特

とく

色
しょく

ある学部と大学院
いん

で、表現を通
つう

じて社
しゃ

会
かい

に貢
こう

献
けん

す
る人

ひと

を育
いく

成
せい

しています。

心ある道を旅すること京
きょう

都
と

精
せい

華
か

大
だい

学
がく

表現で世界を変える人を育てる
あらゆる専門的な学びがここに

　京都精華大学は、日
に

本
ほん

で初
はじ

めて、そして唯
ゆい

一
いつ

のマンガ学部を設
せっ

置
ち

してい
る大学です。教

きょう

員
いん

には、数
かず

々
かず

の傑
けっ

作
さく

を生
う

み出
だ

してきたマンガ家
か

やアニメー
ション作

さっ

家
か

、イラストレーターがそろい、プロの画
が

力
りょく

と構
こう

成
せい

力、ストーリ
ーやキャラクターの作

つく

り方
かた

を直
ちょく

接
せつ

学
まな

べます。さらに、マンガの歴
れき

史
し

やヒッ
トする企

き

画
かく

の立
た

て方など、マンガの研
けん

究
きゅう

も可
か

能
のう

。あなたの得
とく

意
い

分
ぶん

野
や

で世界
をつなぐ力

ちから

を磨
みが

く環
かん

境
きょう

があります。

日本で唯一の「マンガ学部」

環境に配慮したものづくり
　デザイン学部では、企

き

業
ぎょう

で余
あま

った材
ざい

料
りょう

を活
かつ

用
よう

し、新
あたら

しい商
しょう

品
ひん

の開
かい

発
はつ

を行
おこな

う
など、環境に配

はい

慮
りょ

したものづくりに取
と

り組
く

んでいます。洋
よう

服
ふく

や雑
ざっ

貨
か

のデザイ
ンを通

とお

して、世界をより良
よ

くする方
ほう

法
ほう

を考
かんが

える授
じゅ

業
ぎょう

です。

大学

　10 代
だい

になると
周
しゅう

囲
い

の大
おと

人
な

たちに
反
はん

感
かん

を持
も

ったり反
はん

発
ぱつ

したりすること
が あ る と 思

おも

い ま
す。私

わたし

はそうでし
たし、あなたもそ
う か も し れ ま せ

ん。世
よ

の中
なか

の偽
ぎ

善
ぜん

を拒
きょ

否
ひ

しながらも、
生
い

きていることの意
い

味
み

や自
じ

分
ぶん

の将
しょう

来
らい

に
確
かく

信
しん

が持
も

てず、何
なに

をどうしたら良いの
かさえも分

わ

からない。とりあえず勉
べん

強
きょう

しても、この最
もっと

も大
たい

切
せつ

な問
もん

題
だい

の解
かい

決
けつ

に
つながるような気

き

がしない・・・。
　不

ふ

安
あん

を抱
かか

えながらも常
つね

に何かを求
もと

め
ているようなこの時

じ

期
き

には、大人や友
ゆう

人
じん

からの助
じょ

言
げん

が役
やく

に立
た

つ場
ば

合
あい

どころ
か、かえって迷

まよ

いを深
ふか

めるような場合
もあるでしょう。自分も信

しん

じられない
し、他

た

人
にん

も信じられない。一
いっ

体
たい

どうす
ればいいのでしょうか。
　メキシコ先

せん

住
じゅう

民
みん

の呪
じゅ

術
じゅつ

師
し

に弟
で

子
し

入
い

り
したカルロス・カスタネダという人

じん

類
るい

学
がく

者
しゃ

は、師
し

から「心
こころ

ある道
みち

を選
えら

べ」と
教
おし

えられます。「心ある道」とは「自分
に感

かん

動
どう

を与
あた

えてくれる道」なのだと思
います。
　私たちの大学は、芸術、デザイン、
マンガ、映

えい

像
ぞう

、アニメ、歴史、文
ぶん

学
がく

な
どの「表現」を通じて「感動」を与え、
若
わか

者
もの

たちが自
じ

信
しん

を持
も

って未
み

来
らい

の世界を
つくっていくことを応

おう

援
えん

しています。
それが私たちの大

おお

きな喜
よろこ

びなのです。

京都精華大学学長
澤
さ わ

田
だ

 昌
ま さ

人
と

さん
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◎創立年／ 1964年
◎職員数／ 1,501 人※ 7.5 時間換算
◎組合員数／57万人※2024年1月20日現在
◎活動エリア／京都府全域

京都市南区吉祥院石原上川原町 1-2

　街
まち

で見
み

掛
か

ける宅
たく

配
はい

トラックやコープのお店
みせ

でおなじみの「コープさん」で
す。安

あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

な食
しょく

料
りょう

品
ひん

から日
にち

用
よう

雑
ざっ

貨
か

、夕
ゆう

食
しょく

用
よう

のお弁
べん

当
とう

配
はい

達
たつ

や町
まち

の福
ふく

祉
し

事
じ

業
ぎょう

など、普
ふ

段
だん

の暮
く

らしに欠
か

かせない、幅
はば

広
ひろ

い商
しょう

品
ひん

やサービスを組
くみ

合
あい

員
いん

の皆
みな

さま
へお届

とど

けしています。

次の世代へ手渡す
「安全・安心」

宅配・店舗・福祉
葬祭・共済・電力

京
きょう

都
と

生
せい

活
かつ

協
きょう

同
どう

組
くみ

合
あい

食料品のお届けから見守り活動まで
60 年にわたりサービスを展開

　京都府
ふ

の約
やく

6軒
けん

に1軒が、京都生
せい

協
きょう

の宅配サービスを利
り

用
よう

しています。丹
たん

後
ご

半
はん

島
とう

から南
みなみ

山
やま

城
しろ

村
むら

まで、京都府下
か

全
ぜん

域
いき

に、毎
まい

週
しゅう

地
ち

域
いき

の担
たん

当
とう

者
しゃ

が食料品や日
用品をご自

じ

宅
たく

までお届けしています。この特
とく

性
せい

を生
い

かし、地域の見
み

守
まも

り活
かつ

動
どう

を、自
じ

治
ち

体
たい

や社
しゃ

会
かい

福祉協
きょう

議
ぎ

会
かい

と連
れん

携
けい

して取
と

り組
く

んでいます。一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしの高
こう

齢
れい

者
しゃ

が増
ふ

える中
なか

、商品と一
いっ

緒
しょ

に安心をお届けしています。

商品と一緒に、安心もお届け

「もったいない」を減らすフードドライブ
　自宅で食

た

べきれない食品（賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

内
ない

・未
み

使
し

用
よう

）を集
あつ

め、必
ひつ

要
よう

とする方へ
お渡

わた

しする取り組みです。コープの全
ぜん

店
てん

で月
つき

４回
かい

開
かい

催
さい

中
ちゅう

です。寄
き

付
ふ

された食
品は、子

こ

ども食
しょく

堂
どう

などで活
かつ

用
よう

されてい
ます。

　 京 都 生 協 は
1964 年

ねん

、物
ぶっ

価
か

の
上
じょう

昇
しょう

などで暮らし
に不

ふ

安
あん

が募
つの

る中、
「お互

たが

いに頼
たの

もし
き隣

りん

人
じん

となりまし
ょう」との呼

よ

び掛
か

け で 誕
たん

生
じょう

し ま し
た。
　創

そう

立
りつ

以
い

来
らい

、助
たす

け合
あ

いの組
そ

織
しき

として、
食の安全・安心の追

つい

求
きゅう

、誰
だれ

もが安心し
て暮らせる地域社会の実

じつ

現
げん

に向
む

けて取
り組んできました。
　そして、食や暮らしの「安全・安心」
は今

こん

日
にち

のスタンダード（当
あ

たり前
まえ

）に
なりました。持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社会が求
もと

めら
れる今

いま

、食や暮らしだけでなく、人
ひと

へ
の優

やさ

しさや寄
よ

り添
そ

う心
こころ

、人とのつなが
り、そして地

ち

球
きゅう

に対
たい

する「安全・安心」
がこれからのスタンダードになると確

かく

信
しん

しています。
　次

つぎ

の世
せ

代
だい

、そしてさらに次の世代へ
「安全・安心」な食や暮らし、地球環

かん

境
きょう

を手
て

渡
わた

していけるように、関
かん

係
けい

する全
すべ

ての人
ひと

々
びと

と力
ちから

を合
あ

わせ、新
あら

たな希
き

望
ぼう

を
つくります。
　コロナ禍

か

を経
へ

て「つながり」や「助
け合い」の大

たい

切
せつ

さが再
さい

認
にん

識
しき

される中、
「頼もしき隣人たらん」という理

り

念
ねん

を
大切にし、地域の皆

みな

さまの食を中
ちゅう

心
しん

と
した日

ひ

々
び

の暮らしを応
おう

援
えん

できる頼もし
い存

そん

在
ざい

であり続
つづ

けたいと考
かんが

えます。

京都生活協同組合
理事長

畑
はた

 忠
ただ

男
お

さん
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地域の皆さまに
一番身近な金融機関

　当金庫の掲
かか

げる
「On Your Side
～一

いっ

緒
しょ

がうれしい
～」のスローガン
には、お客さまの
良きパートナーと
して常

つね

に地域に寄
よ

り添
そ

い、共
きょう

通
つう

の夢
や目

もく

標
ひょう

に向
む

かって共
とも

に歩
あゆ

んでいくとい
う思

おも

いが込
こ

められています。
　京都には、確

たし

かな実
じつ

力
りょく

を持
も

つ創
そう

業
ぎょう

100 年以
い

上
じょう

の企業が数
かず

多
おお

くあります。
長
なが

年
ねん

にわたり競
きそ

い合
あ

い、環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

に
柔
じゅう

軟
なん

に対
たい

応
おう

していく中
なか

で培
つちか

われた知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

は、何
なに

ものにも代
か

えがたい京都
の財

ざい

産
さん

です。一
いっ

方
ぽう

、古
ふる

くからさまざまな
学
がく

術
じゅつ

研
けん

究
きゅう

機関が集
あつ

まるこの地
ち

では、革
かく

新
しん

的
てき

な発
はっ

想
そう

と技術を取
と

り入
い

れ成
せい

功
こう

した
ベンチャー企業も誕

たん

生
じょう

してきました。
　私

わたし

たち信用金庫は地域金融機関とし
て、お客さまからお預

あず

かりした預
よ

金
きん

を、
地
じ

元
もと

の伝
でん

統
とう

産
さん

業
ぎょう

やベンチャー企業の健
けん

全
ぜん

な発
はっ

展
てん

のために融
ゆう

資
し

（お金
かね

を貸
か

すこ
と）しています。新

しん

規
き

事
じ

業
ぎょう

の開
かい

拓
たく

から企
業経営のさまざまな場

ば

面
めん

で、きめ細
こま

や
かにサポートしていくことが私たちの
仕
し

事
ごと

です。また、お客さまのニーズに沿
った金融商品やサービスを提供するこ
とにより、地域の皆さまの豊

ゆた

かな暮ら
しのお手伝いをしています。
　これからも「伝統と革新が同

どう

時
じ

に存
そん

在
ざい

する街
まち

」京都で、地域の皆さまに一
いち

番
ばん

身
み

近
ぢか

な金融機関として、同
おな

じ夢、同じ目標
に向かって共に進

すす

んでいきます。

　当
とう

金庫は、京都市
し

および京都府
ふ

・滋
し

賀
が

県
けん

・大
おお

阪
さか

府・奈
な

良
ら

県の一
いち

部
ぶ

を営
えい

業
ぎょう

地
ち

区
く

として、地
ち

域
いき

の中
ちゅう

小
しょう

企
き

業
ぎょう

や個
こ

人
じん

の皆
みな

さまの繁
はん

栄
えい

を目
め

指
ざ

して経
けい

営
えい

する共
きょう

同
どう

組
そ

織
しき

の
金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

です。地域に密
みっ

着
ちゃく

し、お客
きゃく

さまのご要
よう

望
ぼう

に沿
そ

った商
しょう

品
ひん

・サービスを提
てい

供
きょう

して、より良
よ

い暮
く

らしのためのお手
て

伝
つだ

いをしています。

地域に寄り添い、地域の人々の
豊かな暮らしづくりを応援する

金融機関 京
きょう

都
と

中
ちゅう

央
おう

信
しん

用
よう

金
きん

庫
こ

◎創立年／1940（昭和15）年
◎職員数／ �2,425人※2023年12月31日現在 
◎店舗数／ �134店舗※2023年12月31日現在

本店＝京都市下京区四条通室町東入函谷
鉾町 91番地

　ビジネス情
じょう

報
ほう

の提供や異
こと

なる業
ぎょう

種
しゅ

の交
こう

流
りゅう

のため「中
ちゅう

信
しん

ビジネスフェア 大
だい

商
しょう

談
だん

会
かい

」を
開
かい

催
さい

。35回
かい

を迎
むか

えた2023年
ねん

度
ど

は「未
み

来
らい

創
そう

造
ぞう

～ビジネスが“つなぐ”ベストパートナ
ー～」をテーマに、多

た

数
すう

の企業に出
しゅっ

展
てん

・来
らい

場
じょう

いただきました。

地域社会の発展のために

中信杯全京都学童軟式野球選手権大会
　京都府下

か

の小
しょう

学
がく

生
せい

が友
ゆう

情
じょう

と夢
ゆめ

を胸
むね

に、
グラウンドで熱

ねっ

戦
せん

を繰
く

り広
ひろ

げる「中信杯
はい

全
ぜん

京都学
がく

童
どう

軟
なん

式
しき

野
や

球
きゅう

選
せん

手
しゅ

権
けん

大
たい

会
かい

」に協
きょう

賛
さん

しています。スポーツを通
つう

じて明
あし

日
た

を
担
にな

う小学生の育
いく

成
せい

に協
きょう

力
りょく

しています。

京都中央信用金庫
理事長

白
し ら

波
は

瀬
せ

 誠
まこと

さん
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◎開業年／ 1982年
◎従業員数／ �200人　※2024年 4月末現在
◎拠点数／�国内69ホテル、パートナーホテル国内3ホテル

海外3ホテル（東急ホテルズ＆リゾーツ株式会社）

京都市下京区堀川通五条下ル柿本町580番地

　「ひととまちと、こころ満
み

たされる時間（とき）を創
つく

る」京都東急ホテル
は、お客

きゃく

さまに心
ここ

地
ち

よい滞
たい

在
ざい

を提
てい

供
きょう

し、京都の文
ぶん

化
か

や伝
でん

統
とう

を感
かん

じていただ
き、安

あん

全
ぜん

で安
あん

心
しん

な環
かん

境
きょう

を提供すると同
どう

時
じ

に、地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

への貢
こう

献
けん

も大
たい

切
せつ

にし
ています。静

しず

かな環境でありながら市
し

内
ない

中
ちゅう

心
しん

部
ぶ

へのアクセスも良
りょう

好
こう

です。

東急ホテルズの DXホテル 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

京
きょう

都
と

東
とう

急
きゅう

ホテル

地球にやさしい・まちにやさしい・ 
ひとにやさしいホテル

　東急グループが地域ごとに集
あつ

まり活
かつ

動
どう

する「東急会
かい

」は、地域との交
こう

流
りゅう

を深
ふか

める貴
き

重
ちょう

な機
き

会
かい

です。狂
きょう

言
げん

師
し

による文化講
こう

演
えん

会
かい

や映
えい

画
が

監
かん

督
とく

、俳
はい

優
ゆう

を招
まね

いた講演会など、多
た

彩
さい

なイベントを通
つう

じて、地域の皆
みな

さまとのつながりを
大切にしています。気

き

軽
がる

に参
さん

加
か

できることで、地域の豊
ゆた

かな魅
み

力
りょく

をより感
じることができます。

イベントを通じて地域との交流を深める

お客さまのご厚意が森を育てる
　客

きゃく

室
しつ

の歯
は

ブラシ・ヘアブラシなどア
メニティーを一

ひと

つでも使
し

用
よう

しなかった
お客さまにグリーンコインをご提

てい

示
じ

い
ただき、枚

まい

数
すう

に応
おう

じて、地
ち

球
きゅう

緑
りょっ

化
か

活動
「子

こ

供
ども

の森
もり

」や丹
たん

波
ば

山
やま

「森づくり活動」
に寄

き

付
ふ

をする環境活動を行っています。

　ここ数
すう

年
ねん

、日
に

本
ほん

でもデジタル化に
よる業

ぎょう

務
む

変
へん

革
かく

を意
い

味
み

するデジタルト
ランスフォーメー
ション（DX）とい
う言

こと

葉
ば

が頻
ひん

繁
ぱん

に使
つか

われるようになっ
てきました。弊

へい

社
しゃ

は DX とは「社会や
市
し

場
じょう

に大
おお

きな影
えい

響
きょう

や変革をもたらすも
の」と理

り

解
かい

しており、中
なか

でも近
きん

年
ねん

特
とく

に
大きな変革をもたらしたのは、スマー
トフォンの普

ふ

及
きゅう

だと考
かんが

えます。そのス
マホを使って弊社が手

て

掛
が

けている DX
についてご紹

しょう

介
かい

させていただきます。
　まずは既

き

存
そん

の東急ホテルズ公
こう

式
しき

アプ
リをアップデートして、ホテルの客室
キーの機

き

能
のう

をスマホアプリに持
も

たせ、
事
じ

前
ぜん

清
せい

算
さん

・チェックイン／アウトもア
プリでできるようにしました。さら
に、レストランでお客さまのスマホか
ら注

ちゅう

文
もん

ができる機能の実
じっ

装
そう

やセルフチ
ェックイン端

たん

末
まつ

も導
どう

入
にゅう

しています。
　スマホ以

い

外
がい

では RPA（ロボティック
プロセスオートメーション）ツールの
ソフトウェアにより PC（パソコン）上

じょう

で行う業
ぎょう

務
む

の自
じ

動
どう

化を進
すす

めて PC 作
さ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

を大
おお

幅
はば

に短
たん

縮
しゅく

できました。これら
によって生

う

まれた時間はお客さまのた
めに使うことができます。今

こん

後
ご

も DX
に注

ちゅう

力
りょく

してお客さまが体
たい

験
けん

する価
か

値
ち

を
向
こう

上
じょう

させ顧
こ

客
きゃく

満
まん

足
ぞく

度
ど

アップを目
め

指
ざ

して
まいります。

株式会社京都東急ホテル　
専務取締役

奥
お く

村
む ら

 浩
こ う

二
じ

さん
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　当社が供
きょう

給
きゅう

する医薬品と、それを服
ふく

用
よう

する患
かん

者
じゃ

さんは「一
いち

期
ご

一
いち

会
え

」です。
患者さんがそのお薬

くすり

を服用して、「このお薬のおかげで命
いのち

が助
たす

かった」とい
うことを一

ひと

人
り

でも多
おお

くの患者さんから聞
き

くことが私
わたし

どもの大
おお

きな喜
よろこ

びです。
病
びょう

気
き

で苦
くる

しんでおられる患者さんを1日
にち

でも早
はや

く治
なお

してあげたいという強
つよ

い意
い

志
し

とそれを実
じつ

現
げん

するために日
ひ

々
び

努
ど

力
りょく

を重
かさ

ねることで優良医薬品を供給
していきます。

◎設立／1946年
◎従業員／ 300人
◎拠点数／ 3カ所（本社、２事業所）

京都市中京区西ノ京月輪町 38番地

　当
とう

社
しゃ

は 1946年
ねん

に「優
ゆう

良
りょう

医
い

薬
やく

品
ひん

の創
そう

製
せい

を通
つう

じ、人
ひと

々
びと

の健
けん

康
こう

と福
ふく

祉
し

に貢
こう

献
けん

す
る」を経

けい

営
えい

理
り

念
ねん

として創
そう

業
ぎょう

されました。技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

が集
あつ

まって創
つく

った会社で、新
しん

薬
やく

開
かい

発
はつ

に夢
ゆめ

をかけてきました。その精
せい

神
しん

は創業以
い

来
らい

78年間
かん

受
う

け継
つ

がれ、今
いま

も革
かく

新
しん

的
てき

新薬の創製というロマンを追
お

い続
つづ

けています。

お薬と患者さんは「一期一会」

　京都は、伝
でん

統
とう

文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

遺
い

産
さん

にあ
ふれ、大

だい

学
がく

などの
研
けん

究
きゅう

機
き

関
かん

が多く、
研究を大

たい

切
せつ

にする
製
せい

薬
やく

会社にふさわ
しい都

と

市
し

です。
　新薬の創製（生

う

み出
だ

すこと）には調
ちょう

査
さ

研究から動
どう

物
ぶつ

で
行う試

し

験
けん

、そしてヒトで行う試験に及
およ

ぶ 10 年以
い

上
じょう

の歳
さい

月
げつ

と、500 ～１千
せん

億
おく

という多
た

額
がく

の費
ひ

用
よう

がかかる一
いっ

方
ぽう

で、成
せい

功
こう

確
かく

率
りつ

は２万
まん

2407 分
ぶん

の１と大
たい

変
へん

低
ひく

く、大きなリスクを伴
ともな

います。それで
も当社が夢を追い続けるのは、患者さ
んに希

き

望
ぼう

を与
あた

えたいという一
いっ

心
しん

からで
す。１日も早く病気で苦しむ患者さん
にお薬を届

とど

けることで、社会から頂
いただ

い
たご恩

おん

に恩返
がえ

しすることが大切です。
　人

にん

間
げん

は一人では成
せい

長
ちょう

できないので、
会社を「自

じ

分
ぶん

の夢を実現する場
ば

」と考
かんが

え
て自分自

じ

身
しん

を成長させなければなりま
せん。当社でも、社員一人一人が主

しゅ

体
たい

性
せい

を持
も

って「私は京都薬品の社員であ
る」から「私が京都薬品である」に心

こころ

を
転
てん

換
かん

し、無
む

限
げん

の可
か

能
のう

性
せい

を信
しん

じて取
と

り組
く

むことで、優良な医薬品を途
と

切
ぎ

れるこ
となく患者さんにお届けしています。
　当社は「和

わ

親
しん

協
きょう

力
りょく

・誠
せい

実
じつ

報
ほう

恩
おん

」とい
う言

こと

葉
ば

を大切にしています。この精神
の下

もと

、「山
さん

椒
しょ

は小
こ

粒
つぶ

でもピリッと辛
から

い」
をモットーに、歴史ある京都で新薬創
製に挑

ちょう

戦
せん

し続けていきます。

会社は自分の夢を
実現する場

薬品 京
きょう

都
と

薬
やく

品
ひん

工
こう

業
ぎょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

新薬の研究開発を通じ、患者に寄り添う

従業員の継続的雇用が CSR の基本
　安

あん

定
てい

的
てき

な雇
こ

用
よう

がCSR（企
き

業
ぎょう

の社
しゃ

会
かい

的
てき

責
せき

任
にん

）の基
き

本
ほん

であり、当社では地
じ

元
もと

出
しゅっ

身
しん

の
従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

の雇用を積
せっ

極
きょく

的
てき

に進
すす

めています。
また、工

こう

場
じょう

にはソーラーパネルを設
せっ

置
ち

し、使
し

用
よう

する動
どう

力
りょく

の一
いち

部
ぶ

を賄
まかな

うなど、環
かん

境
きょう

への配
はい

慮
りょ

も行
おこな

っています。

京都薬品工業株式会社 
代表取締役会長

北
き た

尾
お

 和
か ず

彦
ひ こ

さん
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設立年月／1944年 8月
従業員数／8,328人（2023年3月末現在）
国内事業所数／125カ所（2023年3月時点）
国外事業所数／5カ所（2023年3月時点）

京都市南区西九条西柳ノ内町 8番地

　きんでんは、エネルギー・環
かん

境
きょう

・情
じょう

報
ほう

の 3分
ぶん

野
や

で高
こう

品
ひん

位
い

な技
ぎ

術
じゅつ

を構
こう

築
ちく

し、
IT を駆

く

使
し

、より優
すぐ

れたシステムを創
そう

造
ぞう

していく「総
そう

合
ごう

設
せつ

備
び

エンジニアリン
グ」会社です。家

か

庭
てい

に電
でん

気
き

を送
おく

る送
そう

配
はい

電
でん

設備、ビル・工
こう

場
じょう

、道
どう

路
ろ

などのイ
ンフラ（生

せい

活
かつ

の基
き

盤
ばん

）設備など、産
さん

業
ぎょう

と暮
く

らしの土
ど

台
だい

を広
ひろ

く支
ささ

えています。

ひたむきに、人のため。
歩み続けて 80 年。

エネルギー・
環境・情報

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

きんでん京
きょう

都
と

支
し

店
てん

 

暮らしの当たり前を支え、電気を守る

　1月
がつ

4日
か

から能
の

登
と

半
はん

島
とう

の電
でん

力
りょく

復
ふっ

旧
きゅう

に行
い

きました。電
でん

柱
ちゅう

は倒
たお

れ、いたるところで
断
だん

線
せん

。1 秒
びょう

でも早
はや

く電気を届
とど

ける一
いっ

心
しん

で、社
しゃ

員
いん

たちは必
ひっ

死
し

にがんばりました。
電気を守

まも

ることは、人
ひと

の命
いのち

を守ることに
もつながる、大

たい

切
せつ

な仕
し

事
ごと

です。

1 秒でも早く電気を！能登半島地震

京都の自然を未来に引き継ぐ活動を！
　天

あまの

橋
はし

立
だて

、美
うつく

しい「白
はく

砂
しゃ

青
せい

松
しょう

」を未
み

来
らい

に
引
ひ

き継
つ

ぐ活
かつ

動
どう

を、毎
まい

年
とし

実
じっ

施
し

しています。
当
とう

社
しゃ

は、SDGs（持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）
活動の一

いっ

環
かん

として、その他
ほか

にも祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

や京都マラソンなどイベントがあるご
とに、清

せい

掃
そう

活動に参
さん

加
か

しています。

　当社は、1944
年
ねん

に電気工
こう

事
じ

業
ぎょう

の
公
こう

益
えき

性
せい

に基
もと

づき、
関
かん

西
さい

の電気工事会
社 6 社が統

とう

合
ごう

して
設
せつ

立
りつ

しました。戦
せん

争
そう

で荒
こう

廃
はい

した国
こく

土
ど

の復
ふっ

興
こう

、経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

とともに、社
しゃ

会
かい

インフラ整備を使
し

命
めい

と
し、時

じ

代
だい

の最
さい

先
せん

端
たん

プロジェクトにも挑
ちょう

戦
せん

しながら、社会的
てき

使命を果
は

たすため
に今

こん

日
にち

まで努
つと

めてきました。
　そして今

こ

年
とし

、創
そう

業
ぎょう

80 年を迎
むか

えます。
これからも電気、空

くう

調
ちょう

・衛
えい

生
せい

、情報通
つう

信
しん

、内
ない

装
そう

設備といった幅
はば

広
ひろ

い設備を手
て

掛
が

ける「総合設備エンジニアリング」
の業

ぎょう

界
かい

を主
しゅ

導
どう

する会社として日
ひ

々
び

、技
術技

ぎ

能
のう

に磨
みが

きをかけて社会的役
やく

割
わり

を果
たしていきます。世

よ

の中
なか

が大
おお

きく変
へん

化
か

する中で、産業と暮らしの土台である
「エネルギー」「環境」「情報」というイ
ンフラ設備を支え続

つづ

ける「縁
えん

の下
した

の力
ちから

持
も

ち的存
そん

在
ざい

」が当社の役割です。
　私

わたし

たちは、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

や送配電のよう
な目

め

に見
み

える電力設備の仕事に携
たずさ

わる
とともに暮らしの中では見えないビ
ル、工場などの電気設備や情報設備、
快
かい

適
てき

な空
くう

間
かん

を支える空調管
かん

設備も作
つく

っ
ています。
　京都の「和

わ

」と「挑戦」の伝
でん

統
とう

の下
もと

、
地
ち

域
いき

の皆
みな

さまと共
とも

に歩
あゆ

み、優れた設備
とサービスを創

つく

り続けて、京都の未来
づくりに貢

こう

献
けん

していきます。

きんでん京都支店長
辻
つ じ

 嘉
よ し

明
あ き

さん



29

◎創業／ 1938年
◎従業員数／ 230人

本社＝京都市中京区烏丸通六角上ル饅頭
屋町 608番地

　京
きょう

都
と

、滋
し

賀
が

に「ブライトホール」などの名
めい

称
しょう

でお葬
そう

式
しき

専
せん

用
よう

ホールを14カ
所
しょ

設
もう

け、地
ち

域
いき

に根
ね

差
ざ

したお葬式の専
せん

門
もん

企
き

業
ぎょう

としてご遺
い

族
ぞく

の大
たい

切
せつ

な方
かた

のお見
み

送
おく

りのお手
て

伝
つだ

いをしています。お葬式に関
かん

連
れん

する事
こと

柄
がら

にも幅
はば

広
ひろ

く対
たい

応
おう

し真
ま

心
ごころ

こもったサービスに全
ぜん

力
りょく

を注
そそ

いでいます。

　日
に

本
ほん

の社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

は 2022 年に「高
こう

齢
れい

者
しゃ

1 人
り

を現
げん

役
えき

世代 2 人が支
ささ

える」状
じょう

況
きょう

となり、国
こく

立
りつ

社会保障・人
じん

口
こう

問
もん

題
だい

研
けん

究
きゅう

所
じょ

の将
しょう

来
らい

推
すい

計
けい

人口によると、65 年に
は「高齢者 1 人を現役世代 1 人が支え
る」と推計されております。また日本
の人口は、近

きん

年
ねん

の動
どう

態
たい

と同
どう

程
てい

度
ど

で推
すい

移
い

する場
ば

合
あい

、50 年の出
しゅっ

生
しょう

数
すう

は 52 万
まん

人
にん

に
減
げん

少
しょう

、死
し

亡
ぼう

数は 160 万人に増
ぞう

加
か

し、総
そう

人口は 9800 万人程度に減少するとさ
れています。人口減少を防

ふせ

ぎ、未
み

来
らい

の
新
あたら

しい社会を創
そう

造
ぞう

するために「次の世
代」をいかに育

はぐく

むのか。子
こ

育
そだ

てや介
かい

護
ご

を担
にな

う現役世代を中
ちゅう

心
しん

とした次
じ

世代の
社会づくりに目

め

を向
む

け、私
わたし

たちは取
と

り
組
く

まなければならないと思
おも

います。
　弊

へい

社
しゃ

は、これまであらゆる方々に寄
り添い、次の一

いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

せるよう私
たちができるさまざまな協

きょう

力
りょく

や支
し

援
えん

を
行
おこな

ってまいりました。次世代を育む現
役世代を支

し

援
えん

するために、まずは従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

の子育てや介護などそれぞれの事
じ

情
じょう

に寄り添うことが大
たい

切
せつ

です。これから
も、育

いく

児
じ

休
きゅう

暇
か

の取
しゅ

得
とく

、フレックス勤
きん

務
む

の実
じっ

施
し

、事情により退
たい

職
しょく

した方の再
さい

雇
こ

用
よう

制
せい

度
ど

など、従業員とその家族が心
しん

身
しん

ともに健
けん

康
こう

で活
かつ

動
どう

できるように、より
良
よ

い働
はたら

き方
かた

の実
じっ

践
せん

に努
つと

め新しい社会の
創造につなげてまいります。

より良い働き方の実践葬祭 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

公
こう

益
えき

社
しゃ

お葬式を通して 
人の心に寄り添う企業

　大切な方をお見送りするために専門の
資
し

格
かく

（葬
そう

祭
さい

ディレクター）を持
も

つ経
けい

験
けん

豊
ほう

富
ふ

な社
しゃ

員
いん

が創
そう

業
ぎょう

86年
ねん

の実
じっ

績
せき

を生
い

かし真心
を込

こ

めて対応。亡
な

くなった人
ひと

を尊
とうと

び、ま
た残

のこ

された家
か

族
ぞく

の方
かた

々
がた

の心に寄
よ

り添
そ

いま
す。

人生の卒業式を担うスペシャリスト集団

これからも、いつまでも
　時

じ

代
だい

とともに多
た

様
よう

化
か

するお客
きゃく

さまの
要
よう

望
ぼう

にきめ細
こま

かく対応し、次
つぎ

の世
せ

代
だい

へ
命
いのち

をつないでいく「なくてはならない存
そん

在
ざい

」として、AI（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）にはできな
い、人でしかできない仕

し

事
ごと

を継
けい

承
しょう

して
いきます。

松
ま つ

井
い

 雄
ゆ う

さん  株式会社公益社 代表取締役社長
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企業活動は
環境保全とともに

　日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

紙
し

幅
ふく

のグラビア印刷など大
だい

規
き

模
ぼ

な案
あん

件
けん

や宅
たく

配
はい

業
ぎょう

者
しゃ

の配
はい

送
そう

伝
でん

票
ぴょう

、
日
ひ

ごろよく目
め

にするチラシやパンフレットなど、さまざまな印刷物
ぶつ

を手
て

掛
が

けています。また軟
なん

包
ほう

材
ざい

フィルムへの印刷や、紙
かみ

容
よう

器
き

製
せい

造
ぞう

、さらにウェブペ
ージの作

さく

成
せい

など情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

に関
かん

する幅
はば

広
ひろ

い業
ぎょう

務
む

を行
おこな

っています。

お客さまの情報発信を支える
伝えたいことを形にする印刷業

印刷・
同関連業

佐
さ

川
がわ

印
いん

刷
さつ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創立年／ 1970（昭和 45）年
◎従業員数／ 1,895 人（関連会社含む）
◎拠点数／�営業拠点 28カ所、生産拠点

15カ所（関連会社含む）

京都府向日市森本町戌亥 5-3

　さまざまな商
しょう

品
ひん

の価
か

格
かく

上
じょう

昇
しょう

はご家
か

庭
てい

でも実
じっ

感
かん

してお
られるかと思

おも

いま
すが、その要

よう

因
いん

は
原
げん

材
ざい

料
りょう

やエネルギ
ーといったコスト
が上昇したことで

あり、これは印刷会社をはじめ、多
おお

くの
企
き

業
ぎょう

の経
けい

営
えい

に影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼしています。
　厳

きび

しい状
じょう

況
きょう

下
か

ではございますが、当
とう

社
しゃ

はこれまで以
い

上
じょう

に、生
せい

産
さん

効
こう

率
りつ

と品
ひん

質
しつ

の向
こう

上
じょう

に努
つと

め、お客
きゃく

さまのご要
よう

望
ぼう

に対
たい

応
おう

してまいります。お客さまのご要望
にお応

こた

えしつつ、従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

の生
せい

活
かつ

を守
まも

る
ために会

かい

社
しゃ

を成
せい

長
ちょう

させ、さらに環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

という重
じゅう

要
よう

な課
か

題
だい

にも力
ちから

を入
い

れる健
けん

全
ぜん

な企業経営を目
め

指
ざ

しています。
　そこで、当社は工

こう

場
じょう

屋
や

根
ね

スペースを
利
り

用
よう

して PPA（電
でん

力
りょく

購
こう

入
にゅう

契
けい

約
やく

）モデル
の太

たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

を開
かい

始
し

いたしました。再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーである太陽光を利
り

用
よう

して、それぞれの工場で使
し

用
よう

する電力
を補

おぎな

っています。また、これからも
「水

すい

性
せい

フレキソ印刷」や「無
む

溶
よう

剤
ざい

ラミネ
ート加

か

工
こう

」など、環境に優
やさ

しい生産工
こう

程
てい

を導
どう

入
にゅう

していくことで、省
しょう

エネルギ
ーや環境負

ふ

荷
か

の軽
けい

減
げん

を実
じつ

現
げん

いたしま
す。環境保全への取

と

り組
く

みは企業にと
っても消

しょう

費
ひ

者
しゃ

にとっても避
さ

けては通
とお

れ
ない課題であり、当社も「望

のぞ

まれるこ
との、一

いっ

歩
ぽ

先
さき

へ」を合
あい

言
こと

葉
ば

に、新
あたら

しい
ことに挑

ちょう

戦
せん

してまいります。

　皆
みな

さんの周
まわ

りに必
かなら

ず印刷物はあります。また、スマートフォンなどでデジ
タル化

か

は進
すす

んでも、「情報を伝
つた

える」という点
てん

では共
きょう

通
つう

であり、われわれは
これまでの経

けい

験
けん

でそうした情報を作
つく

ることを得
とく

意
い

としています。

印刷は常に皆さんと共に

高機能な設備で多彩な印刷を実現

京都府亀岡市にある最新鋭パッケージ工場日野軟包材工場の水性フレキソ 10色印刷機

滋賀県にある日野工場

佐川印刷株式会社
代表取締役会長

木
き の

下
し た

 宗
む ね

昭
あ き

さん
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真ん中に笑顔がある会社

　三笑堂は、医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

の健
けん

康
こう

分
ぶん

野
や

の総
そう

合
ごう

医療商
しょう

社
しゃ

として、医療機
き

器
き

・介護用
よう

品
ひん

などの販
はん

売
ばい

・レンタルを行
おこな

っています。また医療設
せつ

備
び

や病
びょう

院
いん

経
けい

営
えい

に関
かん

する助
じょ

言
げん

や、開
かい

業
ぎょう

支
し

援
えん

など医療業
ぎょう

界
かい

全
ぜん

体
たい

をカバーし、住
す

み慣
な

れた地
ち

域
いき

で安
あん

心
しん

して暮
く

ら
せるよう、お客

きゃく

さまに最
さい

適
てき

な商
しょう

品
ひん

とサービスを真
ま

心
ごころ

を込
こ

めてお届
とど

けしています。

医療・介護の商品・サービスを提供し 
暮らしの安心を支える

医療用機械
器具卸売業

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

三
さん

笑
しょう

堂
どう

◎創業年／1929年　
◎従業員数／ �1,116人（連結）�

※ 2024年 4月時点
◎拠点数／19カ所（本社・10支店・8営業所）

京都市南区上鳥羽 68番地

社会に必要不可欠な医療と介護に携わる
　祖

そ

父
ふ

がきっかけで、当
とう

社
しゃ

を知
し

りまし
た。少

しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

が進
すす

む中
なか

で医療と介護は
必
ひつ

要
よう

不
ふ

可
か

欠
けつ

で、今
こん

後
ご

発
はっ

展
てん

し続
つづ

ける企
き

業
ぎょう

だ
と思

おも

い入
にゅう

社
しゃ

を決
き

めました。専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

を身
み

に付けて医療従
じゅう

事
じ

者
しゃ

から頼
たよ

りにされる
と、自

じ

分
ぶん

の仕
し

事
ごと

にやりがいを感
かん

じます。

見て触れる！介護・福祉用品のショールーム

　シルバー世
せ

代
だい

がより快
かい

適
てき

に過
す

ごすこと
ができるアイテムを実

じっ

際
さい

に見
み

て体
たい

感
かん

でき
るショールームを開

かい

設
せつ

！住み慣れた自
じ

宅
たく

で快適に生
せい

活
かつ

ができるよう、住
じゅう

宅
たく

リフォ
ームなどの相

そう

談
だん

を受
う

け付
つ

けています。

　「医療を通
つう

じて
社
しゃ

会
かい

に貢
こう

献
けん

する」
をテーマに、京

きょう

都
と

本
ほん

社
しゃ

を 中
ちゅう

心
しん

と し
て、関

かん

西
さい

一
いち

円
えん

に地
域密

みっ

着
ちゃく

型
がた

の事
じ

業
ぎょう

を
展
てん

開
かい

している総合
医療商社です。

　10 年
ねん

後
ご

、皆
みな

さんが社会人
じん

となる時
とき

、
どのような世

せ

界
かい

が待
ま

っているのでしょ
うか。AI（人

じん

工
こう

知
ち

能
のう

）・IoT（モノのイン
ターネット）などの技

ぎ

術
じゅつ

も進
しん

化
か

し、仕事
も生活も一

いっ

変
ぺん

していることでしょう。
　一

いっ

方
ぽう

で、人
ひと

とのつながりが失
うしな

われて
しまうことが懸

け

念
ねん

されます。デジタル
化が進んでも、人が提

てい

供
きょう

する情
じょう

報
ほう

やサ
ービスの価

か

値
ち

は変
か

わりません。三笑堂
は、人とのつながりを大

たい

切
せつ

にしつつ、
デジタル化によるメリットを最

さい

大
だい

限
げん

に
活
かつ

用
よう

し、医療機
き

関
かん

や医療従事者にとっ
て有

ゆう

益
えき

なサービスを提供していきま
す。今

いま

までにない技術を融
ゆう

合
ごう

し、より
良
よ

い未
み

来
らい

を創
そう

造
ぞう

し、社会に貢献できる
仕事です。
　企業として長

なが

く事業を継
けい

続
ぞく

し、社
しゃ

員
いん

がいきいきと働
はたら

きがいのある職
しょく

場
ば

にす
るために、SDGs（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開
かい

発
はつ

目
もく

標
ひょう

）や、女
じょ

性
せい

活
かつ

躍
やく

の推
すい

進
しん

など、多
た

様
よう

な
働き方

かた

を広
ひろ

げています。
　「真

ま

ん中
なか

に笑
え

顔
がお

がある会社」をテー
マに、地域の皆さまに笑顔があふれる
よう、必要とされる企業であり続ける
ための取

と

り組
く

みを継続していきます。

株式会社三笑堂
取締役 社長

一
い ち

幡
は た

 泰
や す

隆
た か

さん

前
まえ

田
だ

 悟
さとる

さん（本社メディカルセールス事業部、京都市西京区出身）
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「人と地球の健康」への
願いを実現する

　理
り

化
か

学
がく

機
き

器
き

をはじめ、レントゲン装
そう

置
ち

、蓄
ちく

電
でん

池
ち

などを幅
はば

広
ひろ

く開
かい

発
はつ

・製
せい

造
ぞう

してきました。近
きん

年
ねん

は、病
びょう

気
き

の診
しん

断
だん

に使
つか

う装置・サービスなど医
い

療
りょう

関
かん

連
れん

に
注
ちゅう

力
りょく

しています。2002年には社
しゃ

員
いん

である田
た

中
なか

耕
こう

一
いち

氏
し

によるノーベル化
か

学
がく

賞
しょう

受
じゅ

賞
しょう

が話
わ

題
だい

になりました。 

明治時代から培った科学技術で
幅広い分野に貢献

精密機器 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

島
しま

津
づ

製
せい

作
さく

所
しょ

◎創業年／ 1875（明治 8）年
◎従業員数／ 13,898 人（連結）
◎拠点数／国内 23カ所、海外 55カ所
　※ 2023年 10月現在

京都市中京区西ノ京桑原町１

　 島 津 製 作 所 は
1875 年に京都木

き

屋
や

町
まち

二
に

条
じょう

で創業し
て以

い

来
らい

、「科学技
術で社

しゃ

会
かい

に貢
こう

献
けん

す
る 」を社

しゃ

是
ぜ

とし
て、分

ぶん

析
せき

・ 計
けい

測
そく

、
医療関連、航

こう

空
くう

、
産
さん

業
ぎょう

機器などの分
ぶん

野
や

で、人
ひと

と地
ち

球
きゅう

の健
けん

康
こう

への願
ねが

いを実
じつ

現
げん

することに取り組ん
できました。
　現

げん

在
ざい

は、新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

や気
き

候
こう

変
へん

動
どう

に加
くわ

え、ロシアのウクライ
ナ侵

しん

攻
こう

などいくつもの試
し

練
れん

を受
う

け、社
会の抱

かか

える課
か

題
だい

も人の価
か

値
ち

観
かん

も大
おお

きく
変
へん

化
か

しています。これから先
さき

の地球や
社会が、どう変

か

わってゆくのかは不
ふ

透
とう

明
めい

ですが、命
いのち

の尊
とうと

さと健康への願い、
大
たい

切
せつ

な地球を守ることへの願いは今
いま

も
昔
むかし

も変わりません。
　人が一

ひと

人
り

でできることには限
かぎ

りがあ
りますが、力を合

あ

わせれば驚
おどろ

くような
ことができます。およそ人が創

つく

り出
だ

し
た全

すべ

ての物
もの

は、誰
だれ

かの夢
ゆめ

から始まり、
それを実現したいと思

おも

う人たちの熱
ねつ

意
い

と努
ど

力
りょく

で完
かん

成
せい

しました。私
わたし

たちは、「御
お

好
このみ

次
し

第
だい

で何
なん

でも製造します」という創
業者の思いを受

う

け継ぎ、長
なが

年
ねん

培
つちか

ってき
た科学技術を生

い

かし、人と地球の健康
につながる人

ひと

々
びと

の夢の実現を目
め

指
ざ

して
社会の皆

みな

さんと共
とも

に歩
あゆ

み続けたいと考
かんが

えています。

　創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

である初
しょ

代
だい

源
げん

蔵
ぞう

は元
もと

々
もと

仏
ぶつ

具
ぐ

職
しょく

人
にん

でした。明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後
ご

、荒
こう

廃
はい

してい
く京

きょう

都
と

復
ふっ

興
こう

の力
ちから

になるため、西
せい

洋
よう

の最
さい

新
しん

技
ぎ

術
じゅつ

を学
まな

び、理
り

科
か

の実
じっ

験
けん

器
き

具
ぐ

・教
きょう

材
ざい

の製造を始
はじ

めたのが島津製作所の始まりです。息
むす

子
こ

の２代
だい

目
め

源蔵は「日
に

本
ほん

のエジソン」とも呼
よ

ばれ、あくなき探
たん

求
きゅう

心
しん

で日本初
はつ

のレントゲン装置や
国
こく

産
さん

蓄電池などの製
せい

品
ひん

を生
う

み出
だ

し事
じ

業
ぎょう

を拡
かく

大
だい

しました。2人
り

の源蔵が紡
つむ

い
だ科

か

学
がく

への情
じょう

熱
ねつ

は現
げん

代
だい

にも引
ひ

き継
つ

がれています。

　社員やその家
か

族
ぞく

によるボランティア
で、森

もり

の木
き

々
ぎ

を守
まも

る「島津製作所の森
づくり活

かつ

動
どう

」に取
と

り組
く

んでいます。間
かん

伐
ばつ

材
ざい

（森を整
せい

備
び

するために切
き

った木）
を使

つか

ってオリジナルの SDGs（持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な開発目
もく

標
ひょう

）バッジを作
つく

っています。 

科学の力を信じ挑み続けた 2 人の源蔵

人と地球の健康のために 

「高速液体クロマトグラフ」という分析装置で、薬や食品、化粧品などに含まれる物質を分析することができます

株式会社島津製作所 
代表取締役社長

山
や ま

本
も と

 靖
や す

則
の り

さん
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　1897（明
めい

治
じ

30）年に円
えん

錐
すい

型
がた

のお香「香
こう

水
すい

香
こう

」を開
かい

発
はつ

し、日
に

本
ほん

で初
はじ

めてアメリカ
への輸

ゆ

出
しゅつ

に成
せい

功
こう

しました。現
げん

在
ざい

でも外
がい

国
こく

への販売ルートの構
こう

築
ちく

を続
つづ

けており、日
本の香り文化を世

せ

界
かい

へ発信し続けていま
す。

京都市中京区烏丸通二条上ル東側
◎設立／ 1942年（創業 宝永年間）
◎従業員数／334人※2024年 2月現在
◎拠点数／国内 20カ所、海外 1カ所

　創
そう

業
ぎょう

して300余
よ

年
ねん

。自
し

然
ぜん

からもたらされるさまざまな原
げん

料
りょう

を用
もち

いて、お線
せん

香
こう

やお焼
しょう

香
こう

、匂
にお

い袋
ぶくろ

などの薫
くん

香
こう

類
るい

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

しています。また、香
かお

りの情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

拠
きょ

点
てん

「薫
くん

習
じゅう

館
かん

」の開
かい

設
せつ

や、香りにまつわるエッセーを募
ぼ

集
しゅう

する「香
かおり

・大
たい

賞
しょう

」の運
うん

営
えい

など、香り文
ぶん

化
か

の継
けい

承
しょう

と発
はっ

展
てん

にも取
と

り組
く

んでいます。

日本初！アメリカへ円錐型のお香の輸出に成功

体温を感じる商いを薫香類
製造販売

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

松
しょう

栄
えい

堂
どう

自然の恵みから生まれる 
日本の香り文化を、世界へ発信

生物多様性についての取り組み
　お香は植

しょく

物
ぶつ

をはじめとする、天
てん

然
ねん

香
こう

料
りょう

に支
ささ

えられています。自然への感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを込
こ

めて、環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

で数
かず

を
減
へ

らす植物の預
あず

かり活
かつ

動
どう

や生
せい

息
そく

地
ち

の清
せい

掃
そう

活動など、地
ち

域
いき

に根
ね

差
ざ

した環境活動
に取り組んでいます。

　 昨
さっ

今
こん

、 核
かく

家
か

族
ぞく

（夫
ふう

婦
ふ

や親
おや

子
こ

だけ
の家族）という言

こと

葉
ば

では説
せつ

明
めい

できな
いほど生

せい

活
かつ

の単
たん

位
い

が小
ちい

さくなり、特
とく

に都
と

市
し

部
ぶ

ではあま
りにもシンプルに

なっていないでしょうか。大
だい

家族が基
き

本
ほん

だった頃
ころ

には、日
にち

常
じょう

的
てき

な世
せ

代
だい

間
かん

の交
こう

流
りゅう

が経
けい

験
けん

値
ち

や知
ち

恵
え

の継承を可
か

能
のう

にして
いました。人

ひと

々
びと

は生
お

い立
た

ちの過
か

程
てい

で多
おお

くの知恵を継承していたと思
おも

います。
それがデジタル化

か

とコロナ禍
か

とで、加
か

速
そく

度
ど

を得
え

て変
か

わりつつあります。例
たと

え
ば固

こ

定
てい

電
でん

話
わ

は、かける方
ほう

にも応
こた

える方
にも基

き

本
ほん

があり、家
か

庭
てい

内
ない

でおのずと教
おし

えられたものでした。こうして多くの
経験値や知恵が伝

でん

達
たつ

されることで、社
しゃ

会
かい

は一
いっ

定
てい

のレベルに維
い

持
じ

されてきたの
ではないでしょうか。家庭生活や地域
社会がその文化力

りょく

を失
うしな

い、学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

に
それを求

もと

めようとして限
げん

界
かい

にも気
き

付
づ

き
つつあります。今

いま

、就
しゅう

職
しょく

した後
あと

の会社
生活の重

じゅう

要
よう

性
せい

が問
と

われています。企
き

業
ぎょう

文化は、世代間で価
か

値
ち

の継承を育
はぐく

む最
さい

後
ご

の砦
とりで

になるのではないかと考
かんが

えてい
ます。会社生活は、社

しゃ

員
いん

を社会の一
いち

員
いん

として育む機
き

会
かい

と責
せき

任
にん

を担
にな

っているの
です。会社で働

はたら

く時
じ

間
かん

の中
なか

で関
かか

わりを
持
も

ち、世代間の違
ちが

いを認
みと

め尊
そん

重
ちょう

し合
あ

っ
て力

ちから

を合
あ

わせ、体
たい

温
おん

を感
かん

じる商
あきな

いをさ
せていただきたいと願

ねが

っています。

フジバカマの店頭公開

（左）京都本店　（右上）香りある豊かな暮らし　（右下）薫習館

株式会社松栄堂
代表取締役

畑
は た

 正
ま さ

高
た か

さん

円錐型のお香
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◎職員数／ 80人

京都市東山区林下町 400番地 8
東京都港区芝公園四丁目 7番 4号

　浄土宗は仏
ぶっ

教
きょう

の宗
しゅう

派
は

の一
ひと

つで、法
ほう

然
ねん

上
しょう

人
にん

が 1175年
ねん

に開
ひら

かれ本
ほん

年
ねん

で 850
年を迎

むか

えます。総
そう

本
ほん

山
ざん

知
ち

恩
おん

院
いん

（京
きょう

都
と

市
し

東
ひがし

山
やま

区
く

）をはじめ、全
ぜん

国
こく

に所
しょ

在
ざい

する
7000の浄土宗の「お寺

てら

」は地
ち

域
いき

の対
たい

話
わ

と交
こう

流
りゅう

の場
ば

です。また、浄土宗の
教
おし

えを建
けん

学
がく

の精
せい

神
しん

・教
きょう

育
いく

の理
り

念
ねん

とする学
がっ

校
こう

が全国に 40以
い

上
じょう

あります。

今、そして未来へ、
浄土宗が伝えること

宗教 浄
じょう

土
ど

宗
しゅう

850 年にわたり法然上人の教えを広める

　「お寺」は、多
おお

くの方
かた

々
がた

の祈
いの

りとともに歴
れき

史
し

を育
はぐく

み文
ぶん

化
か

を継
けい

承
しょう

してきまし
た。大

だい

本山増
ぞう

上
じょう

寺
じ

（東
とう

京
きょう

都
と

港
みなと

区
く

）には徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

公
こう

が寄
き

進
しん

（寄
き

付
ふ

）した約
やく

1 万
まん

2000 点
てん

にも及
およ

ぶ３種
しゅ

類
るい

の大
だい

蔵
ぞう

経
きょう

（増上寺三
さん

大
だい

蔵
ぞう

）が大
たい

切
せつ

に保
ほ

存
ぞん

されてい
ます。この増上寺三大蔵は漢

かん

字
じ

・印
いん

刷
さつ

文化を伝
つた

える宝
たから

物
もの

であり、世
せ

界
かい

の仏
教研

けん

究
きゅう

の基
もと

となっています。2023 年 11月
がつ

、歴史的
てき

文
ぶん

書
しょ

などの保存を目
もく

的
てき

とするユネスコ「世界の記
き

憶
おく

」国
こく

際
さい

登
とう

録
ろく

の国
こく

内
ない

候
こう

補
ほ

に選
せん

出
しゅつ

されました。

ユネスコ「世界の記憶」国際登録に向け挑戦中

　2001 年 元
がん

旦
たん

、
浄土宗は「浄土宗
二十一世紀劈

へき

頭
とう

宣
せん

言
げん

（ 愚
ぐ

者
しゃ

の 自
じ

覚
かく

を・家
か

庭
てい

にみ仏
ほとけ

の
光
ひかり

を・社
しゃ

会
かい

に慈
いつく

し
みを・世界に共

きょう

生
せい

を）」を世界に向
む

け発
はっ

信
しん

しました。しかし今
こん

世紀になっ
ても戦

せん

乱
らん

や感
かん

染
せん

症
しょう

の流
りゅう

行
こう

や災
さい

害
がい

が続
つづ

き、世界は混
こん

迷
めい

を極
きわ

めた情
じょう

勢
せい

が続いて
います。このような時代だからこそ、
わが身

み

が生
い

きていること自
じ

体
たい

の奇
き

跡
せき

、
生きていることへの感

かん

動
どう

と歓
かん

喜
き

、そし
て本

ほん

当
とう

の優
やさ

しさや慈しみを伝える必
ひつ

要
よう

があります。
　宗

しゅう

祖
そ

法然上人が開いた浄土宗は、阿
あ

弥
み

陀
だ

様
さま

の「誰
だれ

一
ひと

人
り

として漏
も

らすことな
く必

かなら

ず救
すく

う」という平
びょう

等
どう

の大
だい

慈
じ

悲
ひ

（あ
われみ）の下

もと

、「この世界に生きるあら
ゆる人

ひと

々
びと

が、阿弥陀様の聖
せい

なるお名
な

前
まえ

をとなえることで、必ず極
ごく

楽
らく

浄土に行
い

って生
う

まれ変
か

わる」という教えです。
　浄土宗はこの教えの下、21 世紀、そ
して未

み

来
らい

を生きる全
ぜん

人
じん

類
るい

に向けて、
「劈頭宣言を自

じ

身
しん

の生
しょう

涯
がい

の誓
ちか

いとして、
たとえ不

ふ

安
あん

や孤
こ

独
どく

や絶
ぜつ

望
ぼう

の中
なか

にあって
も、＜この私

わたし

が、そして全
すべ

ての人々が
極楽世界に往

おう

生
じょう

する＞という祈りの
中、共

とも

に手
て

をつないで、明
あか

るく・正
ただ

し
く・仲

なか

良
よ

く生きていくことが、人
にん

間
げん

と
して理

り

想
そう

的な生き方
かた

である」と伝え続
けていきます。

世界的に希少な増上寺三大蔵
　増上寺三大蔵は、12～13世

せい

紀
き

ごろ
中
ちゅう

国
ごく

（南
なん

宋
そう

時
じ

代
だい

・元
げん

時代）および朝
ちょう

鮮
せん

（高
こう

麗
らい

時代）の各
かく

時代における当
とう

時
じ

最
さい

高
こう

の印刷技
ぎ

術
じゅつ

で制
せい

作
さく

されました。ほぼ
完
かん

全
ぜん

な状
じょう

態
たい

で現
げん

存
そん

している大蔵経は世
界的に希

き

少
しょう

です。

阿弥陀如来立像／国指定重要文化財

浄土宗 宗務総長
川
か わ

中
な か

 光
こ う

敎
きょう

さん

増上寺三大蔵／高麗版大蔵経『無量寿経』一部抜粋
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真
しん

宗
しゅう

大
おお

谷
たに

派
は

（東
ひがし

本
ほん

願
がん

寺
じ

）

親鸞聖人が開いた浄土真宗
23 棟の国指定重要文化財を受け継ぐ

「同朋社会」の
実現に向かって

　真宗本廟（東本願寺）では、ご参
さん

拝
ぱい

の皆
みな

さまを対
たい

象
しょう

に、御影堂と阿弥陀
堂を僧侶や職

しょく

員
いん

がご案
あん

内
ない

する参拝案内を実
じっ

施
し

しています。多
おお

くの方
かた

に知
し

っ
ていただけるように、東本願寺の歴

れき

史
し

や大
たい

切
せつ

にしている仏
ぶっ

教
きょう

の教
おし

えなどを
交
まじ

えて案内を行
おこな

っています。これまで先
せん

達
だつ

の方
かた

々
がた

が大切に受
う

け継
つ

いできた
東本願寺を次

つぎ

の世
せ

代
だい

へつないでいくために欠
か

かせない大切な仕
し

事
ごと

です。

東本願寺をご案内します！

朝のお勤めや法話も
　東本願寺は、開

かい

門
もん

時
じ

間
かん

中
ちゅう

であれば誰
だれ

でも無
む

料
りょう

で参拝できます。毎
まい

朝
あさ

7 時
じ

から朝のお勤
つと

めがあり、また、毎
まい

日
にち

3 回
かい

（朝・午
ご

前
ぜん

・午
ご

後
ご

）の僧
侶のお話

はなし

（法
ほう

話
わ

）や、1日 2回（9：30・15：00）開
かい

催
さい

している参拝
案内もあります。いずれも申

もう

し込
こ

みなしで参拝できますので、東本願
寺を訪

おとず

れた時
とき

には、ぜひ法
ほう

要
よう

や法話にもご参
さん

加
か

ください。
◎創建年／1602 年
◎�創立した人物／第12 代教如上人
◎�所蔵文化財数／�国宝1 点、�

国指定重要文化財23 棟

京都市下京区烏丸通七条上ル

寺院

　京
きょう

都
と

駅
えき

前
まえ

にある東本願寺は浄
じょう

土
ど

真宗「真宗大谷派」の本
ほん

山
ざん

で、正
せい

式
しき

には「真
宗本

ほん

廟
びょう

」といいます。宗
しゅう

祖
そ

は鎌
かま

倉
くら

時
じ

代
だい

の僧
そう

侶
りょ

・親
しん

鸞
らん

で、境
けい

内
だい

中
ちゅう

央
おう

にある広
ひろ

さ
927畳

じょう

の「御
ご

影
えい

堂
どう

」には親鸞聖
しょう

人
にん

の木
もく

像
ぞう

（御
ご

真
しん

影
ねい

）が安
あん

置
ち

されています。御
影堂、阿

あ

弥
み

陀
だ

堂など23棟
とう

が国
くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

されています。

　浄土真宗を開
ひら

か
れた親鸞聖人は、

「煩
ぼん

悩
のう

成
じょう

就
じゅ

のわれ
ら 」という言

こと

葉
ば

で、煩悩から逃
のが

れ
られない人

にん

間
げん

とい
う存

そん

在
ざい

の姿
すがた

を言
い

い
当
あ

て て お ら れ ま
す。煩悩とは、自

じ

分
ぶん

を中
ちゅう

心
しん

とした物
もの

差
さ

しで物
もの

事
ごと

を捉
とら

え、常
つね

に自
じ

己
こ

を優
ゆう

先
せん

して
生
い

きようとする心
こころ

の姿
すがた

です。煩悩を持
つ故

ゆえ

に、人
ひと

は傷
きず

つけ合
あ

い、大切な人と
の別

わか

れや自
みずか

らの生
しょう

老
ろう

病
びょう

死
し

に苦
く

悩
のう

や悲
かな

し
みを抱

いだ

きます。
　しかしながら、親鸞聖人の「われら」
という眼

まな

差
ざ

しは、「私もあなたも同
おな

じ、
逃れがたい煩悩から生

しょう

じる苦悩と悲し
みを抱

かか

えた存在である」という他
た

者
しゃ

へ
の「共

きょう

感
かん

」であり、この共感の中
なか

から
こそ、悲

ひ

喜
き

を共
とも

にする本
ほん

当
とう

の人間関
かん

係
けい

、「同
どう

朋
ぼう

」という世
せ

界
かい

が開かれてくる
ということを示

しめ

されています。
　真宗大谷派（東本願寺）は、「同朋社

しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

」を教
きょう

団
だん

存
そん

立
りつ

の意
い

義
ぎ

として掲
かか

げています。それは、多くの人々が
「不

ふ

安
あん

」と「孤
こ

独
どく

」を心の内
うち

に抱える時
代状

じょう

況
きょう

の中にあって、意
い

見
けん

や立
たち

場
ば

、環
かん

境
きょう

の違
ちが

いを超
こ

えた「われら」と言える
共感の大

だい

地
ち

を見
み

いだすこと、「差異（ち
がい）を認

みと

める世界の発
はっ

見
けん

」を願
ねが

うも
のです。命

いのち

あるすべての存在が互
たが

いに
響
ひび

き合
あ

える社会の実現を目
め

指
ざ

し、取
と

り
組
く

んでまいります。

真宗大谷派 宗務総長
木

き

越
ご し

 渉
わたる

さん
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　スマートフォンやゲームも SCREEN
の技術が欠かせません。例

たと

えば i
アイフォーン

Phone
の画

が

面
めん

やアプリを動
うご

かす半導体チップ、
文
も

字
じ

にも SCREENの技術が！読
よ

みやす
い文字「ヒラギノフォント」は、高

こう

速
そく

道
どう

路
ろ

標
ひょう

識
しき

にも使
つか

われています。

◎設立年／1943年
◎従業員数／ 6,264 人
◎拠点数／52社（国内23社、海外29社）

本社＝京都市上京区堀川通寺之内上ル４
丁目天神北町 1番地の 1

　電
でん

化
か

製
せい

品
ひん

の部
ぶ

品
ひん

として欠
か

かせない半
はん

導
どう

体
たい

・ディスプレーなどを作
つく

る装
そう

置
ち

、
本
ほん

やカタログ、洗
せん

剤
ざい

などのラベルを作る印
いん

刷
さつ

機
き

などを開
かい

発
はつ

し、世
せ

界
かい

中
じゅう

のお
客
きゃく

さまに販
はん

売
ばい

しているメーカーです。創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

培
つちか

ってきた技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

で、世界
シェアNo.1 製品を多

おお

く生
う

み出
だ

しています。

身近なところに SCREEN が！ 

世界に挑むソリューション
クリエーターとして未来を創る

製造業

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

 
S

スクリーン

CREEN ホールディングス
あらゆる技術・製品・サービスで
社会課題の解決に挑む

脱炭素、水素社会の実現に向け事業展開
　エネルギー分

ぶん

野
や

にも注
ちゅう

力
りょく

。水
すい

素
そ

から
電
でん

気
き

を作る仕
し

掛
か

けや、水
みず

を電気で分
ぶん

解
かい

し水素を作る仕掛けを生み出す開発を
続
つづ

けています。ストップ地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

！
環
かん

境
きょう

負
ふ

荷
か

を軽
けい

減
げん

し、幸
しあわ

せな未
み

来
らい

を実
じつ

現
げん

する取
と

り組
く

みを行
おこな

っています。

　当
とう

社
しゃ

のルーツで
ある石

いし

田
だ

旭
きょく

山
ざん

印刷
所
しょ

は、1868（ 明
めい

治
じ

元
がん

）年
ねん

に京
きょう

都
と

で
創業。印刷のため
の部品であるガラ
ススクリーンを開
発し、1943（昭

しょう

和
わ

18）年に印刷部品を作る会社として独
どく

立
りつ

しました。部品製
せい

造
ぞう

の技術をベース
に、印刷産

さん

業
ぎょう

からエレクトロニクス
（電

でん

子
し

工
こう

学
がく

）産業へと展
てん

開
かい

し、2023 年
10月

がつ

に創業から155年、会社設
せつ

立
りつ

80
周
しゅう

年の節
ふし

目
め

を迎
むか

えました。
　私

わたし

たちがグローバルトップシェアを
有
ゆう

する製品を数
かず

多く手
て

掛
が

ける企
き

業
ぎょう

へと
成
せい

長
ちょう

したのは、現
げん

状
じょう

に満
まん

足
ぞく

せず、一
ひと

人
り

一人が独
どく

自
じ

の技術を究
きわ

め、社
しゃ

会
かい

課
か

題
だい

へ
のソリューション（解

かい

決
けつ

策
さく

）を提
てい

供
きょう

し続
けてきたからにほかなりません。
　SCREEN の存

そん

在
ざい

意
い

義
ぎ

「人
ひと

と技術をつ
なぎ、未来をひらく」は、当社に関

かか

わ
る「人」や「技術」を自

じ

在
ざい

につなげるこ
とで、社会課題解決のためのソリュー
ションにつながるイノベーション（技
術革

かく

新
しん

）を生み出し、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な未来
への扉

とびら

を開
ひら

くという、私たちが長
なが

く培
ってきた志

こころざし

を表
あらわ

しています。世界中の
お客さまに技術・製品・サービスなど
を提供し、社会課題の解決に挑む「ソ
リューションクリエーター」として、
企業価

か

値
ち

向
こう

上
じょう

に努
つと

めてまいります。

さまざまなシーンで SCREENの技術が活躍

株式会社SCREENホールデ
ィングス  取締役社長（CEO）

廣
ひ ろ

江
え

 敏
と し

朗
お

さん

高速道路標識（NEXCO東日本提供）

燃料電池車
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◎創業年／1962年
◎従業員数／約1,500人　
◎拠点数／ 150 カ所※ 2024 年４月現在

京都市中京区烏丸二条上ル蒔絵屋町265-2

　私
わたし

たち成基コミュニティグループは、1962 年
ねん

に京
きょう

都
と

で創
そう

業
ぎょう

しました。
幼
よう

児
じ

から高
こう

校
こう

生
せい

を対
たい

象
しょう

として、集
しゅう

団
だん

指
し

導
どう

・個
こ

別
べつ

指導・オンライン指導を行
おこな

い、一
ひと

人
り

一人の進
しん

路
ろ

や将
しょう

来
らい

の夢
ゆめ

・志
こころざし

の実
じつ

現
げん

を支
し

援
えん

する総
そう

合
ごう

教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

です。
これまでに 23万

まん

人
にん

以
い

上
じょう

の卒
そつ

業
ぎょう

生
せい

を輩
はい

出
しゅつ

しています。

未来をつくる人をつくる学習塾 成
せい

基
き

コミュニティグループ

一人一人の進路や将来の夢・志の実現を
支援する総合教育機関

　創業以
い

来
らい

、京都の難
なん

関
かん

中
ちゅう

学
がく

高校に 10万人以上の合
ごう

格
かく

者
しゃ

を輩出してきま
した。成

せい

績
せき

向
こう

上
じょう

や志
し

望
ぼう

校
こう

合格を支
ささ

えるのは当
とう

然
ぜん

ですが、われわれが一
いち

番
ばん

大
だい

事
じ

にしているのは、「人
ひと

づくり」で社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

すること。子
こ

どもたちが
志望校合格のためだけに学

まな

ぶのではなく、社会に出
で

て志や夢を実現する力
ちから

を発
はっ

揮
き

できるよう、自
じ

立
りつ

を支援する場
ば

を提
てい

供
きょう

することが重
じゅう

要
よう

だと考
かんが

えてい
ます。

志や夢を実現する力を育てる

全てのこどもに多様な学びの場を提供

不登校児のための
オンラインフリースクール

「SHINGAKU」

不登校のための
ポータルサイト
「ツナグバ」

通信制高校サポート校
「ゴールフリー高等学院」

成基コミュニティグループ
会長

佐
さ

々
さ

木
き

 喜
よ し

一
か ず

さん

　私たちは 1962
年の創業以来、学

がく

習
しゅう

、受
じゅ

験
けん

指導を通
とお

して、およそ 23
万人の卒業生を輩
出してきました。
もしかしたら、皆

みな

さ ん の、 お 父
とう

さ
ん、お母

かあ

さんが成基に通
かよ

われていたこ
とがあるかもしれません。
　これからの時

じ

代
だい

は「人
じん

生
せい

100 年時
代」と言

い

われています。今
いま

の中学生の
半
はん

分
ぶん

は 107 歳
さい

まで生
い

きるという予
よ

測
そく

も研
けん

究
きゅう

結
けっ

果
か

で出
で

ています。そんな時代
に大

たい

切
せつ

なことは、学び続
つづ

けていくこと
です。今の時代のスピードは速

はや

いで
す。新

あたら

しいことがすぐに古
ふる

くなってい
きます。だから常

つね

に学び続けることが
大切ですし、同

どう

時
じ

に、学び続ける意
い

味
み

や目
もく

的
てき

を持
も

ち続けることが大切です。
　そう考えると、「教育」や「学び」に
関
かん

する仕
し

事
ごと

は、これから社会がどのよ
うな状

じょう

況
きょう

になっても決
けっ

してなくならな
いし、むしろより必

ひつ

要
よう

とされるように
なってくるはずです。何

なん

歳
さい

になったと
しても、この世

よ

の中
なか

において、学びを
必要としない人は一人もいませんから。
　ぜひ皆さんも、時

とき

々
どき

、自
じ

分
ぶん

が学ぶ意
味や目的について考えてみてくださ
い。それが明

めい

確
かく

になることで、皆さん
の生き方

かた

や将来得
え

られる結
けっ

果
か

に大
おお

きな
違
ちが

いを生
う

むようになると思
おも

います。
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世代を超えて

　本
ほん

学院は1923年
ねん

に大
おお

阪
さか

の玉
たま

造
つくり

で開
かい

学
がく

し、2023年に創
そう

立
りつ

100周
しゅう

年を迎
むか

えました。藤
ふじの

森
もり

キャンパスは０歳
さい

から 18歳までが集
つど

う学
がく

園
えん

で、カトリッ
クの人

にん

間
げん

観
かん

・世
せ

界
かい

観に基
もと

づく教
きょう

育
いく

を通
とお

して、愛
あい

と奉
ほう

仕
し

と正
せい

義
ぎ

に生
い

き、平
へい

和
わ

な世界を築
きず

くことに積
せっ

極
きょく

的
てき

に貢
こう

献
けん

する人
にん

間
げん

の育
いく

成
せい

に取
と

り組
く

んでいます。

未来に向けて、
世界に羽ばたく人材の育成を目指す

学
がっ

校
こう

法
ほう

人
じん

 聖
せい

母
ぼ

女
じょ

学
がく

院
いん

　カトリックの価
か

値
ち

観に基づいた教育を通して、他
た

者
しゃ

を思
おも

いやり人
ひと

を愛す
ることの普

ふ

遍
へん

的
てき

な意
い

味
み

を深
ふか

く心
こころ

に刻
きざ

みながら日
ひ

々
び

学
まな

び、時
じ

代
だい

が変
か

わっても
揺
ゆ

らぐことない伝
でん

統
とう

的な価値観を身
み

に付
つ

けています。一
いっ

方
ぽう

、クラウド上
じょう

の
データやWebアプリを使

つか

いこなし、仲
なか

間
ま

との協
きょう

働
どう

作
さ

業
ぎょう

を繰
く

り返
かえ

す中
なか

で、
台
たい

頭
とう

してくるAI（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）と共
きょう

存
ぞん

できる「未
み

来
らい

に求
もと

められるスキル」と、
協
きょう

調
ちょう

性
せい

や独
どく

創
そう

力
りょく

、さらには高
こう

度
ど

な問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

力
りょく

を身に付けていきます。

カトリックの伝統的な価値観×未来のスキル

新体操部・ダンス部、全国の舞台へ

学校法人

　毎
まい

年
とし

6 月
がつ

に、次
じ

年
ねん

度
ど

に向
む

けて学校
説
せつ

明
めい

会
かい

を 行
おこな

い ま
す。説明会の日

ひ

に
ある男

だん

性
せい

が本
ほん

部
ぶ

に
来
こ

られ、私
わたし

宛
あて

に名
めい

刺
し

を預
あず

けて帰
かえ

られ
ました。名刺のお

名
な

前
まえ

は小
しょう

学校で担
たん

任
にん

した懐
なつ

かしい教
おし

え
子
ご

の A 君
くん

でした。連
れん

絡
らく

先
さき

にお電
でん

話
わ

をす
ると、わが子

こ

が小学校入
にゅう

学
がく

時
じ

期
き

になり
母
ぼ

校
こう

の説明会に参
さん

加
か

したとのこと。あ
りがたくうれしいお電話でした。
　A 君を担任していた時

とき

、お母
かあ

さま
に、本

ほん

学
がく

を選
えら

んだ動
どう

機
き

をお尋
たず

ねしたこ
とがありました。中

ちゅう

学校の教
きょう

師
し

だった
A 君のお母さまはこんなお話

はなし

をしてく
ださいました。「私が担

たん

当
とう

していた書
しょ

道
どう

の授
じゅ

業
ぎょう

で、みんなが丸
まる

めてゴミ箱
ばこ

に
突
つ

っ込
こ

んだ墨
すみ

だらけの半
はん

紙
し

を、授業後
ご

に 1 枚
まい

ずつしわを伸
の

ばし、きちんとそ
ろえて持

も

ってきてくれる一
ひと

人
り

の生
せい

徒
と

さ
んがいました。『まだもう 1 回

かい

練
れん

習
しゅう

に使
つか

えます。私が通
かよ

っていた学校でそう習
なら

いました』と満
まん

面
めん

の笑
え

顔
がお

で。彼
かの

女
じょ

の母
校が京

きょう

都
と

聖母学院だったのです。当
とう

時
じ

独
どく

身
しん

だった私は、子どもが産
う

まれたら
ぜひ入学させたいと思ったのです」。
　お母さまのその思いで入学、卒

そつ

業
ぎょう

し
ていった A 君が、親

おや

となってまた本学
にわが子を託

たく

そうとしてくれている
…。大

おお

きな喜
よろこ

びとともに、人を育
そだ

てる
大きな責

せき

任
にん

を痛
つう

感
かん

しています。

◎設立年／ 1923年
◎�園児・児童・生徒数／ 3,243 人
　※ 2024年 5月 1日現在

京都市伏見区深草田谷町 1

学校法人聖母女学院 
理事長

赤
あ か

野
の

 孝
こ う

一
い ち

さん
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◎創業年／ 1902年
◎従業員数／ �47,036人（内勤職員9,886

人、営業職員37,150人）
◎事業所／支社90、営業オフィス等1,085
※ 2024年 4月 1日現在

京都総合支社＝京都市中京区御池通東洞院
西入笹屋町435 京都御池第一生命ビル10階

　第一生命では、2015年
ねん

に「Run with You」プロジェクトを立
た

ち上
あ

げ、
京
きょう

都
と

マラソンなど、エリアを代
だい

表
ひょう

する市
し

民
みん

マラソン大
たい

会
かい

に協
きょう

賛
さん

し、地
ち

域
いき

の
皆
みな

さまの健
けん

康
こう

づくりや地域活
かっ

性
せい

化
か

を応
おう

援
えん

することで、地域課
か

題
だい

の解
かい

決
けつ

に取
と

り組
く

んでいます。

112 年目の役割保険 第
だい

一
いち

生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

人と人、地域や社会との「つながり・絆」
を通じ、QOL 向上や地域課題解決に貢献

　京都総
そう

合
ごう

支
し

社
しゃ

では、2021年より京都府
ふ

と共
きょう

催
さい

にて、地
じ

元
もと

を元
げん

気
き

にする
川
せん

柳
りゅう

コンクール「地元サラ川
せん

」を開
かい

催
さい

しています。23年は「京都スポーツ
サラ川」と銘

めい

打
う

って、「スポーツ」への思
おも

いを詰
つ

め込
こ

んだ川柳を募
ぼ

集
しゅう

しまし
た。「京都プロスポーツチームの応援」「京都でのスポーツの思い出

で

」をテ
ーマにしてユーモアあふれる作

さく

品
ひん

が多
た

数
すう

集
あつ

まりました。

川柳で地元を元気に！「地元サラ川」

「京都ハンナリーズ」とバスケ教室開催
　京都のスポーツ振

しん

興
こう

を目
もく

的
てき

に、地元
Bリーグ「京都ハンナリーズ」とパート
ナー協

きょう

定
てい

を結
むす

び、2022年より亀
かめ

岡
おか

市
し

・
福
ふく

知
ち

山
やま

市・宇
う

治
じ

市・京都市でハンナリ
ーズとのコラボ企

き

画
かく

「小
しょう

学
がく

生
せい

バスケッ
トボール教

きょう

室
しつ

」を開催しています。

第一生命保険株式会社 
京都総合支社長

　生命保険事
じ

業
ぎょう

は
「晴

は

れた日
ひ

に傘
かさ

を
売
う

る仕
し

事
ごと

」に例
たと

え
ら れ ま す。 晴 れ

（健康）の日に傘
（備

そな

え）の必
ひつ

要
よう

性
せい

は感
かん

じないかもし
れませんが、降

こう

水
すい

確
かく

率
りつ

90％ならどうでしょうか？傘を
「要

い

らない（IRANAI）」という方
かた

は予
よ

報
ほう

を「知
し

らない（SIRANAI）」だけかもし
れません。健康やお金

かね

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

サービスの「S」やリスク（危
き

険
けん

性
せい

）
に対

たい

するソリューション（解
かい

決
けつ

策
さく

）の
「S」を付

ふ

加
か

価
か

値
ち

として提供できれば
「知らなかった」と気

き

づきが生
う

まれ、行
こう

動
どう

を促
うなが

すきっかけを創
つく

り出
だ

せます。こ
れが生命保険会社の役

やく

割
わり

です。
　当

とう

社
しゃ

は 1902 年の創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

、社
しゃ

会
かい

保
ほ

障
しょう

制
せい

度
ど

の一
いち

翼
よく

を担
にな

い、時
じ

代
だい

に応
おう

じて
人
ひと

々
びと

の幸
しあわ

せの実
じつ

現
げん

や社会課題の解決に
努
つと

めてきました。万
まん

一
いち

の際
さい

の「保障」
を磨

みが

き続
つづ

けるだけでなく、「資
し

産
さん

形
けい

成
せい

・
承
しょう

継
けい

」「健康・医
い

療
りょう

」、さらには人
ひと

と人、
人と地域や社会との新

あたら

しい「つなが
り ・ 絆

きずな

」を通
つう

じて、お客
きゃく

さまの QOL
（生

せい

活
かつ

の質
しつ

）の向
こう

上
じょう

や地域の課題解決
に貢

こう

献
けん

しています。今
こ

年
とし

は第一生命京
都開

かい

設
せつ

112 年目
め

の年
とし

。「生
しょう

涯
がい

設
せっ

計
けい

プラ
ン」のコンサルティング（診

しん

断
だん

・助
じょ

言
げん

）
を通

つう

じ、安
あん

心
しん

と希
き

望
ぼう

にあふれた未
み

来
らい

創
そう

造
ぞう

のお手
て

伝
つだ

いをしてまいります。

岡
お か

崎
ざ き

 誠
まこと

さん
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◎創建年／ 874（貞観 16）年
◎開山／理源大師聖宝
◎�所蔵文化財数／国宝75,537点、国指定
重要文化財430点 ※ 2024年 5月時点

京都市伏見区醍醐東大路町 22

　874年
ねん

創
そう

建
けん

の真
しん

言
ごん

宗
しゅう

醍醐派
は

の総本山。弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

空
くう

海
かい

の孫
まご

弟
で

子
し

、理
り

源
げん

大
だい

師
し

聖
しょう

宝
ぼう

（832-909 年）による開
かい

山
さん

以
い

来
らい

、醍醐天
てん

皇
のう

をはじめ広
ひろ

く信
しん

仰
こう

を集
あつ

めて
きました。醍醐山

さん

一
いっ

帯
たい

に自
し

然
ぜん

豊
ゆた

かな境
けい

内
だい

を持
も

ち、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

も花
はな

見
み

を行
おこな

った
桜
さくら

の名
めい

所
しょ

。伝
でん

承
しょう

文
ぶん

化
か

財
ざい

は 15万
まん

点
てん

に及
およ

び、世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されています。

大自然への祈り
〜安心利他〜

寺院 総
そう

本
ほん

山
ざん

 醍
だい

醐
ご

寺
じ

太閤秀吉が花見を行った桜の名所
15 万点以上の文化財を今に伝える

　総本山であり世界遺産でもある醍醐寺は、拝
はい

観
かん

や年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ

だけでなく、
文化財の研

けん

究
きゅう

・保
ほ

護
ご

や展
てん

覧
らん

会
かい

の開
かい

催
さい

、人
ひと

や財
ざい

産
さん

の管
かん

理
り

、教
きょう

育
いく

活
かつ

動
どう

、企
き

業
ぎょう

と
の連

れん

携
けい

などさまざまな業
ぎょう

務
む

があるため、多
おお

くの僧
そう

侶
りょ

と一
いっ

般
ぱん

職
しょく

員
いん

が一
いっ

緒
しょ

に働
はたら

いています。僧侶は修
しゅ

行
ぎょう

だけでなく、パソコンを使
つか

ったデスクワークや会
かい

議
ぎ

もこなします。1100年以
い

上
じょう

の歴
れき

史
し

を未
み

来
らい

につなぐため、新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

や
考
かんが

えも取
と

り入
い

れ、皆
みな

で力
ちから

を合
あ

わせています。

意外と多様でデジタルなお寺の仕事

命の循環を学ぶ「京の杜プロジェクト」
　地

じ

元
もと

の小
しょう

学
がく

生
せい

が境内で集
あつ

めた落
お

ち葉
ば

で肥
ひ

料
りょう

を作
つく

り、校
こう

内
ない

で桜の苗
なえ

木
ぎ

を 1年
間
かん

育
そだ

てた後
あと

、東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

の被
ひ

災
さい

地
ち

の
小
しょう

学
がっ

校
こう

に植
しょく

樹
じゅ

しています。あらゆる命
いのち

に感
かん

謝
しゃ

し、先
せん

祖
ぞ

より受
う

け継
つ

いだ命を未
来へつなぐ教育活動を行っています。

千年建ち続ける国宝・五重塔と桜

醍醐小学校での桜の苗木贈呈式

　醍醐寺では、「自
じ

分
ぶん

のことばかりを
考えるのではなく、他

た

の命に思
おも

いを寄
よ

せるとき、心
こころ

に安心（あんじん）が得
え

られる」ことを「安心利他（あんじん
りた）」という言

こと

葉
ば

に表
あらわ

し、大
たい

切
せつ

にして
います。
　密

みっ

教
きょう

の世
せ

界
かい

では、自然の中
なか

に生
い

きる
喜
よろこ

びを感
かん

じ、他の命と共
とも

に生きること
を教

おし

えの柱
はしら

としています。今
いま

を生きる
私
わたし

たちの命は、たくさんの命によって
過
か

去
こ

からつながれてきたものです。私
たちは、目

め

に見
み

えない命のつながりの
中に存

そん

在
ざい

しており、このつながりを仏
ぶっ

教
きょう

では「縁（えにし）」と呼
よ

びます。　
　しかし、多くの恵

めぐ

みを与
あた

える大
だい

自然
はときに厳

きび

しい面
めん

を見
み

せ、私たちの
日
ひ

々
び

の平
へい

穏
おん

を壊
こわ

してしまうこともあり
ます。そのつらく厳しい状

じょう

況
きょう

の中で
も、他の人のために何

なに

かできないかと
悩
なや

み、他の命に心を寄せながら、お互
たが

いを思いやる心で人
ひと

々
びと

はその厳しさを
乗
の

り越
こ

えてきました。地
ち

球
きゅう

という小
ちい

さ
な星

ほし

の中で、私たちも自然の一
いち

部
ぶ

だと
考え、命のつながりと他の命を尊

そん

重
ちょう

す
る日本の文化や仏教の教えを、皆さん
にも大切にしていただきたいと思いま
す。
　豊かな自然と伝

でん

統
とう

ある歴史の中で本
ほん

年
ねん

開
かい

創
そう

1150 年を迎
むか

えた醍醐寺は、
「安心利他」の言葉に国

こっ

境
きょう

なき祈
いの

りを
込
こ

め、世界平
へい

和
わ

を一
いっ

心
しん

に願
ねが

い続
つづ

けま
す。

仲
な か

田
だ

 順
じゅん

英
え い

さん  総本山 醍醐寺 執行
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◎設立年／2010年（創業1717年）
◎従業員数／3,882人※2023年2月時点
◎店舗数／全国15店舗（分店・関連会社含む）

京都店＝京都市下京区四条高倉西入立売
西町 79番地

　創
そう

業
ぎょう

1717 年
ねん

、京
きょう

都
と

伏
ふし

見
み

で呉
ご

服
ふく

屋
や

「大
だい

文
もん

字
じ

屋
や

」を開
かい

業
ぎょう

しました。「先
せん

義
ぎ

後
こう

利
り

」（義を先
さき

にして利を後
あと

にする者
もの

は栄
さか

える）を経
けい

営
えい

理
り

念
ねん

にしています。江
え

戸
ど

・明
めい

治
じ

時
じだ

代
い

は京都市
し

内
ない

に複
ふく

数
すう

の店
てん

舗
ぽ

を営
えい

業
ぎょう

していましたが、1912年に
四
し

条
じょう

通
どおり

に進
しん

出
しゅつ

した際
さい

にデパート形
けい

式
しき

となりました。

 人々と共に、地域と共に、
環境と共に

百貨店 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

大
だい

丸
まる

松
まつ

坂
ざか

屋
や

百
ひゃっ

貨
か

店
てん

商品の販売や生活文化の紹介を通じ
地域社会の発展を共に歩む

　京都店
みせ

独
どく

自
じ

の取
と

り組
く

みである「古
こ

都
と

ご
とく京都プロジェクト（通

つう

称
しょう

KKP）」の活
かつ

動
どう

の一
いっ

環
かん

として、2020年 3月
がつ

に、大丸
があつらえたといわれる新

しん

選
せん

組
ぐみ

の「だん
だら羽

は

織
おり

」を復
ふく

元
げん

し、壬
み

生
ぶ

寺
でら

に奉
ほう

納
のう

しま
した。

復元「だんだら羽織」奉納　

京都は「ご縁」が可能性を広げる街
　街

まち

とのご縁
えん

で、京都の魅
み

力
りょく

を発
はっ

信
しん

す
るクラウドファンディング「みっけ！
kyoto」や、子

こ

どもたちへ学
まな

ぶ機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

する「きょうとっこがくえん」などを
実
じつ

現
げん

しました。これからもご縁が新
あたら

しい
可
か

能
のう

性
せい

を生
う

み出
だ

してくれると思
おも

います。

大丸京都店　四条正面入口

執行役員
大丸京都店長

山
や ま

崎
ざ き

 敏
と し

子
こ

さん

　皆
みな

さんの暮
く

らす
この京都は、古

いにしえ

よ
り 日

に

本
ほん

の 都
みやこ

と し
て、多

おお

くの学
がく

問
もん

、
芸
げい

術
じゅつ

そして日本文
ぶん

化
か

が花
はな

開
ひら

き、現
げん

代
だい

にまで継
けい

承
しょう

されて
きた世

せ

界
かい

に誇
ほこ

れる
街です。
　そして、先

せん

人
じん

の優
すぐ

れた成
せい

果
か

を伝
つた

える
だけでなく、時代時代の若

わか

者
もの

たちが新
しい生

い

き方
かた

を模
も

索
さく

し、古
ふる

く洗
せん

練
れん

された
ものと若く粗

あら

削
けず

りなものが、お互
たが

いを
刺
し

激
げき

し、ダイナミズムを生む、そんな
エネルギーを持

も

つ街だと思います。
　私

わたし

たち大丸京都店も、京都で商
しょう

売
ばい

を
する一

いち

員
いん

として、商
しょう

品
ひん

の販
はん

売
ばい

や、文化
の紹

しょう

介
かい

を通
つう

じて、人
ひと

と人、人と物
もの

、古
いものと新しいものが出

で

会
あ

い、エネル
ギーを生む、そんなお店を目

め

指
ざ

してい
ます。
　また、皆さんやもっと先

さき

の子どもた
ちの未

み

来
らい

に責
せき

任
にん

を持つ企
き

業
ぎょう

として、環
かん

境
きょう

や社
しゃ

会
かい

の課
か

題
だい

解
かい

決
けつ

にも、まじめに取
り組んでいきたいと考

かんが

えます。
　皆さんに「大丸、ちょっといいね」
と思ってもらえるよう、世界に誇れる
街・京都の中

なか

で、「人々と共
とも

に、地
ち

域
いき

と
共に、環境と共に」進

すす

んでゆきます。

谷
たに

 京
きょう

子
こ

さん（営業推進部、京都市伏見区出身）

復元  新選組「だんだら羽織」
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「ミライマチ宣言」

　大和ハウスグル
ー プ は 創

そう

業
ぎょう

100
周
しゅう

年
ねん

を 迎
むか

え る
2055 年にどんな
未来を創

つく

り出
だ

した
い の か を 考

かんが

え、
「生きる歓

よろこ

びを分
わ

かち合える世界の
実現に向

む

けて、再
さい

生
せい

と循
じゅん

環
かん

の社
しゃ

会
かい

イン
フラと生

せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

を創造する」という
「将

しょう

来
らい

の夢」を掲
かか

げました。
　将来の夢（パーパス）は、地

ち

域
いき

共生
活
かつ

動
どう

においても同
どう

様
よう

に、未来を見
み

据
す

え
た軸

じく

のある活動への進
しん

化
か

が求
もと

められて
います。そのため、地域共生活動が次

つぎ

のステージへと新
あら

たな一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

す
ために、未来ビジョン「ミライマチ宣

せん

言
げん

」を事業所
しょ

全
ぜん

員
いん

で考え、策
さく

定
てい

するこ
ととなりました。
　ここ京

きょう

都
と

において策定したミライマ
チ宣言は「あいでつながる伝

でん

統
とう

と創造
のマチ京都」。
　AI（人

じん

工
こう

知
ち

能
のう

）の進
しん

化
か

に代
だい

表
ひょう

される
ように急

きゅう

激
げき

に変
へん

化
か

していく社会の中
なか

で
も、「ふれあい」や「であい」を大

たい

切
せつ

に
して、人と人、人と街、人と自然がつ
ながっていく。そして、伝統を重

おも

んじ
ながらも常

つね

に新
あたら

しいものを生
う

み出して
いくマチでありたいという思

おも

いを込
こ

め
ています。その実現に向けて、地域の
皆
みな

さまと共に未来に向けて一歩ずつ前
ぜん

進
しん

してまいります。

　私
わたし

たちは、「人
ひと

・街
まち

・暮
く

らしの価
か

値
ち

共
きょう

創
そう

グループ」として、人
ひと

々
びと

と心
こころ

をつ
なぎ、自

し

然
ぜん

と共
きょう

生
せい

する街づくりと、幸
こう

福
ふく

で活
かつ

力
りょく

にあふれた生
い

き方
かた

の創
そう

造
ぞう

を通
つう

じて、未
み

来
らい

の景
け

色
しき

を開
ひら

いていきます。私たちが描
えが

く夢
ゆめ

は、人々の生
せい

が地
ち

球
きゅう

と
豊
ゆた

かに調
ちょう

和
わ

し、一
ひと

人
り

一人が自
じ

分
ぶん

らしく、お互
たが

いが認
みと

め合
あ

う世
せ

界
かい

の実
じつ

現
げん

です。

街づくりを通して未来の景色を開く

建設業 大
だい

和
わ

ハウス工
こう

業
ぎょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎従業員数／ �48,483人（連結）、�
16,135人（単体）�
※有期契約者を除いた人数�
※ 2024年 3月 31日

京都支店＝京都市伏見区竹田浄菩提院町
316番地

　私たちは「共
とも

に創
つく

る。共に生きる。」を基
き

本
ほん

姿
し

勢
せい

とし、さまざまな事
じ

業
ぎょう

を通じて、お
客
きゃく

さまと出
で

会
あ

い、共に歩
あゆ

んできました。お
客さまの声

こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けて、いま私たちに
できること。建

けん

設
せつ

業
ぎょう

にとどまらず、グルー
プの総

そう

力
りょく

を挙
あ

げています。

こんなところにも大和ハウスグループ

地域社会に密着した社会貢献を実施

「京都マラソン」ボランティア活動「祇園祭ごみゼロ大作戦」ボランティア活動

大和ハウス工業株式会社　
京都支店 支店長

坂
ば ん

東
ど う

 希
のぞむ

さん
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「なくてはならない会社」
として

　タキイ種苗は1835（天
てん

保
ぽう

6）年
ねん

創
そう

業
ぎょう

で、野
や

菜
さい

や花
はな

の品
ひん

種
しゅ

開
かい

発
はつ

を行
おこな

っています。
「おいしい」「きれい」「たくさん実

み

がなる」「病
びょう

気
き

に強
つよ

い」など、農
のう

家
か

の皆
みな

さ
んや家

か

庭
てい

菜
さい

園
えん

を楽
たの

しむ人
ひと

たちが安
あん

心
しん

して栽
さい

培
ばい

できる種
たね

を通
つう

じて、農
のう

園
えん

芸
げい

業
ぎょう

界
かい

に貢
こう

献
けん

しています。

新しい種の創造で、豊かな食文化と
潤いのある生活を実現する

種苗業 タキイ種
しゅ

苗
びょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／1835（天保6）年
◎従業員数／794人※2023年 4月時点
◎拠点数／25拠点（国内15・海外10）

本社＝京都市下京区梅小路通猪熊東入

　タキイ種苗は1905年に日
に

本
ほん

で初
はじ

めてカ
タログによる種苗の通

つう

信
しん

販
はん

売
ばい

を開
かい

始
し

、1985
年には日本のトマトのスタンダードとなっ
た「桃

もも

太
た

郎
ろう

トマト」を発
はつ

売
ばい

しました。また、
ヒマワリ「サンリッチ」はヨーロッパの花

か

き
市
し

場
じょう

でもシェアが高
たか

い品種です。

海外でも評価されるタキイの種

農園芸業界の発展のために

タキイの代表的なトマト「桃太郎」品種開発を行う研究農場

タキイ種苗株式会社 
代表取締役会長

瀧
た き

井
い

 傳
で ん

一
い ち

さん

サンリッチひまわり

　毎
まい

日
にち

口
くち

にする野
菜や、暮

く

らしを彩
いろど

る花。私
わたくし

どもは、
その種

しゅ

子
し

を生
せい

産
さん

・
供
きょうきゅう

給し、「タネか
ら始

はじ

まる無
む

限
げん

の創
そう

造
ぞう

性
せい

を活
い

かし、世
せ

界
かい

の人
ひと

々
びと

にとって
新
あたら

しい期
き

待
たい

と感
かん

動
どう

にあふれる、健
けん

康
こう

的
てき

で豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

の実
じつ

現
げん

に寄
き

与
よ

する」をミ
ッションに掲

かか

げています。創業以
い

来
らい

、
京
きょう

都
と

で種苗業にひたむきに取
と

り組
く

み、
国
こく

内
ない

はじめ世界 180 カ
か

国
こく

以
い

上
じょう

で当
とう

社
しゃ

の種が使
つか

われています。
　新しい種＝品種の開発は、10 年先

さき

の未
み

来
らい

を見
み

据
す

え、伝
でん

統
とう

的な品種改
かい

良
りょう

の
技
ぎ

術
じゅつ

と最
さい

先
せん

端
たん

の分
ぶん

子
し

生
せい

物
ぶつ

学
がく

を融
ゆう

合
ごう

して
取り組みます。食

しょく

と農のスタイルが変
か

わろうとも、自
し

然
ぜん

と向
む

き合
あ

い、高
こう

品
ひん

質
しつ

な種を安
あん

定
てい

的に生産し続
つづ

けることは、
種苗メーカーとしての社

しゃ

会
かい

的使
し

命
めい

だと
自
じ

負
ふ

しています。さらにこれからは、
野菜や花の生

せい

命
めい

を育
はぐく

む楽しさや喜
よろこ

び、
健康的で調

ちょう

和
わ

のとれた暮らしから得
え

ら
れる充

じゅう

実
じつ

感
かん

といったことを人々が共
とも

に
分
わ

かち合
あ

うライフスタイルや価
か

値
ち

観
かん

を
発
はっ

信
しん

することで、暮らしに寄
よ

り添
そ

い、
貢献していきたいと考

かんが

えています。
　確

たし

かな技術、農
のう

業
ぎょう

への情
じょう

熱
ねつ

と深
ふか

い愛
あい

情
じょう

と共に、真
しん

に豊かで持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社会
の実現に向

む

かって、「なくてはならな
い会社」としての役

やく

割
わり

を果
は

たすべく未
来志

し

向
こう

で前
ぜん

進
しん

してまいります。
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京都市下京区塩小路通西洞院東入�
東塩小路町 841-5

　当
とう

グループは京
きょう

都
と

で 60年
ねん

以
い

上
じょう

にわたり保
ほ

健
けん

・医
い

療
りょう

・介
かい

護
ご

・福
ふく

祉
し

のトー
タルケアを地

ち

域
いき

に提
てい

供
きょう

しています。はじまりは小
ちい

さな夜
や

間
かん

診
しん

療
りょう

所
じょ

でした
が、医療を望

のぞ

む声
こえ

は時
じ

代
だい

とともに大
おお

きくなり、今
いま

では京都府
ふ

内
ない

で 70 を超
こ

える施
し

設
せつ

を運
うん

営
えい

しています。今
こん

後
ご

も皆
みな

さんの期
き

待
たい

に応
こた

えてまいります。

医療・福祉の先進地域で
心を未来につなぐ

医療 武
たけ

田
だ

病
びょう

院
いん

グループ

地域の安心ある暮らしに欠かせない
医療・保健・福祉・介護を提供しています

　患
かん

者
じゃ

さんの治
ち

療
りょう

やご家
か

族
ぞく

を支
ささ

えるた
めには多

おお

くの専
せん

門
もん

家
か

の力
ちから

が必
ひつ

要
よう

です。医
い

師
し

や看
かん

護
ご

師
し

のほか、お薬
くすり

を用
よう

意
い

する薬
やく

剤
ざい

師
し

、介護を提供する介護福祉士
し

やケアマ
ネジャーなど、実

じつ

に 30 以上の職
しょく

種
しゅ

が力
を合

あ

わせているのです。

30 を超える職種が力を合わせています！

未来へ命をつなぐのが私たちの役割です
　病院はどんなところでしょう？病

びょう

気
き

やけがで行
い

くところ？もちろんそれも
ありますが、皆さんが病気にならない
よう健

けん

康
こう

を守
まも

り、未
み

来
らい

へと命
いのち

をつなぐ
のが大

たい

切
せつ

な役
やく

割
わり

です。安
あん

心
しん

ある地域で
あるよう日

ひ

々
び

努
ど

力
りょく

を続
つづ

けています。
◎開業／1961年
◎職員数／4,561人（2023年4月現在）

武田病院グループ
理事長

武
た け

田
だ

 隆
た か

久
ひ さ

さん

　古
ふる

くから京都は
医療・福祉の先

せん

進
しん

地域です。平
へい

安
あん

時
代や江

え

戸
ど

時代、そ
して近

きん

代
だい

も新
あら

たな
取
と

り組
く

みが次
つぎ

々
つぎ

と
行
おこな

われ、医療の発
はっ

展
てん

を通
つう

じて多くの
人
ひと

を救
すく

ってきました。私
わたし

たち武田病院
グループも偉

い

大
だい

な先
せん

人
じん

にならって最
さい

新
しん

の技
ぎ

術
じゅつ

・設
せつ

備
び

を常
つね

に取り入
い

れ、地域で
より良

よ

い医療を提供する努力を続けて
います。
 　この「良い医療」とは、どのような
ものでしょうか。私たちが目

め

指
ざ

すの
は、精

せい

神
しん

的
てき

・身
しん

体
たい

的・経
けい

済
ざい

的負
ふ

担
たん

を与
あた

えない医療・保健・福祉です。そこで
は、「かけがえのない生

せい

命
めい

を守る、かけ
がえのない医療を提供する」という思

おも

いが必要です。このためにも職
しょく

員
いん

一
ひと

人
り

一人が「かけがえのない人
にん

間
げん

」になれ
るよう、職

しょく

場
ば

の環
かん

境
きょう

づくりに力を注
そそ

い
でいます。
　世

よ

の中
なか

が変
か

わっていくに従
したが

い、医
療・福祉も大きく変わっていきますが、
根
こん

底
てい

にある「思いやり」という本
ほん

質
しつ

は
全
まった

く変わりません。これからもこの京
都で病院グループとしての役割を果

は

た
し、「思いやり」の心

こころ

を大切にしながら
地域とともに発展していくことが、私
たちの未来への約

やく

束
そく

です。
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　「たけびし」は、工
こう

場
じょう

の機
き

械
かい

や、スマートフォンの部
ぶ

品
ひん

、建
たて

物
もの

の設
せつ

備
び

（エレ
ベーター、空

くう

調
ちょう

）などを取
と

り扱
あつか

う会
かい

社
しゃ

（商
しょう

社
しゃ

）です。お客
きゃく

さまの課
か

題
だい

やニーズ
に対

たい

して、幅
はば

広
ひろ

い多
おお

くの製
せい

品
ひん

と最
さい

先
せん

端
たん

の技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

で解
かい

決
けつ

策
さく

を提
てい

案
あん

しています。
　私

わたし

たちは企
き

業
ぎょう

と企業を結
むす

ぶ橋
はし

渡
わた

し役
やく

として世
よ

の中
なか

を支
ささ

えています。

　当
とう

社
しゃ

はもうすぐ創
そう

業
ぎょう

100年
ねん

！ここまで成
せい

長
ちょう

してこられたのも地
じ

元
もと

・京
きょう

都
と

の支えがあっ
てこそ。そんな京都の発

はっ

展
てん

を応
おう

援
えん

する取り組
く

みとして、西
にし

京
きょう

極
ごく

にある陸
りく

上
じょう

競
きょう

技
ぎ

場
じょう

を「たけ
びしスタジアム京都」と名

な

付
づ

けました。
　これからも、京都と共

とも

に走
はし

り続
つづ

けます！

京都と二人三脚で走り続けます

「進取の精神」で
進化と変革を推進

商社 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

たけびし

最先端の技術力とネットワークで
お客さまの期待を超えていく

社内イベントとクラブ活動が充実！

仕事も遊びも全力投球☆毎年恒例のクリスマスパーティー

◎創業年／1926（大正15）年
◎従業員数／813人（連結）、415人（単独）
◎�拠点数／営業拠点 7 支店 1営業所、関
係会社 10社（国内 5社、海外 5社）

京都市右京区西京極豆田町 29

　当社は 1926 年
の 創 業 以

い

来
らい

、 京
都・滋

し

賀
が

地
ち

区
く

を主
しゅ

力
りょく

地
じ

盤
ばん

に、三
みつ

菱
びし

電
でん

機
き

製品を中
ちゅう

心
しん

とし
た産

さん

業
ぎょう

用
よう

電機・電
でん

子
し

機
き

器
き

を取り扱う
技術商社として、

多
おお

くのお客さまに支えられながら今
こん

日
にち

の経
けい

営
えい

基
き

盤
ばん

を築
きず

いてまいりました。
　現

げん

在
ざい

、当社は営
えい

業
ぎょう

拠
きょ

点
てん

を７支
し

店
てん

・１営
業所

しょ

、関
かん

係
けい

会社 10 社（国
こく

内
ない

５社・海
かい

外
がい

５社）へと拡
かく

大
だい

し、主
しゅ

力
りょく

の三菱電機製品
と多くのパートナー製品に加

くわ

え、当社
オリジナル製品やシステム開

かい

発
はつ

を組み
合
あ

わせた当社独
どく

自
じ

のソリューション（解
決策）を提

てい

供
きょう

し、お客さまの多
た

様
よう

な二ー
ズにお応

こた

えしております。現在、26 年
度
ど

に 向
む

け た 中
ちゅう

期
き

経 営 計
けい

画
かく

「T-Link 
1369 ～ Road to 100 th ～」をスター
トいたしました。前

ぜん

中期経営計画で築
き上

あ

げてきた成長戦
せん

略
りゃく

を進
しん

化
か

させると
ともに、既

き

存
ぞん

の枠
わく

組
ぐ

みを越
こ

えた変
へん

革
かく

に
挑
ちょう

戦
せん

し、デジタル変革（DX）・自
じ

動
どう

化
か

・
再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー関
かん

連
れん

など、成長市
し

場
じょう

における事
じ

業
ぎょう

拡
かく

大
だい

を推
すい

進
しん

いたしま
す。これからも、産業機器、半

はん

導
どう

体
たい

・デ
バイス、社

しゃ

会
かい

インフラ、情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

とい
う、幅広い事業分

ぶん

野
や

でお客さまの課題
解決に取り組む、「京都発

はつ

 最
さい

強
きょう

のトー
タルソリューション商社」として、社
会的

てき

変革に柔
じゅう

軟
なん

に適
てき

応
おう

しながら、時
じ

代
だい

の最先端で挑戦を続
つづ

けてまいります。

株式会社たけびし
代表取締役社長

岡
お か

垣
が き

 浩
ひ ろ

志
し

さん
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◎創業年／ 1901（明治 34）年
◎店舗数／�京都府内 9店舗、府外 5店舗�

飲食店４店舗

京都市左京区八瀬花尻町 41　 

　平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

、建
けん

礼
れい

門
もん

院
いん

（平
たいらの

清
きよ

盛
もり

の娘
むすめ

）が名
な

付
づ

けたと言
い

われる「しば漬
づ

け」を今
いま

に伝
つた

え「志
こころざし

を漬ける」という思
おも

いで「志ば漬」と命
めい

名
めい

しました。和
わ

食
しょく

と共
とも

に食
文
ぶん

化
か

を支
ささ

える食
しょく

品
ひん

メーカーとして、京
きょう

都
と

をはじめ全
ぜん

国
こく

14カ所
しょ

の店
てん

舗
ぽ

のほか、
かまどで炊

た

いたご飯
はん

で漬
つけ

物
もの

が楽
たの

しめる飲
いん

食
しょく

店
てん

を展
てん

開
かい

し日
に

本
ほん

の食文化を守
まも

り続
つづ

けています。　

　私
わたし

が社
しゃ

長
ちょう

就
しゅう

任
にん

と
ともに決

き

めた経
けい

営
えい

理
り

念
ねん

は、「温故一
新」。これは、必

かなら

ず、古き良
よ

きもの
の中

なか

から新しいも
のづくりを成

な

し遂
と

げるという理念で
す。創業以来守り続けてきた「志ば漬」
の歴

れき

史
し

は 122 年。今では「志ば漬」を
はじめ、30 種

しゅ

類
るい

を超
こ

えるお漬物の製
せい

造
ぞう

を手
て

掛
が

けています。
　伝

でん

統
とう

の技
わざ

を生
い

かした味
あじ

わいを広
ひろ

く伝
えたく、炊きたてご飯と共に数

かず

々
かず

のお
漬物をビュッフェスタイルで食

た

べられ
るお店

みせ

「竈
かまど

炊き立
た

てごはん圡井」を考
こう

案
あん

し出
しゅっ

店
てん

。お店では漬物由
ゆ

来
らい

の「漬け
る技」を生かし、サワラやサケ、「京

きょう

の
もち豚

ぶた

」などを西
さい

京
きょう

漬けにアレンジし
て提

てい

供
きょう

しています。今
こん

後
ご

は、この総
そう

菜
ざい

の作
つく

り方
かた

や魅
み

力
りょく

を分
わ

かりやすくお伝え
しご家

か

庭
てい

でも味わっていただけるよう
努
つと

めてまいります。また、「志ば漬」の
もととなる自

じ

家
か

栽培の「ちりめん赤紫
蘇」のジュースやゆずジュース、洋

よう

菓
が

子
し

とコラボしたシフォンケーキや「志
ば漬」とラズベリーを合

あ

わせたチーズ
ケーキなどの商

しょう

品
ひん

化
か

を通
つう

じ、いつの時
代もライフスタイルやニーズに合わせ
た提

てい

案
あん

を心
こころ

掛
が

けています。
　これからも幅

はば

広い世
せ

代
だい

を対
たい

象
しょう

に、本
ほん

物
もの

志
し

向
こう

で由来や技を生かしたものづく
りに果

か

敢
かん

に挑
ちょう

戦
せん

してまいります。

古き良きものを学び、
夢を描く

食品メーカー 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

土
ど

井
い

志
し

ば漬
づけ

本
ほん

舗
ぽ

伝統を重んじつつチャレンジを重ね
和食と共に日本の食文化を継承する 

　当
とう

社
しゃ

の「志ば漬」には葉
は

の柔
やわ

らかさや
香
かお

り、色
いろ

など、「志ば漬」づくりに欠
か

かせ
ない特

とく

性
せい

を備
そな

えた「ちりめん赤
あか

紫
じ

蘇
そ

」と
いう大

おお

原
はら

で栽
さい

培
ばい

される特
とく

産
さん

のシソのみを
用
もち

いています。創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

のこだわりとし
て今に伝

つた

わります。

環境を守り素材にこだわり本物をつくる

「温故一新」の精神を貫く　
　古

ふる

くからの言
い

い伝えはかたくなに守
り続け、また新

あたら

しいことを否
ひ

定
てい

せず、む
しろそれを面

おも

白
しろ

いと捉
とら

えてどんどん形
かたち

にします。
　当社が掲

かか

げる「温
おん

故
こ

一
いっ

新
しん

」という言
こと

葉
ば

には、こんな社
しゃ

風
ふう

が表
ひょう

現
げん

されています。

株式会社土井志ば漬本舗　
代表取締役社長

土
ど

井
い

 健
け ん

資
す け

さん
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企業文化伝承による
未来への挑戦

　ＴＯＷＡは、半
はん

導
どう

体
たい

のチップを樹
じゅ

脂
し

でくるんで保
ほ

護
ご

する装
そう

置
ち

を製
せい

造
ぞう

して
います。半導体はチップのままでは熱

ねつ

や埃
ほこり

に弱
よわ

いので保護する必
ひつ

要
よう

がある
のです。半導体メーカーはこの装置をＴＯＷＡから購

こう

入
にゅう

して半導体を製造
します。ＴＯＷＡはこの分

ぶん

野
や

の装置で世
せ

界
かい

トップシェアを誇
ほこ

っています。

世界の半導体メーカーを支える技術力

半導体
製造装置

T
トーワ

OWA株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／1979年
◎従業員数／623人（単体）1,985人（連結）
◎拠点数／�国内10カ所、海外15カ所

本社＝京都市南区上鳥羽上調子町５番地

社会の発展に不可欠な装置を製造

　ＴＯＷＡの装置は世界中
じゅう

の半導体メー
カーで使

し

用
よう

されています。ＴＯＷＡの装
置を使

つか

って製造された半導体はスマホや
ゲーム機

き

、家
か

電
でん

、自
じ

動
どう

車
しゃ

など身
み

の周
まわ

りの
あらゆる製

せい

品
ひん

に使用されており、私
わたし

たち
の生

せい

活
かつ

を支
ささ

えています。

チーム力と技術で問題を解決、皆で成長
　「世界トップクラスの技

ぎ

術
じゅつ

力
りょく

を持
も

つ企
き

業
ぎょう

で活
かつ

躍
やく

したい」と思
おも

い入
にゅう

社
しゃ

しました。
チーム一

いち

丸
がん

となって装置の調
ちょう

整
せい

作
さ

業
ぎょう

で
発
はっ

生
せい

する問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

し、お客
きゃく

さまに喜
よろこ

んでいただくことで、皆
みな

が成
せい

長
ちょう

してい
ける職

しょく

場
ば

を目
め

指
ざ

しています。

　 当
とう

社
しゃ

は 創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

、40 年
ねん

以
い

上
じょう

に
わたり、半導体を
樹脂でくるむ装置
を開

かい

発
はつ

・製造して
おります。半導体
パッケージの最

さい

小
しょう

化
か

、極
ごく

薄
うす

化、高
こう

機
き

能
のう

化に対
たい

応
おう

する当社独
どく

自
じ

の成
せい

形
けい

手
しゅ

法
ほう

で
ある「コンプレッション技術」など、業

ぎょう

界
かい

に技術革
かく

新
しん

を起
お

こし、モールディン
グ装置の世界トップシェア企業とし
て、半導体産

さん

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

してまい
りました。近

きん

年
ねん

、AI（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）や EV
（電

でん

気
き

自動車）などの社
しゃ

会
かい

に不
ふ

可
か

欠
けつ

と
なる新

あら

たな技術の進
しん

展
てん

により半導体の
高機能化が進

すす

み、半導体をパッケージ
するなどの「後

あと

工
こう

程
てい

」に要
よう

求
きゅう

される技
術難

なん

易
い

度
ど

が高
たか

まることで、モールディ
ング装置の重

じゅう

要
よう

性
せい

も高まっています。
今
こん

後
ご

も、業界をリードする企業とし
て、これまでに培

つちか

ってきたモノづくり
への熱

あつ

い思いや技術水
すい

準
じゅん

向
こう

上
じょう

への挑
ちょう

戦
せん

心
しん

を未
み

来
らい

へと伝
でん

承
しょう

し、絶
た

えずイノベー
ション（技術革新）を起こし、ソリュ
ーション（解決策

さく

）提
てい

案
あん

を続
つづ

けること
で社会の発展に貢献してまいります。
また、人

ひと

は会
かい

社
しゃ

にとってかけがえのな
い財

ざい

産
さん

と考
かんが

え、社
しゃ

員
いん

一
ひと

人
り

一人の健
けん

康
こう

と
働
はたら

きがいを第
だい

一
いち

とし、多
た

様
よう

な価
か

値
ち

観
かん

を
持
も

つ社員がやりがいを感
かん

じ笑
え

顔
がお

で働け
る会社を目

め

指
ざ

して、「人
じん

財
ざい

」育
いく

成
せい

や健康
経
けい

営
えい

の推
すい

進
しん

に取
と

り組
く

んでまいります。

TOWA株式会社 �
代表取締役社長

岡
お か

田
だ

 博
ひ ろ

和
か ず

さん

小
こ

林
ばやし

 和
かず

嵯
さ

さん（生産本部 システム生産技術部、京都市左京区出身）
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人やまちを
「つなぐ」「まもる」

　NTT 西日本は、
“ソーシャル ICT
パイオニア”とし
て地域の抱

かか

えるさ
ま ざ ま な 課

か

題
だい

を
ICT を活

かつ

用
よう

して皆
みな

さんと一
いっ

緒
しょ

に解
かい

決
けつ

していきたいと考
かんが

えています。
　私

わたし

たちが持
も

つ技
ぎ

術
じゅつ

やサポート力
りょく

が京
都の皆さまのお役

やく

に立
た

てないか、ま
た、一緒に将

しょう

来
らい

を創
つく

っていくためには
どんな価

か

値
ち

を創
そう

造
ぞう

していけばよいのか
などを考え、「地域の皆さまのパート
ナー」として、さまざまなテーマにお
いてICTの活用による課題解決の取

と

り
組
く

みを行
おこな

っています。
　同

どう

時
じ

に、社会を支え、生活を守る重
要なインフラ（社会の基

き

盤
ばん

）を提供す
る事業者

しゃ

として、自
し

然
ぜん

災害やサイバー
攻
こう

撃
げき

のような脅
きょう

威
い

にも対
たい

応
おう

し、安心 ・
安全で信頼性の高い通信サービスを提
供していきます。
　私たちは、変

か

わらないこと・変える
ことの両

りょう

方
ほう

を大
だい

事
じ

にし、これからも人
ひと

やまちを「つなぐ」「まもる」という変
わらぬ使

し

命
めい

を果
は

たし続
つづ

け、「これまで」
と「これから」をつなぎ、「あした」を
創っていきたいと考えています。

持続可能な社会を築くため、
ICT を活用してさまざまな課題を解決

情報・通信

西
にし

日
に

本
ほん

電
でん

信
しん

電
でん

話
わ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

　
京

きょう

都
と

支
し

店
てん

◎設立年／ 1999年
◎従業員数／ �1,400 人（NTT西日本グ

ループ：34,900 人）
◎事業所／�本社（各府県に設置、30支店）

京都市中京区烏丸三条上ル場之町604

　地
じ

震
しん

など大
だい

規
き

模
ぼ

災
さい

害
がい

が発
はっ

生
せい

した際
さい

、安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

やお見
み

舞
ま

い、問
と

い合
あ

わせなど
が被

ひ

災
さい

地
ち

に集
しゅう

中
ちゅう

し、電話がつながりにくい状
じょう

況
きょう

（輻
ふく

輳
そう

）が発
はっ

生
せい

します。
　災害発生時

じ

に、安否などの情
じょう

報
ほう

を肉
にく

声
せい

により録
ろく

音
おん

再
さい

生
せい

するボイスメール
サービス「災害用

よう

伝
でん

言
ごん

ダイヤル（171）」やインターネット上
じょう

の伝言板
ばん

にテキ
スト文

ぶん

章
しょう

を登
とう

録
ろく

・閲
えつ

覧
らん

する「災害用伝言板（web171）」を提供し安心・安
全に努

つと

めています。

災害用伝言ダイヤルなどの提供

「もしも」の時に…“大事な人との連絡方法”

　NTT西日本は、国
こく

内
ない

電
でん

気
き

通
つう

信
しん

事
じ

業
ぎょう

における府
ふ

内
ない

通信サービス、およびそ
れに関

かん

連
れん

する事業などを展
てん

開
かい

しており、社
しゃ

会
かい

を支
ささ

え、生
せい

活
かつ

を守
まも

る重
じゅう

要
よう

なイン
フラを提

てい

供
きょう

する企
き

業
ぎょう

として、安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

で信
しん

頼
らい

性
せい

の高
たか

い通信サービスの提供
と持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な地
ちい

域
き

活
かっ

性
せい

化
か

をめざしています。

西日本電信電話株式会社 
京都支店長

重
し げ

田
た

 敦
あ つ

史
し

さん
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　 EVやPHV（プラグインハイブリッド
車）などの自動車のバッテリーと、家庭
の電気をつなげて、双

そう

方
ほう

向
こう

で利用できる
電気機

き

器
き

です。車
くるま

の電
でん

力
りょく

を家庭で使
し

用
よう

、
家庭から車に倍

ばい

速
そく

充
じゅう

電
でん

でき、カーボンニ
ュートラルに貢

こう

献
けん

する技術です。

◎設立／1950年
◎従業員数／ �5,408 人（連結）�

※ 2023年3月31日現在
◎拠点数／国内 24カ所、海外 20カ所

　 家
か

庭
てい

用
よう

蓄
ちく

電
でん

システムを業
ぎょう

界
かい

に先
さき

駆
が

けて市
し

場
じょう

に導
どう

入
にゅう

し、業界をリードする
企
き

業
ぎょう

として拡
かく

大
だい

を続
つづ

けてきました。太
たい

陽
よう

電
でん

池
ち

、EV(電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

) の電池と蓄
電池を連

れん

携
けい

させ、太陽光
こう

で発
はつ

電
でん

した電気を家庭だけでなく、EVにも利
り

用
よう

で
きる「トライブリッド蓄電システム®」は、ニチコン独

どく

自
じ

の技
ぎ

術
じゅつ

です。

車から放電できる「EV パワー・ステーション ®」

電力の“家産家消”で
社会課題の解決に貢献

製造業 ニチコン株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

電力を家で作って家で使う
「家産家消」を提案

EV の普及に貢献する中核の部品
　EVのモーター駆

く

動
どう

用
よう

の部
ぶ

品
ひん

に用
もち

いら
れる当

とう

社
しゃ

のフィルムコンデンサーは、
高
こう

性
せい

能
のう

、長
ちょう

寿
じゅ

命
みょう

で安
あん

全
ぜん

性
せい

が高
たか

いことか
ら、国

こく

内
ない

外
がい

の自動車メーカーの高い評
ひょう

価
か

を獲
かく

得
とく

しており、現
げん

在
ざい

、急
きゅう

拡大する需
じゅ

要
よう

に対
たい

応
おう

しています。

京都市中京区烏丸通御池上ル

　突
とつ

然
ぜん

の停
てい

電
でん

や電
気代

だい

の上
じょう

昇
しょう

など、
電気の問

もん

題
だい

は私
わたし

た
ちの生

せい

活
かつ

に大
おお

きな
影
えい

響
きょう

を与
あた

えます。
　さらに温

おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスの排
はい

出
しゅつ

を実
じっ

質
しつ

ゼロにする「カー
ボンニュートラル」実

じつ

現
げん

に向
む

けた動
うご

き
が世

せ

界
かい

的
てき

に加
か

速
そく

する中
なか

、電気自動車
(EV)の普

ふ

及
きゅう

も拡大しつつあります。そ
こで当社は電力を家

いえ

で作
つく

って家で使
つか

う
「家

か

産
さん

家
か

消
しょう

」を提
てい

案
あん

しています。
　ニチコンは業界に先駆けて、太陽光
発電を無

む

駄
だ

なく有
ゆう

効
こう

活
かつ

用
よう

できるさまざ
まな製

せい

品
ひん

を市場に展
てん

開
かい

してきました。
世 界 で 初

はじ

め て「V2H（Vehicle to 
Home）システム」を開

かい

発
はつ

し、さらに
太陽光で発電した電気を家庭だけでな
く EV にも活用できる「トライブリッ
ド蓄電システム」も販

はん

売
ばい

しています。
　当社は、「価

か

値
ち

ある製品を創
そう

造
ぞう

し、明
あか

るい未
み

来
らい

社
しゃ

会
かい

づくりに貢
こう

献
けん

する」とい
う経

けい

営
えい

理
り

念
ねん

を掲
かか

げ、グループ一
いち

丸
がん

で社
しゃ

会
かい

的
てき

価値と経
けい

済
ざい

的価値の創
そう

出
しゅつ

に努
つと

めて
います。
　これからも人

ひと

々
びと

の日
ひ

々
び

の暮
く

らしから
社会課

か

題
だい

の解
かい

決
けつ

に至
いた

るまで、幅
はば

広
ひろ

くサ
ステナブル（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

）な社会の実
じつ

現
げん

に貢献してまいります。

トライブリッド蓄電システム®（ESS-T3 シリーズ）

ニチコン株式会社�
代表取締役会長

武
た け

田
だ

 一
い っ

平
ぺ い

さん

EVパワー・ステーション ®

「EV・PHV・FCV用フィルムコンデンサ」
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世界で活躍し、経済・社会
の発展に貢献する

　1929年
ねん

に京
きょう

都
と

で創
そう

業
ぎょう

。印
いん

刷
さつ

技
ぎ

術
じゅつ

に「ラミネーション」「コーティング」
「成

せい

形
けい

」といったさまざまな加
か

工
こう

技術を組
く

み合
あ

わせて事
じ

業
ぎょう

を多
た

様
よう

化
か

し、活
かつ

躍
やく

の場
ば

を世
せ

界
かい

に広
ひろ

げてきました。現
げん

在
ざい

の主
しゅ

要
よう

事業は、「産
さん

業
ぎょう

資
し

材
ざい

」「ディバイ
ス」「メディカルテクノロジー」の 3事業。

確かな技術の蓄積で
さまざまな事業を世界に向けて展開

製造業 N
ニッシャ

ISSHA株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎創業年／ 1929年
◎従業員数／ �5,314 人 （連結）�

※ 2024年 3月末現在
◎拠点数／国内・海外 49カ所

京都市中京区壬生花井町 3

　NISSHA は世界
中で事業を展

てん

開
かい

し
ている企

き

業
ぎょう

です。
事業の内

ない

容
よう

は、自
動車やタブレット
端
たん

末
まつ

に使われる高
こう

機
き

能
のう

な部
ぶ

品
ひん

や資材
を製

せい

造
ぞう

し販
はん

売
ばい

して
いる他

ほか

、低
てい

侵
しん

襲
しゅう

（病
びょう

気
き

治
ち

療
りょう

時
じ

に患
かん

者
じゃ

の
身
しん　たい

体の負
ふ

担
たん

を減
へ

らす方
ほう

法
ほう

）の手
しゅ

術
じゅつ

機
き

器
き

を中
ちゅう

心
しん

とした医
い

療
りょう

機器を手
て

掛
が

けていま
す。いずれも高

こう

度
ど

で洗
せん

練
れん

された加工技
術が使われています。NISSHA は京都
市
し

中
なか

京
ぎょう

区
く

に本
ほん

社
しゃ

を置
お

いていますが、お
客
きゃく

さま企業は世界各
かっ

国
こく

にいることか
ら、研

けん

究
きゅう

開
かい

発
はつ

、営
えい

業
ぎょう

所
しょ

、生
せい

産
さん

工
こう

場
じょう

を多
おお

くの国
くに

に配
はい

置
ち

しています。NISSHA で
働
はたら

く社
しゃ

員
いん

の比
ひ

率
りつ

は、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

が 37％
であるのに対

たい

して海
かい

外
がい

では 63％です。
多
た

国
こく

籍
せき

で異
こと

なった能
のう

力
りょく

の人
ひと

々
びと

が集
あつ

まる
と、会社はパワフルになります。
　当社は 1929 年に京都市で創業し、
その頃

ころ

は高
こう

級
きゅう

美
び

術
じゅつ

印刷を扱う小
ちい

さな町
まち

工
こう

場
ば

でした。技術に磨
みが

きをかけて成
せい

長
ちょう

し、業
ぎょう

界
かい

では「技術の NISSHA」と評
ひょう

価
か

されました。当社は、次
つぎ

々
つぎ

と新
あたら

しい
技術を導

どう

入
にゅう

し、事業の範
はん

囲
い

を拡
かく

大
だい

し続
つづ

けるうちに、会社の技術が蓄
ちく

積
せき

され、
社員の能力も向

こう

上
じょう

しました。私
わたし

たち
は、常

つね

に未
み

来
らい

志
し

向
こう

であり、新しい価
か

値
ち

を生
う

み出
だ

す情
じょう

熱
ねつ

に満
み

ちています。それ
が成長の原

げん

動
どう

力
りょく

であり、経
けい

済
ざい

・社
しゃ

会
かい

へ
の貢

こう

献
けん

につながっています。

　自
じ

動
どう

車
しゃ

の内
ない

装
そう

・外
がい

装
そう

や家
か

電
でん

を美
うつく

しく
彩
いろど

るパーツ、タブレットやゲーム機
き

に
使
つか

われるタッチパネルなど、当
とう

社
しゃ

の製
せい

品
ひん

はさまざまな場
ば

面
めん

で使
し

用
よう

されてい
ます。皆

みな

さんも知
し

らないうちに、使っ
ているかもしれません。

　主
おも

に植
しょく

物
ぶつ

由
ゆ

来
らい

の材
ざい

料
りょう

を用
もち

いたパッケ
ージ向

む

けの資材を提
てい

供
きょう

しています。石
せき

油
ゆ

由来のプラスチックに代
か

わる環
かん

境
きょう

に
やさしい製品として、世界中

じゅう

から注
ちゅう

目
もく

されています。

車からタブレット端末まで、身近なあらゆる製品に

脱プラスチックに貢献する製品を提供

NISSHA株式会社　
代表取締役社長

鈴
す ず

木
き

 順
じゅん

也
や

さん



51

確かな技術力で
未来社会に貢献する

　電
でん

気
き

は発
はつ

電
でん

所
しょ

で作
つく

られて、変
へん

電
でん

所
しょ

を経
へ

て鉄
てつ

道
どう

・工
こう

場
じょう

・ショッピングモール・
各
かく

家
か

庭
てい

に届
とど

きます。この一
いち

連
れん

のネットワークが「電
でん

力
りょく

インフラ」です。質
しつ

の良
よ

い電気を安
あん

全
ぜん

かつ安
あん

定
てい

的
てき

に届けるのに欠
か

かせない電力機
き

器
き

関
かん

連
れん

の設
せつ

備
び

を中
ちゅう

心
しん

に、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社
しゃ

会
かい

を支
ささ

える製
せい

品
ひん

・サービスを提
てい

供
きょう

しています。

電気の技術でみんなの身近なくらしを
支えています

電力機器
関連製品

日
にっ

新
しん

電
でん

機
き

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

◎設立／1917年
◎従業員数／�約 5,000人（連結）
◎拠点数／国内34カ所、海外17カ所

京都市右京区梅津高畝町 47番地

　同
おな

じ製品でもお客
きゃく

さまの条
じょう

件
けん

によって
仕
し

様
よう

を変
か

えています。設
せっ

置
ち

スペースが少
すく

ない場
ば

合
あい

はよりコンパクトに、沿
えん

岸
がん

部
ぶ

の
場合は潮

しお

風
かぜ

の塩
えん

分
ぶん

にも耐
た

えられる仕様に
するなど、あらゆる工

く

夫
ふう

をしています。 

　電力インフラを支
ささ

える当
とう

社
しゃ

の事
じ

業
ぎょう

は
SDGsとも深

ふか

く関連しています。「持続
可能な地

ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

とあらゆる人
ひと

々
びと

が活
かつ

躍
やく

する社会の実
じつ

現
げん

」を目
もく

標
ひょう

に掲
かか

げ、環境
に配

はい

慮
りょ

した製品を開
かい

発
はつ

・納
のう

入
にゅう

すること
で地球環境保

ほ

全
ぜん

に貢
こう

献
けん

しています。

一つ一つお客さまに合わせたモノづくり

持続可能な地球環境を目指して

　 日 新 電 機 は、
1917 年

ねん

に京
きょう

都
と

で
生
う

まれ、以
い

来
らい

京都
の発

はっ

展
てん

とともに成
せい

長
ちょう

してきました。
主
おも

に 電 力 会 社 や
鉄道、工場、ショ
ッピングモールな

どで使
つか

う電気を安全・安
あん

心
しん

に届けるた
めの電力機器関連設備の製

せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

を
しています。
　近

きん

年
ねん

、環境意
い

識
しき

の高
たか

まりや SDGs（持
続可能な開発目標）による持続可能な社
会の実現に向

む

けた取
と

り組
く

みが注
ちゅう

目
もく

され
てきています。当

とう

社
しゃ

グループでは、
2050 年の未

み

来
らい

に目
め

を向け、さまざまな
社会課

か

題
だい

の解
かい

決
けつ

に向けて取り組んでい
ます。例

たと

えば、環境にやさしい製品やエ
ネルギーを効

こう

率
りつ

的
てき

に使う製品などを生
う

み出
だ

すこともその一
ひと

つです。激
げき

変
へん

する
環境の中

なか

、変
へん

化
か

へいち早
はや

く適
てき

応
おう

するだ
けでなく、自

みずか

ら変化を作り出すため、
「変

か

える・変わる」という意
い

味
み

を込
こ

めた
「日

にっ

新
しん

一
いっ

新
しん

」という合
あい

言
こと

葉
ば

の下
もと

に、さま
ざまなことにチャレンジし、より「いい
会社・強

つよ

い会社」にしていこうとしてい
ます。これからも 100 年以

い

上
じょう

続
つづ

く歴
れき

史
し

に基
もと

づく確
たし

かな技
ぎ

術
じゅつ

力
りょく

で SDGs 目標の
達
たっ

成
せい

に向けた取り組みを通
つう

じて、持続
可能な未来社会の創

そう

造
ぞう

に貢献していき
ます。

日新電機株式会社　
代表取締役社長

松
ま つ

下
し た

 芳
よ し

弘
ひ ろ

さん

「電力用コンデンサ」
（電気を効率良く使うために電圧を整える機器）



52

祈りの心と共に
文化を育み次世代へ

　仁和寺は888（仁和4）年
ねん

に第
だい

59代
だい

宇
う

多
だ

天
てん

皇
のう

によって建
た

てられた寺
じ

院
いん

で
す。真

しん

言
ごん

宗
しゅう

の開
かい

祖
そ

である弘
こう

法
ぼう

大
だい

師
し

（空
くう

海
かい

）の教
おし

えを人
ひと

々
びと

に伝
つた

えたり実
じっ

践
せん

した
りするための修

しゅ

行
ぎょう

をする場
ば

所
しょ

ですが、参
さん

拝
ぱい

に来
こ

られた方
かた

の心
こころ

が安
やす

らぎ、お参
まい

りして良
よ

かったと思
おも

える信
しん

仰
こう

の場所となるよう日
ひ

々
び

努
ど

力
りょく

しています。

千年の歴史を守り伝える
天皇ゆかりの寺

寺院 総
そう

本
ほん

山
ざん

 仁
にん

和
な

寺
じ

◎創建年／888（仁和4）年
◎建立・造営した人物／第59代宇多天皇
◎所蔵文化財数／国宝12件
　　　　　　　　重要文化財47件

京都市右京区御室大内 33

次世代への文化支援
　2018（平

へい

成
せい

30）年より次
じ

世
せ

代
だい

への文
化支

し

援
えん

として「仁和寺御
ご

所
しょ

庭
てい

園
えん

」「霊宝
館」などの拝

はい

観
かん

料
りょう

を高
こう

校
こう

生
せい

以
い

下
か

無
む

料
りょう

とし
ました。学

がく

生
せい

の学
まな

びの場
ば

、学びから歴史
や文化発

はっ

信
しん

の場となるよう支援してい
きます。

仁和寺霊宝館とは

　仁和寺には霊
れい

宝
ほう

館
かん

という宝
ほう

物
もつ

を公
こう

開
かい

する施
し

設
せつ

があります。宝物とは仏
ぶつ

像
ぞう

や仏
ぶつ

画
が

といった寺院にとって大
たい

切
せつ

なもの、当
とう

時
じ

の歴
れき

史
し

を記
しる

す古
こ

文
もん

書
じょ

類
るい

など
を指

さ

します。また霊宝館には学
がく

芸
げい

員
いん

と呼
よ

ばれる国
こっ

家
か

資
し

格
かく

を持
も

った専
せん

門
もん

員
いん

が
います。学芸員は研

けん

究
きゅう

・調
ちょう

査
さ

、収
しゅう

集
しゅう

・展
てん

示
じ

、保
ほ

存
ぞん

・管
かん

理
り

を行
おこな

う職
しょく

務
む

です。
宝物を後

こう

世
せい

に残
のこ

しつつ霊宝館で公開することで、来られた方に歴史や文
ぶん

化
か

、存
そん

在
ざい

価
か

値
ち

を伝える大
だい

事
じ

な仕
し

事
ごと

です。

　仁和寺は宇多天
皇を開

かい

山
さん

（寺院を
創
そう

始
し

すること）法
ほう

皇
おう

とし、888 年の
創
そう

建
けん

より令
れい

和
わ

の時
じ

代
だい

まで、弘法大師
空海を宗

しゅう

祖
そ

（宗
しゅう

派
は

を興
おこ

した人）とす
る真言宗の法

ほう

灯
とう

（教え）を継
けい

承
しょう

してお
ります。応

おう

仁
にん

の乱
らん

など幾
いく

度
ど

もの困
こん

難
なん

が
ありましたが、創建当

とう

初
しょ

から時代の変
へん

化
か

に対
たい

応
おう

しながら所
しょ

有
ゆう

する文化財
ざい

を守
まも

り伝えてきました。この精
せい

神
しん

は、宇多
法皇の「祈

いの

りの心」と共
とも

に脈
みゃく

々
みゃく

と継承
され生

い

き続
つづ

けているように思
おも

います。
　当

とう

寺
じ

は、皇
こう

族
ぞく

が歴
れき

代
だい

門
もん

跡
ぜき

に就
つ

いたこ
とで朝

ちょう

廷
てい

や文化人
じん

と緊
きん

密
みつ

な関
かん

係
けい

を築
きず

き、特
とく

に平
へい

安
あん

時代には貴
き

族
ぞく

や有
ゆう

名
めい

歌
か

人
じん

が集
つど

い和
わ

歌
か

会
かい

が開
かい

催
さい

されるなど、仁和
寺文化と言われるまでに至

いた

っておりま
した。古

こ

典
てん

文
ぶん

学
がく

には、文
ぶん

芸
げい

、絵
かい

画
が

、建
けん

築
ちく

などの文化を発信する場としての御
お

室
むろ

御所が描
えが

かれました。芸
げい

術
じゅつ

や文化を
育
はぐく

み花
はな

開
ひら

く場として人々に感
かん

動
どう

を与
あた

え
てきたことは、長

なが

い歴史の中
なか

でも貴
き

重
ちょう

な財
ざい

産
さん

となっております。世
せ

界
かい

遺
い

産
さん

仁
和寺では、広

ひろ

い意
い

味
み

での文化財保
ほ

護
ご

活
かつ

動
どう

の一
いち

助
じょ

として、御室芸術祭
さい

をはじ
め、現

げん

代
だい

の芸術作
さく

品
ひん

を後世に残す取
と

り
組
く

みを長
ちょう

期
き

的
てき

に行
おこな

ってまいります。社
しゃ

会
かい

環
かん

境
きょう

が大
おお

きく変化する現代だからこ
そ、育まれた文化を広く発信し、後世
に伝えてまいりたいと思います。

総本山 仁和寺
第51世門跡

瀬
せ

川
が わ

 大
た い

秀
しゅう

さん
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持続可能な社会と
人々の幸せの実現

　日立は、データとテクノロジーで社
しゃ

会
かい

インフラ（生
せい

活
かつ

の基
き

盤
ばん

）を革
かく

新
しん

す
る「社会イノベーション事

じ

業
ぎょう

」を通
つう

じ、人
ひと

々
びと

が幸
しあわ

せで豊
ゆた

かに暮
く

らせる持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社会の実
じつ

現
げん

に貢
こう

献
けん

。「環
かん

境
きょう

（地
ち

球
きゅう

環境の保
ほ

全
ぜん

）」 「レジリエンス（社会
インフラの強

つよ

さ）」 「安
あん

心
しん

・安
あん

全
ぜん

（健
けん

康
こう

で快
かい

適
てき

な生活）」に注
ちゅう

力
りょく

しています。

データとテクノロジーで
持続可能な社会に貢献する

電機機械器具
製造・販売他

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

日
ひ

立
たち

製
せい

作
さく

所
しょ

◎創業年／ 1910年　（本社）
◎従業員数／322,525人（2023年3月末時点）
◎連結子会社数／575社（2023年12月31日時点）

京都支店＝京都市下京区四条通烏丸東入
ル長刀鉾町20番　四条烏丸FTスクエア

　火
か

災
さい

・救
きゅう

助
じょ

・救
きゅう

急
きゅう

の 119 番
ばん

通
つう

報
ほう

を受
う

け
付
つ

けてから、通報場
ば

所
しょ

の特
とく

定
てい

、出
しゅつ

動
どう

指
し

令
れい

、災
さい

害
がい

終
しゅう

結
けつ

までを管
かん

理
り

する「日立高
こう

機
き

能
のう

 消
しょう

防
ぼう

指
し

令
れい

システム」が京
きょう

都
と

市
し

消防局
きょく

で
導
どう

入
にゅう

されています。

　日立グループは毎
まい

年
とし

11月
がつ

、京都市
主
しゅ

催
さい

の行
ぎょう

政
せい

・市
し

民
みん

・企
き

業
ぎょう

による一
いっ

斉
せい

清
せい

掃
そう

に参
さん

加
か

しています。京都市は「世
せ

界
かい

一
いち

美
うつく

しいまち」をテーマに1年
ねん

を通じ
た美しい景

けい

観
かん

の維
い

持
じ

を進
すす

めており、企
業メンバーとして地

ち

域
いき

貢献に努
つと

めてい
ます。

京都市消防局の消防指令システム

京都市主催清掃イベントへの参加

　半
はん

導
どう

体
たい

不
ぶ

足
そく

、部
ぶ

材
ざい

価
か

格
かく

・エネルギ
ー価格上

じょう

昇
しょう

の影
えい

響
きょう

をはじめ、私
わたし

たち
を取

と

り巻
ま

く社会 ・
経
けい

済
ざい

の環境はいま
だ不

ふ

透
とう

明
めい

な状
じょう

態
たい

が
続
つづ

いています。こ
の厳

きび

しい環境の中
なか

でも、日立は、「デジ
タル」「グリーン（環境）」「イノベーシ
ョン（技

ぎ

術
じゅつ

革新）」の三
みっ

つを成
せい

長
ちょう

ドライ
バー（原

げん

動
どう

力
りょく

）として、脱
だつ

炭
たん

素
そ

をはじ
めとしたさまざまな社会課

か

題
だい

の解
かい

決
けつ

に
取
と

り組
く

んでまいります。
　私たちが目

め

指
ざ

しているものは、デー
タとテクノロジーでサステナブル（持
続可能）な社会を実現し、人々の幸せ
を支

ささ

えることです。その達
たっ

成
せい

を目指す
ことは、社会イノベーション事業を軸

じく

に私たち自
じ

身
しん

もサステナブルに成長す
ることにつながります。
　そこで重

じゅう

要
よう

となるのは、創
そう

業
ぎょう

時
じ

から
大
たい

切
せつ

にしてきた価
か

値
ち

である「和
わ

」「誠
まこと

」
「開

かい

拓
たく

者
しゃ

精
せい

神
しん

」という日立創業の精神
だと考

かんが

えています。
　さまざまなルーツや文

ぶん

化
か

を持
も

つ多
おお

く
の仲

なか

間
ま

たちと共
とも

に、改
あらた

めて一
ひと

人
り

一人が
日立創業の精神に立

た

ち返
かえ

り、マインド
や期

き

待
たい

される行
こう

動
どう

を一
ひと

つにすること
で、「One Hitachi」でのシナジー（相

そう

乗
じょう

効
こう

果
か

）を創
そう

出
しゅつ

し、グローバルでサス
テナブルな社会を実現し、人々の幸せ
を支えていきます。

♪この木なんの木気になる木～ でおなじみの「日立の樹」

株式会社日立製作所 
京都支店長

岸
き し

田
だ

 聡
さとし

さん
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◎創業年／1790年
◎従業員数／570人
◎施設数／�4カ所、店舗：国内52店舗、

海外2店舗

京都府木津川市山城町上狛東作り道 11

　1790（寛
かん

政
せい

2）年
ねん

の創
そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

、茶
ちゃ

一
ひと

筋
すじ

に歩
あゆ

み続
つづ

ける創業 230余
よ

年の老
しに

舗
せ

茶
ちゃ

舗
ほ

です。一
いっ

服
ぷく

の茶に込
こ

められた「日
に

本
ほん

の心
こころ

」を大
たい

切
せつ

に、代
だい

々
だい

が築
きず

いた
茶づくりの伝

でん

統
とう

の技
わざ

を生
い

かしながら、常
つね

に新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

を取
と

り入
い

れ、これか
らの時

じ

代
だい

のティーライフを創
そう

造
ぞう

しています。

福寿園・宇治茶街道を行く製茶メーカー 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

福
ふく

寿
じゅ

園
えん

「日本人の心」と茶づくりの伝統を受け継ぎ
茶の文化を守り伝える

　京
きょう

都
と

の王
おう

朝
ちょう

文
ぶん

化
か

と宇
う

治
じ

茶文化との出
で

合
あ

いをテーマとした「京都本
ほん

店
てん

」、お
茶づくりやお茶料

りょう

理
り

が楽
たの

しめる「宇治茶工
こう

房
ぼう

」、日本茶のみならず世
せ

界
かい

の茶
について学

まな

べる「CHA遊
ゆう

学
がく

パーク」そして、京都・山
やま

城
しろ

の茶の歴
れき

史
し

を学び
体
たい

験
けん

できる「茶問
どん

屋
や

ストリート」など、一
ひと

人
り

でも多
おお

くの方
かた

にお茶に親
した

しんで
いただくためのさまざまな施

し

設
せつ

を展
てん

開
かい

しています。

お茶を気軽に学び楽しめる施設を展開

体験を通じたお茶との新しい出合い

新茶の茶摘み体験（宇治茶工房）石臼で抹茶を挽く体験（CHA遊学パーク）

世界に誇る宇治茶の品質

　世界を巡
めぐ

る旅
たび

が好
す

きで 160 カ
か

国
こく

を
訪
おとず

れた経
けい

験
けん

から、京都文化の歴史を次
つぎ

のように捉
とら

えています。1230 年前
まえ

に
は何

なに

もなかった地
ち

に天
てん

皇
のう

が平
へい

安
あん

京
きょう

を造
つく

られて以来、公
く

家
げ

、僧
そう

家
か

、武
ぶ

家
け

、商
しょう

家
か

、
事
じ

業
ぎょう

家
か

、投
とう

資
し

家
か

などに支
ささ

えられて、衣
い

食
しょく

住
じゅう

にまつわる高
こう

価
か

な美
び

術
じゅつ

工
こう

芸
げい

品
ひん

が生
う

まれ、茶
さ

道
どう

をはじめとする「道
みち

」の文
化が大

たい

成
せい

しました。ものづくりの技
ぎ

能
のう

者
しゃ

が全
ぜん

国
こく

から集
あつ

まり生
う

み出
だ

された「京
もの」は、日本のみならず、世界でも
唯
ゆい

一
いつ

無
む

二
に

のものと言
い

えるまでに育
いく

成
せい

さ
れました。
　福寿園は、京都文化を支える京も
の、茶道文化と共

とも

に宇治茶文化の華
はな

を
咲
さ

かせたいのです。茶を CHA と捉え、
C ＝ Culture（ 文 化 ）、H ＝ Health

（健
けん

康
こう

）、A ＝ Amenity（快
かい

適
てき

）のた
めに、京の茶文化をつくりたいと考

かんが

え
ています。「福寿園 ・ 宇治茶街

かい

道
どう

を行
い

く」をテーマに、京都（京都本店）＝
京の茶文化を伝

つた

える、宇治（宇治工房）
＝宇治茶の文化を伝える、山城（茶問
屋ストリート）＝山城茶問屋文化を伝
える、学

がっ

研
けん

都
と

市
し

（CHA 遊学パーク）＝
日本茶の未

み

来
らい

を開
ひら

く。この 4 拠
きょ

点
てん

から
IoT（モノのインターネット）や AI（人

じん

工
こう

知
ち

能
のう

）時代に向
む

け、「日本茶 800 年
の福寿園・宇治茶街道」を造りたいと
念
ねん

じています。

福
ふ く

井
い

 正
ま さ

憲
の り

さん  株式会社福寿園 代表取締役会長
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◎創業／ 1700年
◎従業員数／ 650人
◎拠点数／�国内5カ所、�

中国（蘇州）に工場あり

京都市山科区西野山中臣町 20

　江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の 1700年
ねん

から金属の箔と粉
こな

を取
と

り扱
あつか

い、現
げん

在
ざい

は、銅
どう

を中
ちゅう

心
しん

とし
て、銀

ぎん

、ニッケル、アルミなどの金属の箔と粉を提
てい

供
きょう

しています。より薄
うす

く、
より微

び

細
さい

な金属材
ざい

料
りょう

を創
そう

造
ぞう

する「メタルスタイリスト」として、金属箔粉の素
そ

材
ざい

の可
か

能
のう

性
せい

を追
つい

求
きゅう

し続
つづ

けます。

無限の可能性を追求製造業 福
ふく

田
だ

金
きん

属
ぞく

箔
はく

粉
ふん

工
こう

業
ぎょう

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

金属箔と金属粉の専門家
社会を支えるメタルスタイリスト

　アルミ箔以
い

外
がい

の金属箔や金属粉を日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で目
め

にすることはほとんどありませ
ん。しかし、自

じ

動
どう

車
しゃ

部
ぶ

品
ひん

、電
でん

子
し

部品、塗
と

料
りょう

、触
しょく

媒
ばい

、包
ほう

装
そう

材料、建
けん

築
ちく

材料など、身
み

の回
まわ

りにあるさまざまな製
せい

品
ひん

の材料とし
て使

つか

われています。

いろいろなものの材料になる金属箔・粉

金属３D プリンター用粉末の開発
　レーザーや電子ビームを金属粉に照

しょう

射
しゃ

して、部
ぶ

分
ぶん

的
てき

に溶
と

かして固
かた

めるとい
う金属3Dプリンターは、他

ほか

の加
か

工
こう

方
ほう

法
ほう

では不
ふ

可
か

能
のう

な形
けい

状
じょう

を実
じつ

現
げん

できます。福
田金属は、3Dプリンターに最

さい

適
てき

な銅
粉、銅合

ごう

金
きん

粉を提供しています。

金属箔と金属粉

福田金属箔粉工業株式会社 
代表取締役社長

園
そ の

田
だ

 修
しゅう

三
ぞ う

さん

金属箔・粉が使われている

3Dデータ提供　金属技研㈱

　弊
へい

社
しゃ

は 1700 年
に創

そう

業
ぎょう

以
い

来
らい

、金属
の箔と粉に特

とっ

化
か

し
て事

じ

業
ぎょう

を行
おこな

ってき
ました。かつては
美
び

術
じゅつ

・工
こう

芸
げい

用
よう

途
と

向
む

け が 中
ちゅう

心
しん

で し た
が、時代の変

へん

化
か

に
応
おう

じ、現在は自動車、電子機
き

器
き

、建築
などの幅

はば

広
ひろ

い産
さん

業
ぎょう

分
ぶん

野
や

に金属の箔と粉
を提供しています。
　「地

ち

球
きゅう

沸
ふっ

騰
とう

化
か

の時代が到
とう

来
らい

した」と
警
けい

鐘
しょう

を鳴
な

らされる現
げん

代
だい

。弊社は、会社
の基

き

本
ほん

的
てき

な行
こう

動
どう

基
き

準
じゅん

（社
しゃ

是
ぜ

）に掲
かか

げる
「よりよい社

しゃ

会
かい

の建
けん

設
せつ

」の実
じっ

践
せん

として、
素材の提供を通

つう

じ持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な社会の実
現に貢

こう

献
けん

していきたいと考
かんが

え、2023
年、環

かん

境
きょう

に配
はい

慮
りょ

した「金属樹
じゅ

脂
し

複
ふく

合
ごう

パ
ネル」を発

はつ

売
ばい

しました。この商
しょう

品
ひん

は、
商品中

ちゅう

の再
さい

生
せい

資
し

源
げん

利
り

用
よう

率
りつ

の向
こう

上
じょう

と、処
しょ

分
ぶん

時
じ

の分
ぶん

別
べつ

の簡
かん

易
い

化
か

を追求して開
かい

発
はつ

し
たものです。今

こん

後
ご

もアイデアを価
か

値
ち

に
変
か

え、地球環境に配慮した商品を生
う

み
出
だ

せるよう、研
けん

究
きゅう

開発や企
き

業
ぎょう

間
かん

連
れん

携
けい

に
力
ちから

を注
そそ

いでまいります。
　私

わたし

は普
ふ

段
だん

から、「成
せい

功
こう

は挑
ちょう

戦
せん

と失
しっ

敗
ぱい

の積
つ

み重
かさ

ねから生まれる。失敗を恐
おそ

れ
ず、小

ちい

さなことからでも、自
じ

分
ぶん

の可能
性を信

しん

じて新
あら

たなことにチャレンジし
よう」と呼

よ

び掛
か

けています。
　人

ひと

と素材が持
も

つ無
む

限
げん

の可能性を信
じ、金属箔粉のスペシャリストとして、
未
み

来
らい

に向
む

け挑戦を続けてまいります。
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先端デジタル技術で
独自の地域貢献

　1962年
ねん

の創
そう

業
ぎょう

時
じ

には、紙
かみ

情
じょう

報
ほう

を複
ふく

写
しゃ

する技
ぎ

術
じゅつ

でオフィス業
ぎょう

務
む

に革
かく

命
めい

を起
お

こしました。コミュニケーション手
しゅ

段
だん

が変
へん

化
か

した今
いま

では、複
ふく

合
ごう

機
き

を起
き

点
てん

に、イ
ンターネットを通

つう

じてオフィスだけでなくどこでも仕
し

事
ごと

ができるといった、
お客

きゃく

さまの多
た

様
よう

な働
はたら

き方
かた

をサポートする商
しょう

品
ひん

・サービスを提
てい

供
きょう

しています。

先端のデジタル技術でオフィスと
多様化する働き方をサポート！

各種プリンタ・システム
販売・メンテナンス

富
ふ

士
じ

フイルムビジネスイノベーション
ジャパン株

かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

 京
きょう

都
と

支
し

社
しゃ

京都支社＝京都市中京区三条通烏丸西入
御倉町 85番地１　KDX烏丸ビル

　私たちは 2024
年、新

あら

たにグルー
プパーパス（企

き

業
ぎょう

の存
そん

在
ざい

意
い

義
ぎ

）を
「地

ち

球
きゅう

上
じょう

の笑顔の
回
かい

数
すう

を増
ふ

やしてい
く 」と定

さだ

めまし
た。

　今
いま

はITツールの発
はっ

達
たつ

により、小
ちい

さな
会
かい

社
しゃ

でも優
すぐ

れたアイデアがあれば世界
でも戦

たたか

えるようになりました。その中
なか

で成
せい

長
ちょう

していく強
つよ

い会社を作
つく

るために
は、国

こく

際
さい

感
かん

覚
かく

に優
すぐ

れている人たちや IT
技術を持

も

った人たちを育
そだ

て、それぞれ
の個

こ

性
せい

を尊
そん

重
ちょう

しながらみんなで力
ちから

を合
あ

わせて働くことが大
たい

切
せつ

です。
　富士フイルムグループにはたくさん
の人が働いていますが、さまざまなア
イデア・技術を集

あつ

めて、使
つか

った人がワ
クワクするような、笑顔がいっぱい咲

さ

くような製
せい

品
ひん

をお届
とど

けしていきたいと
思
おも

っています。
　中でも富士フイルムビジネスイノベ
ーションジャパンは複合機を中

ちゅう

心
しん

に、
お客さまの生

せい

活
かつ

スタイルに合った、よ
り便

べん

利
り

な働き方―オフィスでも、家
いえ

で
も、外

がい

出
しゅつ

先
さき

でも同
おな

じように効
こう

率
りつ

よく仕
事ができる環

かん

境
きょう

―を提
てい

案
あん

していく会社
です。いろんな立

たち

場
ば

の人が夢
ゆめ

を実
じつ

現
げん

し、社
しゃ

会
かい

で活
かつ

躍
やく

できるようになればい
いなと思います。

セブン - イレブンのマルチコピー機

◎創立年／ 2021年
◎従業員数／10,026人※2023年3月時点
◎拠点数／�京都 3カ所・滋賀 3カ所

　私
わたし

たちは、「人
ひと

・知
ち

恵
え

・技術」の融
ゆう

合
ごう

と
独
どく

創
そう

的
てき

な発
はっ

想
そう

の下
もと

、イノベーションを生
う

み出
だ

し、世
せ

界
かい

を一
ひと

つずつ変
か

えていきま
す。事

じ

業
ぎょう

の幅
はば

をヘルスケア、マテリアル
ズ、ビジネスイノベーション、イメージングの領

りょう

域
いき

へと広
ひろ

げ、「笑
え

顔
がお

の
シーン」を、人

じん

生
せい

においてたくさん生み出そうと挑
ちょう

戦
せん

しています。

地球上の笑顔の回数を増やしていく

富士フイルムビジネスイノベーション
ジャパン株式会社 京都支社 支社長

山
や ま

口
ぐ ち

 渉
わたる

さん

詳しくはこちら
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◎開学年／ 1912年
◎学生数／約 6,000 人
◎紫野キャンパス・二条キャンパス

京都市北区紫野北花ノ坊町 96
（紫野キャンパス）

　佛教大学は1912年
ねん

に開
かい

学
がく

し、現
げん

在
ざい

は仏
ぶっ

教
きょう

学
がく

部
ぶ

、文
ぶん

学部、教
きょう

育
いく

学部、歴
れき

史
し

学部、社
しゃ

会
かい

学部、社会福
ふく

祉
し

学部、保
ほ

健
けん

医
い

療
りょう

技
ぎ

術
じゅつ

学部の7学部15学
がっ

科
か

、大学
院
いん

4研
けん

究
きゅう

科
か

7専
せん

攻
こう

を有
ゆう

する総
そう

合
ごう

大学です。仏教精
せい

神
しん

を建
けん

学
がく

の理
り

念
ねん

として、社
会に貢

こう

献
けん

できる人
じん

材
ざい

の育
いく

成
せい

に取
と

り組
く

んでいます。

還愚（げんぐ）の心大学 佛
ぶっ

教
きょう

大
だい

学
がく

はじまりは、自分の中にある。
向き合う人に、寄り添う大学

　毎
まい

年
とし

700人
にん

近
ちか

い学
がく

生
せい

が卒
そつ

業
ぎょう

と同
どう

時
じ

に小
しょう

学
がっ

校
こう

、中
ちゅう

学校、高
こう

等
とう

学校、幼
よう

稚
ち

園
えん

などの
教
きょう

員
いん

免
めん

許
きょ

状
じょう

を取
しゅ

得
とく

しており、多
おお

くの卒業
生
せい

が教育現
げん

場
ば

で活
かつ

躍
やく

しています。あなた
の学校にも佛

ぶつ

大
だい

出
しゅっ

身
しん

の先
せん

生
せい

がいるかもし
れません。

教職なら佛大！多くの教員を輩出！

関西初となる大学通信教育課程を開設
　1953年に通

つう

信
しん

教育課
か

程
てい

を開
かい

設
せつ

し、
「いつでも・どこでも・だれでも」を合

あい

言
こと

葉
ば

に約70年にわたり生
しょう

涯
がい

学
がく

習
しゅう

の場
ば

を
提
てい

供
きょう

してきました。現在も、全
ぜん

国
こく

から
18～ 90歳

さい

までの学生がそれぞれの
目
もく

標
ひょう

に向
む

かって学
まな

んでいます。

紫野キャンパス

佛教大学 学長

　本
ほん

学
がく

の建学の理
念は仏教精神であ
り、釈

しゃく

尊
そん

と法
ほう

然
ねん

上
しょう

人
にん

の教
おし

えが支
し

柱
ちゅう

と
なっています。法
然 上 人 の 教 え に

「還
げん

愚
ぐ

」がありま
す。約

やく

850 年前
まえ

、
ここ京

きょう

都
と

から念
ねん

仏
ぶつ

信
しん

仰
こう

を発
はっ

信
しん

された法
然上人の根

こん

本
ぽん

精神ともいえる考
かんが

え方
かた

で、「自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

を正
ただ

しく見
み

つめ、愚
おろ

かな
自分に還

かえ

るべきこと」を意
い

味
み

します。
　昨

さっ

今
こん

の SNS（会
かい

員
いん

制
せい

交
こう

流
りゅう

サイト）な
どで目

め

にする他
た

者
しゃ

への非
ひ

難
なん

が繰
く

り返
かえ

さ
れる行

こう

為
い

には目を覆
おお

いたくなります。
犯
おか

した過
あやま

ちに対
たい

する非難は受
う

けねばな
らないし、批

ひ

判
はん

を恐
おそ

れて悪
あく

事
じ

を隠
かく

すこ
とも許

ゆる

されるべきではありません。し
かし、謝

しゃ

罪
ざい

している人
ひと

に向
む

かってしつ
こく悪

あく

意
い

に満
み

ちた言
こと

葉
ば

を浴
あ

びせる姿
すがた

に
も大

おお

きな問
もん

題
だい

を感
かん

じます。
　私

わたし

たち自身、絶
ぜっ

対
たい

に過ちを犯さない
とは言

い

い切
き

れません。私たちは人をね
たみ、うらやみ、自分だけ良

よ

ければと
思
おも

いがちです。しかし、本
ほん

当
とう

の自分を
正しく見つめ、自

みずか

らの愚かさにの愚かさに気気
きき

付付
づづ

くく
時時
ときとき

、、目目
めめ

指指
ざざ

すべき姿やすべき姿や進進
すすすす

むべきむべき道道
みちみち

はおのはおの
ずとあらわになります。佛教大学でずとあらわになります。佛教大学で
は、この「還愚」の教えには、この「還愚」の教えに基基

もともと

づき、づき、一一
ひとひと

人人
りり

一人の、そして社会一人の、そして社会全全
ぜんぜん

体体
たいたい

のあるべきのあるべき
姿を考え、そのための取り組みを、こ姿を考え、そのための取り組みを、こ
こ京都から発信していきます。こ京都から発信していきます。

伊
い

藤
と う

 真
ま さ

宏
ひ ろ

さん
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◎創業年／1928（昭和３）年
◎従業員数／584人※2023年 6月現在
◎拠点数／10カ所

本社＝京都市伏見区竹田藁屋町 50番地

　京
きょう

都
と

・滋
し

賀
が

を中
ちゅう

心
しん

に、大
おお

阪
さか

、奈
な

良
ら

、兵
ひょう

庫
ご

、福
ふく

井
い

の病
びょう

院
いん

や役
やく

所
しょ

、大
だい

学
がく

、研
けん

究
きゅう

所
じょ

などに医
い

療
りょう

機
き

器
き

の販
はん

売
ばい

を行
おこな

っている総
そう

合
ごう

商
しょう

社
しゃ

です。医療機器の販売を通
つう

じ
て、かけがえのない生

せい

命
めい

と健
けん

康
こう

を守
まも

ることが私
わたし

たちの使
し

命
めい

です。

こころづかい医療商社 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

増
ます

田
だ

医
い

科
か

器
き

械
かい

あらゆる医療機器の販売を通じて
医療の現場を支える

　創
そう

業
ぎょう

96年
ねん

を迎
むか

える当
とう

社
しゃ

が、創業時
じ

より掲
かか

げ続
つづ

けてきた精
せい

神
しん

です。病院内
ない

で必
ひつ

要
よう

とされるもの、例
たと

えば注
ちゅう

射
しゃ

器
き

やガーゼなどの消
しょう

耗
もう

品
ひん

から手
しゅ

術
じゅつ

器
き

具
ぐ

や
検
けん

査
さ

機器、ベッドや車
くるま

いす、照
しょう

明
めい

器具や書
しょ

籍
せき

まで、医療の現
げん

場
ば

を支
ささ

えるため
の多

おお

くの製
せい

品
ひん

を取
と

り扱
あつか

っています。

お客さまが必要とされるものはすべて提供

築いた信頼関係が成果につながる充実感
　地

じ

元
もと

京都で働
はたら

きたいという希
き

望
ぼう

があ
りました。専

せん

門
もん

的
てき

な知
ち

識
しき

は先
せん

輩
ぱい

社
しゃ

員
いん

に
少
すこ

しずつ学
まな

び、親
しん

身
み

なアドバイスがと
ても心

こころ

強
づよ

かったです。お客
きゃく

さまと信
しん

頼
らい

関
かん

係
けい

を築
きず

き、成
せい

果
か

につながった時
とき

の充
じゅう

実
じつ

感
かん

がモチベーションです。

　確
たし

かに“こころ”
は 誰

だれ

に も 見
み

え な
い けれど、“ここ
ろづかい”は見え
るのだ 同

おな

じよう
に胸

むね

の中
なか

の“思
おも

い”
は見えない けれ
ど“思いやり”は

誰にでも見える
　詩

し

人
じん

・宮
みや

澤
ざわ

章
しょう

二
じ

の詩の一
いっ

節
せつ

です。“こ
ころ”を「つかう」、“思い”を「やる」
－つまり、心

こころ

や思いは、具
ぐ

体
たい

的
てき

な行
こう

為
い

に表
あらわ

してこそ、相
あい

手
て

に伝
つた

わるものだと
いうことでしょう。
　当社は医療機器の総合商社として今

こ

年
とし

で創業 96 年を迎えます。今
こん

回
かい

、コ
ロナ禍

か

という前
ぜん

代
だい

未
み

聞
もん

の苦
く

難
なん

に直
ちょく

面
めん

し
ました。取

とり

引
ひき

先
さき

の医療機
き

関
かん

が危
き

機
き

に陥
おちい

った時
とき

、私たちにできることは何
なに

かを
改
あらた

めて深
ふか

く問
と

い直
なお

しました。医療材
ざい

料
りょう

を安
あん

定
てい

供
きょう

給
きゅう

するのが私たちの使命で
す。医療施

し

設
せつ

や医療従
じゅう

事
じ

者
しゃ

の方
かた

々
がた

は、
単
たん

に商
しょう

売
ばい

上
じょう

の取引先ではなく、安
あん

心
しん

・
安
あん

全
ぜん

の医療を担
にな

う共
きょう

同
どう

体
たい

、同
どう

志
し

だと強
つよ

く感
かん

じました。共
とも

に支
ささ

え合
あ

うことの大
たい

切
せつ

さに改めて気
き

付
づ

かされたのです。
　今

こん

後
ご

も、医療従事者の皆
みな

さまと連
れん

携
けい

、協
きょう

力
りょく

し、「こころづかい」と「思い
やり」を持

も

って、この困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

え
ていきたいと決

けつ

意
い

しています。

株式会社増田医科器械 
代表取締役会長兼社長

戸
と

島
じ ま

 耕
こ う

二
じ

さん

川
かわ

口
ぐち

 康
やす

典
のり

さん（理化学事業部、京都市左京区出身）
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残しながら、蘇らせながら、
創っていく

　1673年
ねん

に創
そう

業
ぎょう

された三井越
えち

後
ご

屋
や

を起
き

源
げん

としており、マンション・ホテ
ル・商

しょう

業
ぎょう

施
し

設
せつ

などのさまざまな不
ふ

動
どう

産
さん

事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

っています。街
まち

づくりを通
つう

じて、人
ひと

々
びと

や社
しゃ

会
かい

がより豊
ゆた

かに発
はっ

展
てん

するためのさまざまな場
ば

所
しょ

を提
てい

供
きょう

して
います。

街づくりを通じて
人々や社会をより豊かに

不動産業 三
みつ

井
い

不
ふ

動
どう

産
さん

◎創業／ 1941年 7月

京都支店＝京都市下京区四条通烏丸東入�
長刀鉾町 8京都三井ビルディング 5階

　京
きょう

都
と

は日
に

本
ほん

の歴
史と文化の中

ちゅう

心
しん

で
あ り、 世

せ

界
かい

中
じゅう

の
人々がその美

うつく

しさ
と魅

み

力
りょく

に引
ひ

かれ訪
おとず

れる、価
か

値
ち

あふれ
る街です。ただ、
それを次

つぎ

の世
せ

代
だい

に
引き継

つ

ぐためにはさまざまな努
ど

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

です。まずは、京都の歴史的建造物
や文化財を大

たい

切
せつ

に保
ほ

護
ご

し引き継ぐこ
と。これらは日本の伝

でん

統
とう

と文化の象
しょう

徴
ちょう

です。一
いっ

方
ぽう

、開
かい

発
はつ

を推
すい

進
しん

することも重
要です。持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な街づくりを念
ねん

頭
とう

に、環
かん

境
きょう

に優
やさ

しい建築やエネルギー効
こう

率
りつ

の高
たか

い施設を開発し地
ち

球
きゅう

に優しい都
と

市
し

を築
きず

く必要があります。
　これらを掛

か

け合
あ

わせて地
ち

域
いき

を活
かっ

性
せい

化
か

させ、京都の魅力を最
さい

大
だい

限
げん

に引き出
だ

す
には、観

かん

光
こう

や地域産
さん

業
ぎょう

の振
しん

興
こう

を促
うなが

しつ
つ開発も推進することで経

けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

して
いくことが求

もと

められます。そうすれ
ば、未

み

来
らい

の世代が魅力を引き継ぎ、さ
らに発展させてくれるでしょう。
　「未来との約

やく

束
そく

」は、私
わたし

たちが今
こん

日
にち

行
おこな

う行
こう

動
どう

が未来の世代にどのような影
えい

響
きょう

を与
あた

えるかを考
かんが

えることです。当社は
東
とう

京
きょう

日
に

本
ほん

橋
ばし

の再
さい

生
せい

計
けい

画
かく

コンセプト「残
のこ

し
ながら、蘇

よみがえ

らせながら、創
つく

っていく」の
精
せい

神
しん

を京都でも実
じっ

践
せん

していきたいと思
おも

います。さまざまな取
と

り組
く

みを通じて、
美しく持続可能な京都を引き継いでい
きたいと考えています。

　かつて三井家が先
せん

祖
ぞ

を祀
まつ

る社
やしろ

への参
さん

拝
ぱい

の際に利
り

用
よう

した建
たて

物
もの

で、明
めい

治
じ

から大
たい

正
しょう

期
き

にかけての歴
れき

史
し

的
てき

建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

として
2011年に国

くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

に指
し

定
てい

され
ました。現

げん

在
ざい

は修復され一
いっ

般
ぱん

公
こう

開
かい

され
ており、当

とう

社
しゃ

も支
し

援
えん

をしています。

歴史ある門の継承と新生

旧三井家下鴨別邸

HOTEL THE MITSUI KYOTO

三井不動産株式会社 
京都支店 支店長

山
や ま

﨑
ざ き

 雅
ま さ

司
じ

さん

梶井宮門

　梶
かじ

井
いの

宮
みや

門
もん

は、1703年に梶井宮御
ご

殿
てん

に創
そう

建
けん

され、1935年に三井総
そう

領
りょう

家
け

の門として
移
い

築
ちく

されました。総領家跡
あと

地
ち

に新
あら

たにホ
テルを建

けん

築
ちく

する際
さい

は取
と

り壊
こわ

さず、解
かい

体
たい

し
て宮

みや

大
だい

工
く

による全
ぜん

面
めん

的
てき

な修
しゅう

復
ふく

を行
おこな

い、ホ
テルの表

おもて

玄
げん

関
かん

としてよみがえらせました。

旧三井家下鴨別邸
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先人たちの思いを
未来に託す

　「活
かつ

字
じ

離
ばな

れ」と
か「出版不

ふ

況
きょう

」と
言
い

われて久
ひさ

しい。
老
お

いも若
わか

きもスマ
ホが手

て

離
ばな

せない。
IT 機

き

器
き

を使
つか

って
情
じょう

報
ほう

を手
て

に入
い

れる
こ と は い ま や 常

じょう

識
しき

。だから 1 日
にち

の読
どく

書
しょ

時
じ

間
かん

が「ゼロ」
という学生がいても不

ふ

思
し

議
ぎ

ではない。
　でも、私

わたし

は「紙
かみ

の本
ほん

」にこだわりた
い。そう思

おも

って 21 年前
まえ

、創業 55 周
しゅう

年の記
き

念
ねん

出版として「ミネルヴァ日
に

本
ほん

評伝選
せん

」という、新
あたら

しい大
おお

型
がた

企
き

画
かく

を立
た

ち上
あ

げた。古
こ

代
だい

から現
げん

代
だい

まで歴史上
じょう

の
人
じん

物
ぶつ

を 250 人
にん

取
と

り上げてスタートし
た。幸

さいわ

い多
おお

くの読
どく

者
しゃ

に支
ささ

えられて現
げん

在
ざい

ではその数
かず

も500人を超
こ

え、今
こ

年
とし

の６
月
がつ

で 255 巻
かん

を刊行するまでになった。
　このシリーズは、人物を通してみた

「わが列
れっ

島
とう

の歴史」である。こんな日本
人
じん

がいたのか？初
はじ

めて出会う先
せん

人
じん

たち
の優

すぐ

れた業
ぎょう

績
せき

や意
い

外
がい

な素
す

顔
がお

を知
し

り、驚
おどろ

きを禁
きん

じ得
え

ない読者も多い。
　読者層

そう

は中高年が中心だが、若い人
ひと

たちもぜひ手に取っていただきたい。
この重

じゅう

厚
こう

で読
よ

み応
ごた

えのある「評伝選」
を通して、過

か

去
こ

に生
い

きた人
ひと

々
びと

の知られ
ざる言葉や偉

い

業
ぎょう

、未
み

来
らい

に生きる知
ち

恵
え

な
どを学び取ろうと思う。手

て

前
まえ

みそなが
ら、学

がっ

校
こう

の教
きょう

科
か

書
しょ

からは得られない
「日本人のすごさ」にきっと目

め

を輝
かがや

か
すことになるだろう。

出版への熱い思いを社名に込めて

　ミネルヴァ書房は、哲
てつ

学
がく

・思
し

想
そう

、歴
れき

史
し

、政
せい

治
じ

・法
ほう

律
りつ

、経
けい

済
ざい

、経
けい

営
えい

、心
しん

理
り

、
教
きょう

育
いく

、保
ほ

育
いく

、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

、社会、自
し

然
ぜん

科
か

学
がく

、文
ぶん

学
がく

、評
ひょう

論
ろん

・評
ひょう

伝
でん

、児
じ

童
どう

書
しょ

、資
し

格
かく

・実
じつ

用
よう

、一
いっ

般
ぱん

など、さまざまなジャンルの書
しょ

籍
せき

を１万
まん

点
てん

近
ちか

く刊
かん

行
こう

してきま
した。常

つね

に新
しん

鮮
せん

かつユニークな書籍を京
きょう

都
と

の地
ち

から発
はっ

信
しん

し続
つづ

けています。

京都の地からさまざまな書籍を発信
「学問知」の伝道者を志す

出版社 ミネルヴァ書
しょ

房
ぼう

　創
そう

業
ぎょう

者
しゃ

・杉
すぎ

田
た

信
のぶ

夫
お

が戦
せん

後
ご

間
ま

もない 1948年
ねん

、北
きた

白
しら

川
かわ

で文
も

字
じ

通
どお

り「机
つくえ

と電
でん

話
わ

１本
ほん

」で創業しました。社
しゃ

名
めい

の名
な

付
づ

け親
おや

は武
たけ

田
だ

弘
こう

道
どう

氏
し

。最
さい

初
しょ

の出
しゅっ

版
ぱん

物
ぶつ

「論
ろん

理
り

学
がく

入
にゅう

門
もん

」の著
ちょ

者
しゃ

です。「ミネルヴァのふくろうは迫
せま

りくる黄
たそ

昏
がれ

をまって飛
と

び立
た

つ」というドイツの哲学者
しゃ

ヘーゲルの言
こと

葉
ば

にちなんで、ミネルヴァ（知
ち

の神
かみ

様
さま

）を社名に冠
かん

し、その使
し

者
しゃ

であるフクロウをロゴマークとしました。
混
こん

とんとした時
じ

代
だい

の中
なか

でも「学
がく

問
もん

知
ち

」の伝
でん

道
どう

者
しゃ

であろうと志
こころざ

しています。

書籍を通して新たな出会いを
　専

せん

門
もん

書
しょ

や大
だい

学
がく

生
せい

向
む

けのテキストを中
ちゅう

心
しん

に、「『ロッチと子
こ

羊
ひつじ

』で学
まな

ぶ　中
ちゅう

高
こう

生
せい

のための哲学入門」「SDGs辞
じ

典
てん

」と
いった一般書も刊行。書籍を通

とお

してさ
まざまな出

で

会
あ

いや気
き

づきがあるような
書籍づくりを目

め

指
ざ

しています。

◎創業／1948年
◎従業員数／37人
◎京都府・東京都に２拠点

京都市山科区日ノ岡堤谷町１番地

株式会社ミネルヴァ書房 
代表取締役社長

杉
す ぎ

田
た

 啓
け い

三
ぞ う

さん

近年刊行した書籍より

ミネルヴァ日本評伝選　通巻 250巻刊行時の写真
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◎創業年／ 1716年（設立 1958年）
◎従業員数／約 700人
◎店舗数／国内 20店舗

本社＝京都市東山区柚木町 353-18

　「自
し

然
ぜん

を尊
とうと

ぶ」という日
に

本
ほん

人
じん

の気
き

質
しつ

に基
もと

づいた「食
しょく

」に関
かん

する習
なら

わしを発
はっ

信
しん

するため、京
きょう

料
りょう

理
り

を基に日本文
ぶん

化
か

を伝
つた

える本
ほん

店
てん

「竹
たけ

茂
しげ

楼
ろう

」をはじめ「美濃吉」
を京

きょう

都
と

、大
おお

阪
さか

、首
しゅ

都
と

圏
けん

中
ちゅう

心
しん

に全
ぜん

国
こく

展
てん

開
かい

しています。

日本食から和食へ、
そして京料理へ

日本料理店 株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

美
み

濃
の

吉
きち

ごちそうさまと手を合わせる
伝統的な美しい食文化をこれからも

　日本料理店として、四
し

季
き

をめでる心
こころ

を
大
たい

切
せつ

に、「京料理」、深
ふか

い趣
おもむき

をたたえる「し
つらい」、おもてなしの心を表

あらわ

した「装
よそお

い」「ふるまい」による、日本文化の凝
ぎょう

縮
しゅく

空
くう

間
かん

を提
てい

供
きょう

してきました。

食と伝統のテーマパーク

伝統と革新の連続で食文化を継承
　江

え

戸
ど

中
ちゅう

期
き

、八
はち

代
だい

将
しょう

軍
ぐん

吉
よし

宗
むね

の時
じ

代
だい

より
300余

よ

年
ねん

にわたり革
かく

新
しん

を積
つ

み重
かさ

ね、伝
でん

統
とう

を築
きず

いてきました。これからもその時
とき

の
流
りゅう

行
こう

に惑
まど

わされず京料理を通
つう

じ日本の
文化を楽

たの

しむ優
やさ

しい食空間を提供し心
の豊

ゆた

かさを追
お

い求
もと

めていきます。

　今
いま

、海
かい

外
がい

では日本食ブーム。海外に
ある日本食レストランは約 18.7 万

まん

店
（ 2023 年、農

のう

水
すい

省
しょう

調
しら

べ）となり、10
年間

かん

で実
じつ

に 3.4 倍
ばい

に増
ぞう

加
か

しました。
　しかし、海外に旅

りょ

行
こう

で訪
おとず

れると、こ
れが日本食かと失

しつ

望
ぼう

された方
ほう

も多
おお

いと
思
おも

います。海外での日本食とは、懐
かい

石
せき

料理やすしからカレー、ハンバーグ、
ラーメン、ギョーザまで幅

はば

広
ひろ

く捉
とら

えら
れており、経

けい

営
えい

者
しゃ

の 95％が現
げん

地
ち

の人
ひと

という現
げん

実
じつ

があるためです。
　13 年に「和

わ

食
しょく

；日本人
じん

の伝統的
てき

な食
文化」がユネスコ無

む

形
けい

文化遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されて以
い

来
らい

、「和食＝ WASHOKU」、
「一

いち

汁
じゅう

三
さん

菜
さい

（米
べい

飯
はん

、味
み

噌
そ

汁
しる

、お新
しん

香
こ

、主
しゅ

菜
さい

、副
ふく

菜）」が浸
しん

透
とう

し、そして 22 年 11
月、「京料理」が国

くに

の登録無形文化財
ざい

に
登録されました。今

こん

回
かい

、京料理は「料
理」そのものだけではなく、深い趣を
たたえる「室

しつ

礼
らい

（部
へ

屋
や

の装
そう

飾
しょく

や空間の
演
えん

出
しゅつ

）」、おもてなしの心による「接
せつ

遇
ぐう

（もてなしの態
たい

度
ど

やふるまい、言
こと

葉
ば

遣
づか

いなど）」の三
さん

位
み

一
いっ

体
たい

によって文化的
価
か

値
ち

があると位
い

置
ち

づけられました。京
料理店（料

りょう

亭
てい

）は日本文化の凝縮空間、
「食と伝統のテーマパーク」と言

い

える
でしょう。
　米

こめ

も野
や

菜
さい

も肉
にく

も魚
さかな

も命
いのち

です。これら
の命のおかげで、私たちの命も生

い

かさ
れています。「いただきます」「ごちそ
うさま」、尊

とうと

い命に感
かん

謝
しゃ

して食
しょく

事
じ

をい
ただきましょう。

佐
さ

竹
た け

 力
り き

總
ふ さ

さん  株式会社美濃吉 代表取締役会長
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◎創業年／ 1935年
◎従業員数／ 8,868 人
◎拠点数／国内29カ所、海外34カ所以上

京都市伏見区竹田向代町 136

　快
かい

適
てき

で便
べん

利
り

な生
せい

活
かつ

はさまざまなモノに支
ささ

えられています。それらを製
せい

造
ぞう

する機械や運
はこ

ぶ機械を作
つく

っているムラテック・村田機械。例
たと

えば、衣
い

服
ふく

に
使
つか

う高
こう

品
ひん

質
しつ

な糸
いと

を作る繊
せん

維
い

機械、スマートフォンに欠
か

かせない半
はん

導
どう

体
たい

部
ぶ

品
ひん

の工
こう

場
じょう

で活
かつ

躍
やく

する搬
はん

送
そう

装
そう

置
ち

など、日
にち

常
じょう

生活を裏
うら

方
かた

として支えています。

新しい時代へ、
新しい心で

製造業 村
むら

田
た

機
き

械
かい

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

快適で便利な生活のために
モノづくりの裏方として支える

　数
すう

千
せん

種
しゅ

類
るい

もの商
しょう

品
ひん

を棚
たな

に保
ほ

管
かん

し、注
ちゅう

文
もん

に従
したが

って取
と

り出
だ

し、配
はい

送
そう

トラックごとに
仕
し

分
わ

ける物
ぶつ

流
りゅう

センター。ここで活
かつ

躍
やく

する
のが作

さ

業
ぎょう

を自
じ

動
どう

化
か

した自動倉
そう

庫
こ

。便利な
ネット通

つう

販
はん

の翌
よく

日
じつ

配送も、機械がなけれ
ば今

いま

のようには実
じつ

現
げん

していないかも！？

ネット通販の裏側に巨大な「自動倉庫」

「革新の分岐点」でありたい
　社

しゃ

会
かい

がより豊
ゆた

かに進
しん

化
か

する、その
「分

ぶん

岐
き

点
てん

」でありたい。それが私
わたし

たちの
思
おも

いです。1989年
ねん

からサポートして
いる皇

こう

后
ごう

盃
はい

 全
ぜん

国
こく

女
じょ

子
し

駅
えき

伝
でん

（毎
まい

年
とし

1月
がつ

 京
きょう

都
と

で開
かい

催
さい

）でも、無
む

数
すう

の分岐点を越
こ

え
てきた全

ぜん

選
せん

手
しゅ

を応
おう

援
えん

し続
つづ

けています。

村田機械株式会社
代表取締役社長

村
む ら

田
た

 大
だ い

介
す け

さん

自動倉庫を導入した大型物流センター

　感
かん

染
せん

症
しょう

や戦
せん

争
そう

に
よる世

せ

界
かい

の分
ぶん

断
だん

を
見
み

た今
こん

日
にち

の視
し

点
てん

か
ら、過

か

去
こ

30 年続
いたグローバル化

か

の時
じ

代
だい

が何
なん

だった
かを振

ふ

り返
かえ

ってみ
ましょう。その原

げん

動
どう

力
りょく

となった、情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

をはじめとす
る技

ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

と、それまで発
はっ

展
てん

途
と

上
じょう

国
こく

と
呼
よ

ばれてきた国
くに

々
ぐに

の成
せい

長
ちょう

には、改
あらた

めて
目
め

を見
み

張
は

るばかりです。残
ざん

念
ねん

ながら日
に

本
ほん

では、他
ほか

の多
おお

くの先
せん

進
しん

国
こく

と同
どう

様
よう

、そ
れらを完

かん

全
ぜん

に活
い

かしきれたとは言
い

え
ず、90 年代

だい

～ 2010 年代は「失
うしな

われ
た 30 年」と言

い

われてきました。しか
し嘆

なげ

いてばかりでは何
なに

も生
う

まれませ
ん。これからの 30 年は、過去 30 年
間
かん

とも、また「失われた」と嘆く人が
比
ひ

較
かく

の対
たい

象
しょう

とする1960～90年の30
年間とももちろん異

こと

なる、新
あたら

しい時代
となることでしょう。未

み

来
らい

に対
たい

すると
き、ステレオタイプの（型

かた

どおりな）
悲
ひ

観
かん

論
ろん

や根
こん

拠
きょ

に乏
とぼ

しい楽
らっ

観
かん

論は、役
やく

に
立
た

ちません。「失った」ものを嘆く代
か

わ
りに、「残

のこ

せた」ものを未来に向
む

けて投
な

げかけるためには、それぞれが、世
よ

の
中
なか

の空
くう

気
き

に流
なが

されず自
みずか

らの役
やく

割
わり

に取
と

り
組
く

む姿
し

勢
せい

こそが、何
なに

より大
たい

切
せつ

だと思
おも

い
ます。その一

いち

員
いん

として当
とう

社
しゃ

は、大
だい

小
しょう

さ
まざまな「革新の分岐点」となる技術
をつくり続けるために、歩

あゆ

みを重
かさ

ねて
まいります。
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◎創業年／1944年
◎従業員数／�連結/73,165人 (2024年3

月 31日現在 )
◎拠点数／88拠点（2023年 3月末）

京都府長岡京市東神足1丁目10番1号

　当
とう

社
しゃ

は電
でん

子
し

部
ぶ

品
ひん

を中
ちゅう

心
しん

に独
どく

自
じ

の製
せい

品
ひん

を供
きょう

給
きゅう

し、文
ぶん

化
か

の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

するこ
とを目

め

指
ざ

す会
かい

社
しゃ

です。スマホ、自
じ

動
どう

車
しゃ

、テレビ、パソコンなど、当
あ

たり前
まえ

に使
し

用
よう

しているさまざまな機
き

器
き

にムラタの製品が使
つか

われています。
「Innovator in Electronics」をスローガンに、豊

ゆた

かな社
しゃ

会
かい

を目指します。

社会課題の解決を
目指して

電子部品
メーカー

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

村
むら

田
た

製
せい

作
さく

所
しょ

身近な機器に欠かせない電子部品を製造
豊かな社会の実現に向け日々、挑戦！

　グローバルNo.1 部品メーカーとし
て、豊

ほう

富
ふ

な製品ラインアップと高
たか

い世
せ

界
かい

シェアを誇
ほこ

ります。電
でん

気
き

で動
うご

くもののほ
とんどに当社の部品が使われており、例

たと

えば1台
だい

のスマートフォンの中
なか

には最
さい

大
だい

千
せん

個
こ

の部品が搭
とう

載
さい

されています。

実は皆さんのすごく身近なところに

京都の誇りである企業を目指して
　京

きょう

都
と

にムラタがあることが誇
ほこ

りであ
るように、当社ではサステナビリティ
ー（持

じ

続
ぞく

可
か

能
のう

性
せい

）への取
と

り組
く

みを推
すい

進
しん

。
私
わたし

は、従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

が仕
し

事
ごと

と社会課
か

題
だい

とのつ
ながりを自

し

然
ぜん

に考
かんが

えられる状
じょう

態
たい

を目指
して浸

しん

透
とう

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っています。

株式会社村田製作所 
代表取締役社長

中
な か

島
じ ま

 規
の り

巨
お

さん

中田 佳代さん（大山崎町出身）

　当社が 2021 年
ねん

に 発
はっ

表
ぴょう

し た
「Vision2030」で
は、目

め

の前
まえ

にある
課題を解

かい

決
けつ

し、長
ちょう

期
き

視
し

点
てん

で環
かん

境
きょう

変
へん

化
か

を捉
とら

え、逆
ぎゃく

算
さん

をし
て、今

いま

から必
ひつ

要
よう

な
備
そな

えを進
すす

めていくための目
もく

標
ひょう

を掲
かか

げて
います。その一

ひと

つは、社会的
てき

な価
か

値
ち

と
経
けい

済
ざい

的な価値の好
こう

循
じゅん

環
かん

を生
う

み出
だ

す経
けい

営
えい

です。これは地
ち

球
きゅう

環境や地
ち

域
いき

社会への
負
ふ

荷
か

を最
さい

小
しょう

にすることを通
つう

じた社会的
価値の向

こう

上
じょう

と、ムラタらしいイノベー
ション（技

ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

）の創
そう

出
しゅつ

により社会
課題解決への貢献を目指すものです。
　例

たと

えば、これまで挑
ちょう

戦
せん

し続
つづ

けてきた
「MLCC（積

せき

層
そう

セラミックコンデンサ
ー）」をはじめとする部品を小

こ

型
がた

化
か

・軽
けい

薄
はく

短
たん

小
しょう

化
か

することでは、今
こん

後
ご

5G（第
だい

5 世
せ

代
だい

移
い

動
どう

通
つう

信
しん

システム）や 6G の普
ふ

及
きゅう

が進む通信領
りょう

域
いき

で、ネットワークイ
ンフラ（通信基

き

盤
ばん

）の安
あん

定
てい

化
か

や、ウェ
アラブル（身

み

に着
つ

けられる）機器の携
けい

帯
たい

性
せい

・装
そう

着
ちゃく

性の向上に貢献できると考
えています。また、製

せい

造
ぞう

過
か

程
てい

で必
ひつ

要
よう

に
なる電

でん

力
りょく

や原
げん

材
ざい

料
りょう

を削
さく

減
げん

できるため、
環境負荷の低

てい

減
げん

にもつながります。
　これからもムラタが「Innovator」

（革新者
しゃ

）として豊かな社会の実
じつ

現
げん

に
向
む

けた挑戦を続けていくことを、「未
み

来
らい

との約
やく

束
そく

」とさせていただきます。
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「移動」の新たな
価値の追求と創造

　「三
み

つ葉
ば

のクローバー」のマークでおなじみの当
とう

社
しゃ

は京
きょう

都
と

最
さい

大
おお

手
て

のタクシ
ー・ハイヤー事

じ

業
ぎょう

、観
かん

光
こう

バス事業、路
ろ

線
せん

バス事業、自動車販
はん

売
ばい

事業（京都
トヨタ・ネッツトヨタヤサカ）、エネルギー事業、旅

りょ

行
こう

事業、不
ふ

動
どう

産
さん

事業
の 7業

ぎょう

種
しゅ

で事業展
てん

開
かい

しています。

三つ葉が意味する「安全・快適・信頼」
京都生まれのモビリティー・ブランド

旅客運送事業
（モビリティ―サービス）

彌
や

榮
さか

自
じ

動
どう

車
しゃ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

（ヤサカグループ本
ほん

社
しゃ

）
　創

そう

業
ぎょう

者
しゃ

の粂田幸
こう

次
じ

郎
ろう

は明
めい

治
じ

末
まつ

年に
日
にっ

光
こう

社
しゃ

という会社
を興

おこ

し、事業をス
タートしました。
当
とう

時
じ

は人
じん

力
りき

車
しゃ

が街
まち

にあふれている時
じ

代
だい

で、自動車事業
は今

いま

で言
い

うベンチャービジネスそのも
のでした。京都で初

はじ

めての輸
ゆ

入
にゅう

自動車
販売事業で礎

いしずえ

を築
きず

き、ハイヤーや乗
のり

合
あい

バスを創業。1945（昭
しょう

和
わ

20）年に京
都市

し

内
ない

の全
すべ

てのハイヤー会社を戦
せん

時
じ

統
とう

合
ごう

して、現
げん

在
ざい

の彌榮自動車（ヤサカグ
ループ本社）となりました。
　社

しゃ

名
めい

の「彌榮」は「ますます栄
さか

える」
という意

い

味
み

の日本古
こ

来
らい

の言
こと

葉
ば

が由
ゆ

来
らい

で
す。ハイヤー・タクシーのおもてなし
の原

げん

型
けい

といえる「おふれまい」という
芸
げい

舞
まい

妓
こ

さんの送
そう

迎
げい

や、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

の長
なぎ

刀
なた

鉾
ほこ

のお稚
ち

児
ご

さんの送迎など伝統文
ぶん

化
か

が息
いき

づく京都ならではの仕
し

事
ごと

で育
はぐく

まれてき
ました。地

じ

元
もと

の身
み

近
ぢか

な交
こう

通
つう

機
き

関
かん

である
とともに、京都を訪

おとず

れる皆
みな

さんに京都
の魅

み

力
りょく

をお伝
つた

えする役
やく

割
わり

も果
は

たしてい
ます。
　創業以

い

来
らい

、京都の伝統文化の中
なか

で育
まれた「安

あん

全
ぜん

」「快
かい

適
てき

」「信
しん

頼
らい

」の心
こころ

が
「三つ葉のクローバー」に込

こ

められてい
ます。京都を代

だい

表
ひょう

する「モビリティー・
ブランド」として、「移

い

動
どう

における新
あら

た
な価

か

値
ち

の追
つい

求
きゅう

と創
そう

造
ぞう

」をテーマに全
ぜん

社
しゃ

で取
と

り組
く

みを展開しています。

　1947年
ねん

に国
こく

産
さん

小
こ

型
がた

電
で

気
んき

自動車デン
カ号を導

どう

入
にゅう

。小
ちい

さな車
しゃ

体
たい

を赤
あか

色
いろ

に塗
ぬ

り
「アベックタクシー」と名

な

付
づ

けて自
じ

社
しゃ

養
よう

成
せい

した女
じょ

性
せい

乗
じょう

務
む

員
いん

で運
うん

行
こう

し大
だい

評
ひょう

判
ばん

とな
りました。創

そう

意
い

工
く

夫
ふう

の精
せい

神
しん

は「四
よ

つ葉
号」「二

ふた

葉
ば

号」に受
う

け継
つ

がれています。

京都の伝統あるハイヤー会社が源流

77 年前に電気自動車で女性が活躍！

◎設立年／ 1945年（創業 1917年）
◎従業員数／ �800 人�

（グループ計 3,200 人）

京都市下京区中堂寺櫛笥町１番地

　京都の伝
でん

統
とう

あるハイヤー会社として、
皇
こう

室
しつ

や京都を訪
ほう

問
もん

される各
かっ

国
こく

首
しゅ

脳
のう

などの
要
よう

人
じん

（VIP）の輸
ゆ

送
そう

も担
たん

当
とう

しています。本
ほん

社
しゃ

の会
かい

長
ちょう

室
しつ

に掲
かか

げる「京都府
ふ

営
えい

業
ぎょう

用
よう

自動
車第

だい

1 号
ごう

」の木
もく

製
せい

鑑
かん

札
さつ

は日
に

本
ほん

の自動車史
し

の貴
き

重
ちょう

な史
し

料
りょう

です。

彌榮自動車株式会社　
代表取締役社長

粂
く め

田
だ

 晃
あ き

稔
と し

さん
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◎創業年／ 1950年
◎従業員数／ 6,441 人
◎拠点数／ 188

京都市山科区音羽珍事町２

　1950 年
ねん

に矢
や

野
の

医
い

院
いん

からスタートし、地
ち

域
いき

の人
ひと

たちに医
い

療
りょう

を届
とど

けなが
ら、洛和会丸

まる

太
た

町
まち

病
びょう

院
いん

、洛和会音
おと

羽
わ

病院と拡
かく

大
だい

。1973 年に医療法
ほう

人
じん

洛和
会を設

せつ

立
りつ

。2024 年現
げん

在
ざい

、6400 人
にん

が働
はたら

き、医療、介
かい

護
ご

、保
ほ

育
いく

、教
きょう

育
いく

など
多
た

岐
き

にわたる事
じ

業
ぎょう

を展
てん

開
かい

するヘルスケアグループに成
せい

長
ちょう

しました。

やさしい社会を創造する。医療・福祉 洛
らく

和
わ

会
かい

ヘルスケアシステム

「やさしい社会」の実現へ
地域を支えるヘルスケアグループ

　170カ
か

所
しょ

以
い

上
じょう

の施
し

設
せつ

で、50以上の職
しょく

種
しゅ

、6400 人以上の職
しょく

員
いん

が、医療、
介護などの現

げん

場
ば

で働いています。医
い

師
し

や看
かん

護
ご

師
し

をはじめとする専
せん

門
もん

職
しょく

はも
ちろん、多

おお

くの人がそれぞれの知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

って病
びょう

気
き

の人や困
こま

っている
人を助

たす

けます。専門的
てき

な知識や技術は人のために使ってこそ意
い

味
み

がある。
知
ち

恵
え

やチカラのある人こそ優
やさ

しくあって欲
ほ

しい。私
わたし

たちが目
め

指
ざ

すのはそん
な優しい社

しゃ

会
かい

です。

専門家のチカラが生きる場所

　洛和会ヘルスケ
アシステムはどん
な夢

ゆめ

を持
も

った人の
仕
し

事
ごと

も叶
かな

えられる
職
しょく

場
ば

です。私たち
は、病院や介護施
設、保育施設など
を運

うん

営
えい

しています。 
病院は病気の方

かた

やけがをした人に治
ち

療
りょう

を提
てい

供
きょう

する場
ば

所
しょ

ですが、手
しゅ

術
じゅつ

や検
けん

査
さ

に
加
くわ

えて体
からだ

を回
かい

復
ふく

させるリハビリも提供
しています。介護施設は高

こう

齢
れい

などで支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な方の生
せい

活
かつ

をサポートしてい
ます。自

じ

宅
たく

での暮
く

らしを続
つづ

けることを
サポートする在

ざい

宅
たく

での介護や、看護師
による自宅訪

ほう

問
もん

もしています。また、
自宅と介護施設や病院との移

い

動
どう

手
しゅ

段
だん

が
必要な高齢者

しゃ

などの方に移動するため
の交

こう

通
つう

サービスを提供しているほか、
薬
くすり

やベッド、注
ちゅう

射
しゃ

器
き

の確
かく

保
ほ

、それらの
用
よう

品
ひん

レンタル事業も展開しています。
　いろんな人が働く職場で、医師や看
護師、放

ほう

射
しゃ

線
せん

技
ぎ

師
し

、薬
やく

剤
ざい

師、臨
りん

床
しょう

検査
技師、介護福

ふく

祉
し

士
し

など、どんな職種で
も、資

し

格
かく

があってもなくても、社会に
貢
こう

献
けん

したいと思
おも

えるような仕事や職場
を提供しています。100 人 100 通

とお

り
のキャリアがあります。もし希

き

望
ぼう

にか
なう仕事がなければ作

つく

ればいい、とも
思
おも

っています。私たちは「やさしい社
会」の実

じつ

現
げん

に向
む

けて、京
きょう

都
と

府
ふ

・京都市
し

と協
きょう

調
ちょう

して街
まち

づくりにも貢献していき
ます。

洛和会ヘルスケアシステムの公式キャラクター「らくの助」
　「らくの助

すけ

」は各
かく

種
しゅ

イベントをは
じめ、TikTok でも活

かつ

動
どう

中
ちゅう

。多くの
人
ひと

々
びと

に笑
え

顔
がお

を届
とど

けています。それも
また「らくの助」の優しさなのです。

洛和会ヘルスケアシステム　
理事長

矢
や

野
の

 裕
ゆ う

典
す け

さん



66

◎創立年／1900年
◎学生数／ �37,959人 �

※ 2023年 5月 1日時点

京都市中京区西ノ京朱雀町 1

　立命館大学は、16学
がく

部
ぶ

、21研
けん

究
きゅう

科
か

を有
ゆう

する総
そう

合
ごう

大学です。キャンパス
は、京

きょう

都
と

府
ふ

（衣
きぬ

笠
がさ

、朱
す

雀
ざく

）、滋
し

賀
が

県
けん

（びわこ・くさつ）、大
おお

阪
さか

府（大阪いば
らき）に展

てん

開
かい

しています。地
ち

域
いき

、産
さん

業
ぎょう

界
かい

、国
こく

際
さい

社
しゃ

会
かい

とのネットワークを生
い

かし、学部の枠
わく

を超
こ

えて人
じん

類
るい

的
てき

課
か

題
だい

に応
こた

える教
きょう

育
いく

研
けん

究
きゅう

に取
と

り組
く

んでいます。

「次世代研究大学」への
挑戦

大学 立
りつ

命
めい

館
かん

大
だい

学
がく

自由な挑戦で新たな社会的価値を
創造する人材の育成

　2026年
ねん

4 月
がつ

に衣笠キャンパスで開
かい

設
せつ

予
よ

定
てい

のデザイン・アート学部（仮
か

称
しょう

）では、歴
れき

史
し

と文
ぶん

化
か

が息
いき

づく京都を舞
ぶ

台
たい

に、まち・社会全
ぜん

体
たい

を「ラーニ
ングプレイス」と捉

とら

えた大学のキャンパスにとどまらない学
まな

びを展開しま
す。クリエーティブ（創

そう

造
ぞう

的
てき

）なスキルと知
ち

識
しき

を身
み

につけながら、企
き

業
ぎょう

な
どと連

れん

携
けい

した、「自
みずか

らの感
かん

性
せい

で社会の課題を見
み

つけ、解
かい

決
けつ

を考
かんが

える学び」を
通
つう

じて、未
み

来
らい

社会に貢
こう

献
けん

する人
じん

材
ざい

を育
いく

成
せい

します。

立命館に誕生するアートとデザインの学び

学生生活を共にするキャンパス

　今
いま

、大学に求
もと

め
られているものは
何
なに

でしょうか。学
がく

生
せい

の学びの場
ば

であ
るとともに、世

せ

界
かい

に新
あら

たな価
か

値
ち

を生
う

み出
だ

す研究機
き

関
かん

で
もあります。

　立命館大学は 2030 年に向
む

けた中
ちゅう

期
き

計
けい

画
かく

「学
がく

園
えん

ビジョン R2030」を策
さく

定
てい

し
ました。人類に共

きょう

通
つう

する社会課題の解
決に向けて、新たな価値の創造とイノ
ベーション（技

ぎ

術
じゅつ

革
かく

新
しん

）に取り組む「次
じ

世
せ

代
だい

研究大学」の実
じつ

現
げん

を目
め

指
ざ

していま
す。総合学園として、小

しょう

学
がっ

校
こう

から大学
院
いん

までの各
かく

段
だん

階
かい

で探
たん

究
きゅう

力
りょく

を高
たか

める革新
的な取り組みを進

すす

めています。24年4
月に映

えい

像
ぞう

学部・情
じょう

報
ほう

理
り

工
こう

学部が移
い

転
てん

し
た大阪いばらきキャンパスにおいて
は、デジタルとクリエーティブ（創造
活
かつ

動
どう

）の融
ゆう

合
ごう

など、これまでにないコ
ンセプトの下

もと

、新たな教育・研究を展
開します。また、立命館先

せん

進
しん

研究アカ
デミー（RARA）では、個

こ

性
せい

的で豊
ゆた

かな
創造性

せい

を持
も

った中
ちゅう

心
しん

的な研究者
しゃ

の挑
ちょう

戦
せん

を全
ぜん

力
りょく

で支
し

援
えん

しています。宇
う

宙
ちゅう

に挑戦
する研究センター「ESEC」も立

た

ち上
あ

げ
ました。立命館は、社会のさまざまな
パートと連携し、学生の学びの質

しつ

を向
こう

上
じょう

させることはもちろん、世界レベル
の研究成

せい

果
か

を生
う

み出
だ

し、社会に還
かん

元
げん

し
てまいります。学園ビジョンの実現に
向け、私

わたし

たちは常
つね

に挑戦し続
つづ

けます。

びわこ・くさつキャンパス大阪いばらきキャンパス

立命館大学衣笠キャンパス

学校法人立命館
総長

仲
な か

谷
た に

 善
よ し

雄
お

さん



67

お客さまと共に
創る未来！

　マールブランシュの会
かい

員
いん

カード「ジ
ョイフルバトン」はおかげさまで 20
万
まん

人
にん

を超
こ

えるお客
きゃく

さまにご利
り

用
よう

いただ
いております。
　初

しょ

夏
か

には会員さま限
げん

定
てい

イベント「茶
ちゃ

の菓
か

ツアー」を開
かい

催
さい

しました。宇治で
のお茶摘

つ

みや工
こう

場
じょう

見
けん

学
がく

の後、山
やま

科
しな

「ロ
マンの森

もり

」にてお茶テイスティングや
ランチとスイーツを楽

たの

しんでいただき
ました。参

さん

加
か

された方
かた

から「茶農
のう

家
か

・
茶問

とん

屋
や

・パティシエそれぞれの立
たち

場
ば

か
らこだわりが聞

き

けて良
よ

かった。また販
売員

いん

の方がツアーに同
どう

行
こう

し、終
しゅう

始
し

笑
え

顔
がお

で話
はな

しかけてくれたので、とても楽し
い時

じ

間
かん

を過
す

ごせました」など、数
かず

々
かず

の
喜
よろこ

びの声
こえ

をいただき、これまで以
い

上
じょう

に
社
しゃ

員
いん

の士
し

気
き

が上
あ

がりました。
　これからもロマンライフのイベント
にてジョイフルバトン会員さまと交

こう

流
りゅう

を深
ふか

め、お客さまの真
しん

の潜
せん

在
ざい

欲
よっ

求
きゅう

をく
み取

と

り実
じつ

現
げん

することを喜びとし、より
おいしく楽しい未

み

来
らい

をお客さまと共
とも

に
創
つく

り上げていきたいと考
かんが

えておりま
す。今

こん

後
ご

の私
わたし

たちの企
き

画
かく

が皆
みな

さまのさ
らなる笑顔につながりますよう、そし
て心

こころ

躍
おど

る喜びを形
かたち

にしてお届
とど

けできる
よう、誠

せい

心
しん

誠
せい

意
い

努
つと

めてまいります。

　洋
よう

菓
が

子
し

を製
せい

造
ぞう

・販
はん

売
ばい

する「マールブランシュ事
じ

業
ぎょう

部
ぶ

」と、レストラン運
うん

営
えい

と
調
ちょう

味
み

料
りょう

を製造・販売する「侘
わび

家
や

事業部」を展
てん

開
かい

。「京
きょう

都
と

クオリティ」をコンセプ
トに、丁

てい

寧
ねい

で丹
たん

精
せい

込
こ

めたモノづくりやおもてなしを貫
つらぬ

き、地
じ

元
もと

への貢
こう

献
けん

を深
ふか

め
る企

き

業
ぎょう

を目
め

指
ざ

しています。

お客さまに感動と喜びをお届けする
洋菓子づくり

菓子メーカー・
販売

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

ロマンライフ

◎創業年／1951年
◎従業員数／550人
◎店舗数／�マールブランシュ：京都市内12店

舗、侘家古暦堂／京都市内4店舗

京都市山科区大塚北溝町30番地

　京都 宇
う

治
じ

白
しら

川
かわ

などの地
ち

域
いき

で作
つく

られた宇
治抹

まっ

茶
ちゃ

を使
つか

ったお濃
こい

茶
ちゃ

のラングドシャ
に、オリジナルのホワイトチョコレート
を挟

はさ

んだマールブランシュの看
かん

板
ばん

商
しょう

品
ひん

。
京スイーツの定

てい

番
ばん

として、国
こく

内
ない

外
がい

で愛
あい

さ
れるお菓子です。

名物 お濃茶ラングドシャ「茶の菓」

実現したケーキの売上金は全額寄付します子どもたちが描いた夢のケーキ

笑顔広がる「ちびっ子夢プロジェクト」

お濃茶ラングドシャ「茶の菓」

マールブランシュ 北山本店

河
か わ

内
う ち

 誠
まこと

さん  株式会社ロマンライフ 代表取締役会長兼CEO
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